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刊行のことば

　国畏の貯常の激語生活の実態を知ることは，国語の将来を考えるために，ま

ず必要なことである。国立国語研究所は，創設以来，国民の言語生活の実態把

握を一つの大きな屋的として，研究をつづけてきた。この目的のために，しば

しぽ特定地点に着眼して，その地域における虚語および言語生活の実態調査を

行なった。昭和24年の八丈島の言語調査をはじめとして，以後，福島県由河市，

山形県鶴岡市，長野媒飯代市，三重県上野市，愛知県岡崎市，北海道各地など

で，標準語の普及度，言語変化の要因，共通語化の過程，敬語使用の実態など，

諸種の角度から調査研究をつづけた。近くは，昭和37年に新潟県長岡市，昭和

38年に島根県松江市で，国民各層の言語生活の実態調査を行なった。

　現在，第4研究部の第二資料研究室（室長飯豊毅一一）は，特定地域社会の成

員について言語使用の実態を調査し，社会構造との関係を研究しているが，同

研究室に属する渡辺友左は，長岡市・松江市における調査にも参加し，、松江市

の調査の中では，特に，小中学生および高校生の家庭における言語行動に焦点

をすえた調査を分担した。渡辺は，この研究課題について，さきに属していた

言語効果研究室において研究をつづけ，昭和39年度の岡研究室長林四郎，同室

員高橋太郎らとともに，福島市および福島県伊達郡梁川町で調査を重ねた。渡

辺は，昭和40年に現在の第二資料研究室に移り，飯豊室長のもとで前記の研究

に従事しているが，このたび，需語効果研究室で行なった調査の分析結果をま

とめることができたので，ここに『家庭における子どものコミュニケーション

意識』と題して刊行することとした。

　家庭の中で，親と子がどのようにことばをかわすか，親の性別・子の性別に

よってコミュニケーションの内容・方向・形式などにどのような傾向が形作ら

れるか，また，都市活社会と農村的社会とで家庭内コミュ＝ケーションのあり

：方にどのような差異が見られるか，などの問題について，疑闇の一端を明らか

にしえたと思う。この結果が，今後の標準語や敬語について，国語施策を考え

るのに役立てばさいわいである。

　本書の刊行に際して，この調査に御協力くださった，松江市，福島市，梁摺

町の当路のかたがたにあつくお礼を申し上げる。

昭和43年11月

国立圏語研究所長　岩　淵　悦太郎
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ま　え　が　き

　この報告書は，次の「調査の昌的・内容・対象・実施・分担者などについて」

のところで述べているように，国立国語研究所第2研究部言語効果研究室が昭

榔39年秋に福島市と福島県伊達（だて）郡梁川（やながわ）町で，小・中・高校

の児童生徒を対象にして実施した意識調査の調査結果のあらましと，それに国

立諸語研究所の昭和38年度『国民各層の鳥刺生活の実態調査のための委員会（B）』

が昭和38年秋と39年春，島根県松江市で，小・中・高校の児童生徒を対象にし

て実施した意識調査の調査結果のあらましとを一つにまとめたものである。

　この報告書の刊行が調査の行なわれた年から4年以上も遅れたのは，これら

二つの意識調査の主たる分担者であったわたくし（渡辺）が，昭和40年4月1

日付で第2研究部言語効果研究室から第4研究部第2資料研究室に配置換えに

なり，同研究室で新しい研究課題を分担することになったという事情があった

からである。この新しい研究課題の仕事に忙殺されていたため，昭和39年秋に

実施した福島市と梁用町での調査は，翌40年3月末までに一往のあらい集計は

すんでいたものの，その後細かな部分にわたっての集計整理と，その結果にも

とづいての報告書の原稿執筆の仕事は，のびのびとなっていた。しかし，昭和

43年度にはいり，第2資料研究窒でのわたしの仕事に若干の時間的・労力的な

ゆとりができたので，のびのびになっていた，この細かな部分についての集計

整理に43年5月から再び手をつけることができるようになった。その結果，原

稿執筆の仕事にも6月中旬からはいることができ，7月中旬にそれも終えるこ

とができた。貴重な時閥をさいて，わたしたちの調査にこころよく協力してく

ださった福島市・梁川町・松江市の多くの小・中・高校の校長先生をはじめ多

くの先生がた，それに児童生徒の皆さんに，ここにあらためて厚くお礼を申し

上げたい。

　最後に，出版：費が少ないことのため，本来この報蕾書で報告しておかなけれ

ばならない性質のものでやむを得ず割愛したものがいくつかあることをお断わ

りしておく。
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調査の目的・内容・対象・実施・分担者な

どについて

1．調査の目的と調査の内容

　子どもは，親子を中心とした家庭内のコミュニケーーションについてどのよう

な意識をもっているか。その意識は，小学生と中学生と高校生とではどう違う

か。同じ小中高校生でも，男子と女子とではどう違うか。都市の子どもと農村

の子どもとではどうか。職業の違う家庭の子どもの問ではどうか等・㌔

　これらの事柄について，国立国語研究所言語効果研究室は，昭和39年秋福島

市とその近くの福島漿伊達（だて）郡梁摺（やながわ）町で小中高校の子どもを

対象に質問紙法による簡単な意識調査をした。質問の内容は，次のとおりであ

る。　（家庭の外での子どもの雷羅行動についての意識をたずねる質問もいくつか終わり

の部分につけてある。）この報告書は，これらの質問に対する子どもの園答の集

計結果のあらましをまとめたものである。
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1．親在いっしょに柱んでいる家族は，だれとだれですか。下のいちばん左のらんの，

　それぞれあてはまるところを○でかこみ，次のらんに名まえを書いてください。

　年令も職業も，わかれぽ書いてください。　（現在いっしょにいない人は，書かない

　でください。）

○でかこむ

父

母

父

，祖 母

兄・

兄、よ　め

嫌

囲む　ご

名　　ま　　え i年令
t

i i

職 業

1

一

兄2

姉2

弟・

弟2

妹・

妹2

j

2。あなたは，瑚起きてから，おとうさんやおかあさんにあいさっしますかQあては

　まるものを○でかこんでください。　（以下岡じです。）

　　　ア．いつもする。　　　　　　イ．しないこともあるが，するほうが多い。

　　　ウ，したり，しなかったり。　　エ．めったにしない。

　　　オ，全然しない0

3．　（あいさつをする人だけ）なんと言って，あいさつをしますか◎

4．　あなたは，食事のはじめに，あいさつをしますか。

　　　ア．いつもする。　　　　　　イ．しないこともあるが，するほうが多い。

　　　ウ．したり，しなかったり。　　エ．めったにしない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　3



　　　オ．全然しない。

　　　（あいさつをする人だけ）なんと言って，あいさつをしますか。5．

　　食事のおわりは，どうですか。
6
．

　　　ア．いつもするQ　　　　　　イ．しないこともあるが，するほうが多、・。

　　　ウ．したり，しなかったり。　　エ．めったにしない。

　　　オ．全然しない。

　　　（あいさつをする人だけ）なんと言って，あいさつをしますか。7．

　　あなたは，夜ねるとき，おとうさんやおかあさんにあいさつをしますかQ
8
．

　　　ア．いつもする。　　　　　　イ．しないこともあるが，するほうが多い。

　　　ウ．したり，しなかったり。　　エ。めったにしない。

　　　オ．全然しない。

　　　（あいさつをする人だけ）なんと言って，あいさつをしますか。
9
．

　　家族のみなさんは，みんなで話をしながら食事をすることのほうが多いですか。10．

　それとも，あまり話をしないで食事をすることのほうが多いですか。

　　　ア・みんなで話をしながら食事をすることが多い。

　　　イ．あまり話をしないで食事をすることが多い。

　　　ウ．どちらともいえない。

　　食事のときに，よく話すのは，だれですかQ11．

　　あまり話さないのは，だれですか。

　　おもにどんなことが話題になりますか。

　　食事以外のときに，家族のかたが集まって，くつろいで雑談や世間話などをする12．

　ようなことがありますか。

　　　ア．よくある。　　　　　イ．あまりない。

　　　ウ．ほとんどない。

　　そのようなときに，あなたは，よく話すほうですか。それとも，だまっているほ13．

　　うですか。

　　　ア・よく話すほうだ。　　　　イ．だまっているほうだQ

　　　ウ・どちらともいえない。

　　家族の中で，よく話すのは，だれとだれですか。14．

　　あまり話さないで，聞くほうにまわっているのは，だれとだれですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



　　おもにどんなことが話題になりますか。

15．　あなたのおうちでは，なにかをきめるために，家族のかたがみんなで相談するよ

　　うなことがありますか。

　　　ア．ある。　　　　イ．ない。

16・　（「ある」と答えた人だけ）最近は，どんなことを梢談しましたか。

17・　あなたは，朝登校するとき，家族のかたにあいさつして，家を轟ますか。

　　　ア．いつもする。　　　　　　イ．しないこともあるが，するほうが多いa

　　　ウ．したりしなかったり。　　　エ．めったにしないQ

　　　オ．全然しない。

18・　（あいさつをする人だけ）なんと言って，あいさつをしますか。

19・学校から帰ったときは，どうですか。

　　　ア・いつもする。　　　　　　イ．しないこともあるが，するほうが多い。

　　　ウ．，したりしなかったり。　　　エ．めったにしない。

　　　オ．全然しない。

20．　（あいさつをする人だけ）なんと言って，あいさつをしますか。

21・家族の中で，あなたがふだんいちばん多く話をする相手のかたは，だれですか。

　　その次に，あなたが多く話をする相手のかたは，だれですか◎

　　反対に，話すことがいちばん少ないと思う相手のかたは，だれですか。

　　その次に，少ないと思う相手のかたは？

22，　こまったことがあったとき，あなたは，ふつう，家族の中で，だれに最初に相談

　したいと思いますかQ

23。　あなたがおうちでご両親と食譲をしているとき，ご両親に謡しかけるばあいは，

　なんと轡って呼びかけますか。

　　　ア．おとつつあん　　　　　　　　　　ア．おっかさん

　　　イ．おとうちゃん　　　　　　　　イ・かあちゃん

　　　ウ．パパ　　　　　　　　　　　　ウ．おかあさん

　　　エ。おとうさん　　　　　　　　　　エ．おかあちゃん

　　　オ．とうちゃん　　　　　　　　　　オ．おかあちゃま

　　　カ．とうさん　　　　　　　　　　　カ．ママ

　　　キ．パパさん　　　　　　　　　　 キ．おかあさま

　　　ク．おとうさま　　　　　　　　　　ク．ママさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5



24．

25．

26．

27．

28．

29．

30．

31．

32．

33．

34．

　ケ．おとうちゃま　　　　　　　　　　ケ．かあさん

　コ。その他（　　　　　　　）　　　コ。その他（　　　　　　　）

おとうさんは，あなたといっし君こ遊んでくれることがありますか。

　ア．よくあるQ　　　イ．ときどきある。　　　ウ．ほとんどない。

（「ある」と答えた入だけ）どんなことをして，遊んでくれますか。

おかあさんは，あなたといっし爵こ遊んでくれることがありますか。

　ア．よくある。　　　イ．ときどきある。　　　ウ．ほとんどない。

（「ある」と答えた人だけ）どんなことをして，遊んでくれますか。

あなたは，おとうさんといっしょに仕事をすることがありますか。

　ア．よくある。　　　イ．ときどきある。　　　ウ．ほとんどない。

（「ある」と答えた人だけ）いっしょにどんな仕事をしますか。

あなたは，おかあさんといっしょに仕纂をすることがありますか。

　ア．よくある。　　　イ．とぎどきある。　　　ウ。ほとんどない。

（「ある」と答えた人だけ）いっしょにどんな仕事をしますか。

家族の中で，あなたがいちばん話のしゃすいと思う人は，だれですか。

反対に，家族の中で，いちばん話のしにくいと思う人は，だれですか。

あなたは，おとうさんと話をするのがすきですか。

　ア．すきだ。　　　　　　　イ．どちらかというと，すきなほうだ。

　ウ．どちらともいえない。　　S．どちらかというと，ぎらいなほうだ。

　オ．きらいだQ

おかあさんと話をするのは，どうですか。

　ア・すきだ。　　　　　　　イ．どちらかというと，すきなほうだ。

　ウ．どちらともいえない。　　エ．どちらかというと，きらいなほうだ。

　ナ．きらいだ。

35．　おとうさんと話をするとき，ふつうあなたは，話すほうが多いですかQ聞くほう

36．

が多いですか。

　ア．話すほうが多い。　　　イ．どちらかというと，話すほうが多い。

　ウ．話すのと聞くのとが同じくらい。

　エ．どちらかというと，聞くほうが多い。　　　：れ聞くほうが非常に多い。

　ヵ．わからない。

おかあさんと話をするときは，どうですか。

　ア．話すほうが多いQ　　　イ．どちらかというと，話すほうが多い。

　ウ．話すのと聞くのとが嗣じくらい。

　　　　　　　　　　　　　　　6



　　　エ．どちらかというと，聞くほうが多い。　　　オ．聞くほうが非常に多い。

　　　ヵ。わからない0

37．　あなたは，おとうさんに聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつもそれを

　はっきりおとうさんに言いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，．その他（…＿＿．……＿＿＿．．）

38．

39．

40．

41．

42．

43．

44．

45．

　ウ．二塁や意晃をもったことがない。

おかあさんに聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつもそれをはっきりお

かあさんに言いますか。

ζ：熟・なぜ一fi雛漏1雛∴
　　　　　　　　　　　　　　　　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　d．しかられるから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　e尋その他（＿．＿＿＿＿，＿＿．＿＿＿＿）

　ウ．希望や意見をもったことがない。

あなたは，おうちの中で，だれかにしかられることがありますか。

　ア．よくある◎　　　イ．ときどきある。　　　ウ．ほとんどないQ

（「ある」と管えた人だけ）だれにしかられることが多いですか。

あなたは，おとうさんにしかられることがありますか。

　ア，よくある。　　　イ．ときどきある。　　　ウ．ほとんどない。

（rある」と答えた人だけ）どんなことでしかられることが多いですか。

おかあさんにしかられることがありますか。

　ア．よくある。　　　イ．ときどきあるQ　　　ウ．ほとんどない。

（「ある」と答えた人だけ）どんなことでしかられることが多いですか。

先生から答案をかえしてもらいました。よく見ると，正しい答えなのにまちがい

　にされています。先生に雷って，なおしてもらいたいと思います。こんなとき，あ

　なたは，そのことを先生にすぐ欝えるほうですか。それとも，言えないほうです

　か。

　　　ア。すぐ書えるほうだ。　　イ．言えないほうだ。

　　　ウ・わからない。　　　　　　エ・その他（＿＿＿＿＿．，．＿＿＿＿＿＿。．．＿）

46．教室で，先生がみんなに質問をされました。それが，あなたに答えられるような

　ものだったら，あなたは，どうしますか。

　　　ア．すぐ手をあげる◎　　イ．人が手をあげるのをみてから，手をあげる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7



　　　ウ．手をあげない。　　　　エ．わからないQ

　　　オ．その他（＿＿＿＿．＿．＿．＿＿．＿＿＿．＿＿＿＿＿，＿）

47．　ホームルームの時間などで，あなたは，みんなの箭で自分の意見をのべるほうで

　すかQそれとも，だまっているほうですか。

　　　ア．いつも意見をのべるほうだ。　　　イ．意見をのべることが多いほうだ。

　　　ウ．だまっていることが多いほうだ。　エ．いつもだまっているほうだ。

48．　（「だまっていることが多いほうだ」または「いつもだまっているほうだ」と答：え

　た人だけ）だまっているのは，なぜですか。

　　　ア．意見がないから。

　　　イ．意見はあるが，言うのがはずかしいから。

　　　ウ．その他（．＿＿＿＿＿．．。＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿．＿．＿）

49，　クラスの中で，よく意見をのべるのは，だれとだれですか。　（氏名をはっきり書

　いてください。以下同じ）

だまっているのは，だれとだれですか。

おもしろいことを言って，みんなを笑わせるのは，だれとだれですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎつぶ　　　　　　　　　　しゃしよう
50．　ひとりでパス（電車）に乗りましたQ切符を買って，車掌さんからおつりをもら

　いましたが，10円たりません。車掌さんに言って，もらおうと思います。パスをこは

　ほかに人が乗っています。こんなとき，あなたは，そのことをすぐ車掌さんに言え

　るほうですか。

　　　ア．すぐ言えるほうだ。　　イ．言えないほうだ。

　　　ウ．わからない。

　　　オ．その他（．＿＿＿．＿．＿．＿＿＿．＿＿＿．．＿＿＿．＿．＿）

51．　バス（電車）に乗りました。何人かの人が乗っています。向かい側の席にすわっ

　ている，見知らぬおばさんがハンカチを落としましたが，気がつかないでいます。

　こんなとき　　　一

　　　A．あなたは，そのおばさんに教えてあげたいと思いますか。

　　　　　ア．そう思う。　　　イ．そうは思わない。

　　　B．あなたは，おばさんに教えてあげるのを，はずかしいと思いますか。

　　　　　ア．はずかしいと思う。　　　イ．はずかしいとは思わないQ

　　　C．あなたは，実際にそのおぼさんに教えてあげますか。

　　　　　ア．教えてあげる。　　　イ・教えてあげない。　　　ウ．教えてあげた

　　　　　　り，教えてあげなかったりする。　　　s．わからない0

52．あなたが尊敬している人をふたりだけ書いてくださいQ

　次にあげた質問に事えてください。質問どおりであれぽ，「はい」に○，その反対

ならば，　「いいえ」に○をつけてください。どちらにも決められないばあいは，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　8



ままにしておいてください。
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ちょっとしたことでも気になりますかQ

すぐ決心がつきますか。

大事をとって，実行にひまどりますかQ

決心をあとから変えることができますか。

思案するより活動するほうが好きですか。

陰気ですか。

失敗にこりますか。

のんきですか。

無Pですか。

感情をすぐおもてに現わしますか◎

よくはしゃぎますか。

気が変わりやすいですか。

物事にこり固まりますか。

しんぼう強いですか◎

りくつっぽいですか。

議論が過激になりやすいですか。

用心深いですか。

動作がきびきびしていますか。

仕事が綿密ですか○

派手な仕事が好きですか。

仕事に夢中になりますか。

空想家ですか。

潔癖すぎますか。

持ち物をなげやりにしますか。

むだ使いが多いですか。

話し好きですか。

気むずかしやですか。

じょうだんを言いますか。

おだてられやすいですか。

強情ですか。

不満が多いですか。

自分の評判が気にかかりますか。

他人の批判がしたいですか。

自分のことを他入にまかせられますか。

人から指図されるのがいやですか。

人の上に立って，うまく治めてゆくことができますか。

他人の意見をすなおに聞き入れますか。

よく気がききますか。

9

、
　

、
　

、
　
　
、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　
　
、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　
　
、
　

、
　

、
　
　
、
　
　
、
　

、
　

、
　

、
　
　
、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、
　

、

し
し
し
し
し
㌔
㌧
し
㌔
し
し
し
し
し
▼
し
㌔
し
し
し
し
し
㌧
　
㌧
し
し
㌧
し
し
し
し
㌔
し
し
し
し
し
、
㌔

ま
ま
象
ま
ま
ま
塞
ま
ま
ま
ま
象
ま
ま
ま
ま
ま
よ
ま
ま
よ
よ
ま
ま
よ
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
よ
よ
象
ま

々
　

｝
　

セ
　

を
　
々
　

々
　

を
　

々
　

々
　

壱
　

壱
　

セ
　

｝
　

セ
　

を
　

々
　
を
　
々
　

を
　
を
　

｝
　

を
　

を
　

｝
　

を
　

を
　

を
　
を
　

を
　

を
　

を
　

を
　

を
　
々
　

を
　
を
　
を
　

を

」
兄
ン
え
レ
え
・
κ
ト
兄
」
兄
」
凡
ト
え
・
え
・
兄
》
兄
ト
兄
・
兄
・
兄
・
κ
ト
兄
》
兄
・
え
》
兄
・
兄
」
兄
ト
兄
ト
兄
ト
兄
》
兄
ト
兄
〉
え
ト
え
》
え
》
兄
レ
え
」
兄
・
兄
ト
兄
・
κ
」
兄
》
え
レ
丸

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　
、

㌔
　

し
　

㌔
　

し
　
し
　
し
　
し
　
㌔
　

㌔
　

し
　

し
　

し
　

㌧
　

し
　

し
　

し
　
し
　
し
　

し
　

し
　

し
　

し
　

し
　

し
　
し
　

、
　

し
　
し
　

㌔
　

し
　

し
　

し
　

㌧
　
し
　

し
　
し
　
し
　
し

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、
　
　

、

し
　

、
　
㌔
　

㌔
　
し
　
㌔
　
し
　

㌧
　
㌧
　

し
　

㍉
　

し
　

し
　

し
　

し
　

し
　
し
　

㌧
　

し
　
し
　

し
　

し
　

㍉
　

し
　
し
　

L
　し
　
し
　

し
　

し
　
㌧
　

し
　

し
　
㌔
　

し
　
し
　
し
　
㌧



9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5

か日し立てをしますか。

他人にすぐ同情をしますか。

他人を信じすぎますか。

うらみが忘れられないですか。

はにかみ屋ですか。

ひとりぽっちでいるのが好きですか。

友だちを作るのに骨がおれますか。

人前で平気で話せますか。

人掻につくところでは，いつも引込んでいますか。

意見の違う人とでも気軽につき合ってゆけますか。

世話好きですか。

おしまずに物を与えますか。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

　このうち，全体で50問から成る最後の質問（淡路・岡部式向性検査）は，調

査そのものの性質からして，小学生には無理と考え，小学生には実施していな

い。実施したのは，中学生と高校生だけである。

　なお，国立国語研究所の『国民各厨の言語生活の実態調査のための委員会

（B）』は，昭和38年度に島根県松江市で岡市市畏の言語生活に関する調査をいく

つか実施したが，その際同布の小中高校生を対象に，上に掲げた福島市・梁川

町での調査と大部分共通した内容の調査を実施している。そこで，この松江市

での調査の結果も，福島市・梁川町での調査結果にあわせて，以下に報告する

ことにする。

2．調査の対象

　A　集計の対象になった子どもの数

　福島市と福島県伊達郡梁川町，それに松江市の，それぞれ下記の小中高校の

児童生徒計3，078名に調査票を配って記入してもらい，それを圓収することが

できた。

（1）福島市L都市一

福島市立第1小学校5年生全員

　〃　杉妻小学校　〃　〃

　〃　清沢小学校　〃　〃

　　・ノ　第1中学校2年生全員

10

男

leo

67

20

254

子

72

se

13

222

計

172

117

33

476



福島県立福島高等学校2年生3クラス

　〃　福島女子高等学校2年生3クラス

（2）福島県伊達郡民州町一農村一

梁JII町立梁川小学校5年生全員

　〃　粟野（あわの）小学校5年生全員

　rt　五十沢（いさざわ）lt　〃　〃

　〃　梁川中学校2年生全員

福島県立梁川高等学校2年生全員

（3）松江市一盛画一

松江市：立津田小学校5年生2クラス

’
　

　
ノ
’
－
島根大学付属中学校

島根県立松江爾高等学校2生年生2クラス

　〃　松江商業高等学校〃　　〃

　〃　松江工業高等学校〃　　〃

白潟（しらかた）小学校5年忌2クラス

内中原（うちなかはら）小学校5年生2クラス

第1中学校2年生2クラス

第2中学校　〃　　〃

第3中学校・〃　　〃

第4中学校　〃　　〃

　　　　　　〃　1クラス

156　O　156

　e　153　153

97　84　181

43　37　80・

24　22　46’

246　226　472・

70　186　256・

δ
α
7
、
＆
9
1
9
0
3
＆
7

　
　
　
　
　
　
8
5
0
0
∠
τ

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
1

計1，5641，5143，07＆

　ただし，この3，078名の子ども全：部の調査票が集計整理の対象となったので

はない。調査の主たるねらいは子どもが親とのコミュニケーションについてど

のような意識をもっているかを明らかにすることにある。したがって，現在両

親をともにもっていない子ども，または，もっていても現在何かの事情でいっ

しょに生活していない子どもが記入した調査票は，最初から集計整理の対象か

らはずした方がよい。いわゆる特殊児童が記入した調査票もはずした方がよい

だろう。そこで，子どもが調査票の第1問（3ページを見よ）記入した内容と

クラス担任の教師からの教示とによってこれらのものを除外すると，第1表の

　　　　　　　　　　　　　　　　11



ようになる。以下に述べる調査結果は，これらの子どもの調査票を集計整理し

た結果である。

　　　　　　　　第1表　集計整理の対象となった児童生徒数

t 男 女 計

福
島

梁

川

町

松
江
市

福　　島　　1　　小

杉妻小・清沢小
福　　島　　1　　中

福島高校・福島女子高

梁　　　川　　　小

霜野小・五十沢小
梁　　　川　　　中

梁　　　川　　　高

小
中
高

学
学
校

93

79

239

153

96

66

240

70

135

211

125

70

61

218

150

81

57

218

182

109

194

127

163

140

457

323

177

123

458

252

244

405

252

計
i，　so7　1

1，　467 2，　974

　なお，杉妻小学校と清沢小学校は，戦後福島市に舎併された旧信夫（しのぶ）

郡杉妻村にあり，同じ福島市の中でも都市近郊農村的な色彩をかなりの程度残

している所を学区とする。一方，福島1小は1日福島市内にあって，福島市の申

でも最も都市的な地域を学区としている。そこで，杉妻・清沢二つの小学校は

被調査者の数がそれぞれ少ないこともあって，一つにまとめて集計したが，こ

れと福島1小とを合わせて集計することはしなかった。

　梁川町の場合も，粟野小学校と五十沢小学校は，戦後梁川町に合併されたi日

俘達一粟野村と：五十沢村にある。旧梁川町を学区：とする梁川小学校に比べれば，

隅じ梁川町でも，：二つの小学校は，ともにより純農村的な地域を学区とする。

そこで，この二つは，それぞれ被調査者の数が少ないこともあって，いっしょ

にして集計した。しかし，梁川小といっしょにはしなかった。

　松江市の場合は，小・中・高校いずれもいくつかの学校にわたっているので，

これは，小学・申学・高校の三つにまとめた。

　B　集計の対象になった子どもの家庭の家族構成

　　　　　　　　　　　　　　　　12



　3ページに掲げた調査票の第1問の記入内容にもとづいて，子どもの家庭の

家族構成を調べてみると，第2表に示すような結果になった。

　　　　　　　　　　　第2表　被調査壷の家庭の家族構成

家族構成の類型

a・祖父母十父・母

　　＋きょうだい

a2祖父十父母十
　　きょうだい

a3祖母十父母十
　　きょうだい

（al）祖父母＋父母

（a2）祖父十父母

（a3）祖母＋父母

a・～（a3）計

b　兄よめ・締む
　　ご＋父・母

。　父母＋ぎょう

　だい

d
e

f
g
h

父母

母＋きょうだ
い

母

樹＋きょうだ
い

父

　計

福　　島　　市
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　この表を見て，いくつか気づくことをあげれば，次のようになる。

　①a、～（a3）の3世代家族は，小・申・高校いずれの場合も，福島・松江

が少なく，梁川が多い。これに対して，c・dの2世代家族は，小。中。高校

いずれの場合も，福島が多く，梁用が少ない。松江も，小・中学は50％台で多

いが，高校だけが41．2％と少ない。いずれにせよ，これは都市と農村の家族構

成のちがいを示：している。

　⑨きょうだいがいなくて，子どもは本入だけという家庭（（a、〉・（a2）・（a3）・

，d・f・h）は，福島・梁川・松江の別，それに小・中・高校の別を問わず，

　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ3



非常に少ない。もっとも，福島・梁州・松江の高校のdがそれぞれ9．6％・

3．6％・5．6％と，小・中学校に比して若干多い。これは本人が高校生である

だけに，そのきょうだいに成人が多く，それだけ遊学・就職・結婚などによっ

て現在いっしょに生活していない兄や姉があるためであろう。

　③片親だけの欠損家庭（d・e・f・9・h）は非常セこ少ない。特に父と

本人だけというhの類型は皆無である。これは，おそらく配偶者をなくした男

性は，同じく配偶者をなくした女性よりも，再婚の機会をより多くつかんでい

るということを物藷っているのであろう。

　④兄よめまたは姉むごが同じ家族の成員であるというbの類型は，福島・

梁川・松江のいずれの場合も非常に少ない。強いていえば，福島・梁川・松江，

のいずれも高校生の場合が多い（梁川と松江が特にそうである）。これも②の

場合と固じで，本人が高校生であるだけに，兄や姉の年齢が小・中学生の場合

よりも相対的に高いためであろう。　　　　　　　　t

　C　築計の対象につた子どもの家庭の職業

　3ペーtジに掲げた第1問の記入内容にもとづいて，子どもの家庭の職業を謁，

べてみると，第3表に示すような結果になった。ここで農家というのは，（1），

父母がともに農業か，（2）父が農業，母が無職のどちらかの場合をさす。父母

以外の家族成員の職業は間わない。父母のどちらかが農業以外の職業について

いる揚合は，農家としないで，「その他」にまわした。また，ここで「俸給生

　　　　　　　　　　　第3表子どもの家庭の職業構成

　（／）福　島市

農　　　　家

俸給生活K

商　　　　家

そ　　の　　他

　　計

1　　小

男女1計

∩
V
O

0
0

4
　
。
　
3
　
4
（
U
弓
）

3
　
●
　
2
　
3

3
7
　
3

2
　
。
　
Q
V

　
4
　
2

　o
　o
　4e
57．重

　21
30．　0

　9
12．　9

　70

杉　妻　小
清　沢　小

頭女1計

　Oll　15
　0i119．　0

　8011　41
49．　l1151．9

　51U　3
3正．31　3．8

　3211　2e
19．　61125．　3

16311　79

　14
23．　0

　30
49．　2

　4
6．6

　13
21．3

　61

　29
20．　7

　71
50．7

　7
5．0

　33
23．　6

140

1　　中

判女面
　251　21
10．51　9．6

，198i，｝｝Z

　36i　31
正5。114．2

　78i　54
32．　6i24．　8

239 P　218

　46ii

10．0

212
46．　4

　67
14．　7

132
28．　9

457

高　　二

男図計
　131　10
8．51　6．7

　821　96
53．　6i64．　0

　211　21
13．　7i14．　0

　371　23
24．2正5．3

1531　150i

，？gi・

，gyg

　4？1

13．　91

6
g
119．　81

3031

　　y
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（pt）梁　川　町

回　　　　家

俸給生活港

商　　　　当

年
の
計

そ

梁　　小

男図計
29
30．　2

16
16．　7

10
10．　4

41

42．7

96

25
30．　9

18
22．　2

　9
11．　1

29

35．8

81

，。1蜜

，，FS

io19

，，7？1

1771

粟野小
五十沢小
男女1計
52
78．　8

　3
4．　5

　1
1．5

10

15．2

66

43

75．4

　2
3．5

　0
　0
12

21．1

57

［
0
2

∩
コ
曹
　
7
　
7

だ
0
正
1
8

　
4
．
　

0

2
9

9
翻
。

　
7
321

梁蟹 高　　校

男図訓留女鴫
野f9儲
　　　　　1221　131　35i
9．　21　6．　01　7．　61i

231　141　37
9．　61　6．　41　8．　1

541　481　le21
22：　s’　122J61　22」　’g　li

SZ61”51gl　““ls’gl

　　　　　I

37工22
52．　9167．　0

　71　20
正0．01正。0

　61　12
8，61　6．6

201　28
2＆　6115．　4

701　182

159
63．　1

27
10．　7

18

Z1
48
19．　0

252

㊥松江市
小　　　学 中　　　学 高　　　校

男　　女　　計 男　　女　　計
男1女　計　　塵

農　　　　　家

誾巨ｶ活者

､　　　　家

ｻ　　の　　他

@　　計

　8
T．9

@25
P8．5

@73
T4．1

@29
Q1．5

奄R5

　10
X．2

@23
Q1．1

@54
S9．5

@22
Q0．2

P09

　18｛]
；
；
｝
i
…
嶺

　26
P2．3

P00

S7．4

@26
P2．3

@59
Q8．0

Q11

　28
P4．4

@83
S2．9

@27
P3．9

@56
Q8．9

P94

　54
P3．3

P83

S5．2

@53
P3．1

P15

Q8．4

S05

　23
P8．4

@38
R0．4

@23
P8．4

@41
R2．8

P25

　27
Q1．3

@45
R5．4

@21
P6．5

@34
Q6．8

P27

　50
d9。8

@83
R2．9

@44
奄V．5

@75
Q9．8

Q52

　備考：各欄の下の数字は，最下段の欄の数字を100とする百分比。

活者」というのは，（1）両親がともに俸給生活者か，②　父が俸給生活者，母

が無職，のどちらかの場合をさす。父母のどちらかが膚営業である場合は，「そ

の他」にまわした。父母以外の家族成貴の職業は闇わない。これは「農家」の

場合と全く岡じ。「商家」も，この「農家」「俸給生活者」の場合に準じている。

　なお櫃島市・梁川町・松江市の昭和35年における産業（大分類）溺・職業（大

分類）鯛15才以上就業者数は，第4表・第5表に示すとおりである。

　梁川町は，福島市の東北約18k皿の所にある面積約82．5k皿2・人9］9約2万5千

の町である（次ページの地図を参照）。第3・4・5表を回ればわかるよう

に，福島市や松江市に比べれば，ずっと農村的色彩の強い町である。
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第4表　職業（大分類）別15才以上就業者数

（昭和35年舞到勢調査）

陣島司梁川明松江市
　　総　　　　　　　　数

1　専門的・技術的職業従裏春

頁　管理的職業従事者

皿　事務従事者

野　販売従事着

V　農林・漁業従事者

顎　採鉱・採石従事者

亜　運輸・通信従事春

皿灘轍雛工程従事都よ

R　サービス職業従事者

X　分類不能の職業

61，　74e

100．　0

4，　480

　7．　3

1，　659

　2．7

9，　433

　15．　3

8，　108

　13．　1

15，168
　24．　6

　　80
　0．重

2，　485

　4．　0

14，　906

　24．　1

5，　419

　8．　8

　　2
　　0

『
D
O
　
G
O

∩
◎
　
。
　
8
　
・

7
0
　
3
り
）

，
0

2
重

1

ρ
0
8
　
2
ー
ム

◎
σ
　
●
　
Q
り
　
。

　
∩
）
　
3
り
）

0
7

F
D
　
。

8
6 9
【
フ
　
ρ
Q
正

◎
ソ
　
●
　
－
　
●

r
D
7
　
　
（
U

，
！
0

8

∩
0
2
　
4
6

戸
◎
　
●
　
（
り
　
●

1
1
瓜
◎
ゾ
r
フ

　
　
一

n
δ
0
2
0

5
　
。

9
仰
9
有

49，　454

100．0

3，　954

　8．0
1，　491

　3．0

8，　222

　16．　6

6，　459

　13．　1

13，　356

　2Z　0

　　39
　0．　1

1，　806

　3．7

1e，　159

　20．　5

3，　965

　8．0

　　3
　　0

備考：各欄の下の数字は，総数に対する百分比。
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第5表　産業（大分類）溺15才以上就業番数

（昭和35年国勢調査）

陣島司mp　s・i　MII’擁江市

　　総　　　　　　　　数

1　農　　　　業

fl林業・狩猟業

歴　漁業・水産養殖業

w　鉱　　　　業

V　建　　設　　業

雁　製　　造　　業

v匪　卸売業・小売業

孤　金融・保険・不動産業

藪運輸・通揺業

x　電気・ガス。水道業

頂　サ・・ビス業

逓　公　　　　　務

羅分類不能の産業 1

0
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U
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玉
1

6

0
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み
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ワ

0
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∩
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∩
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∂
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．

3
〆
0
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7

0
　
　
4

1

5
0

F
O
O

（
6
　
。
7
0
，
0

り
ρ
1

1

8
4
7
1

8
　
●
　
　
●

門
0
7
‘
　
　
0

，
！
0

8

3
0
0
2

　
　
2
　
●

　
　
　
0

7
0

7
　
欄

0
0
ハ
）

Q
V
門
フ
Q
》
！
り

3
。
8
。

3
0
∩
V
Ω
り

1
　
　
1

8
ご
ノ
3
4

ρ
0
　
’
　
8
　
事

　
0
　
1
…

G
1
3
1

1
　
。
　
0
　
。

　
O
Q
り
7 ハ
0
9
臼
2
（
）

4
　
●1
1

4
0

「
0
　
。
4
0

，
（
U

Q
》
玉

4

2
8
7
2

∩
V
　
。
　
G
　
．

8
ド
）
　
1
0

，
2

21

－
響
1

3
　
●

「
∂
－

8
1
7
3

4
　
●
　
－
　
●

　
∩
）
　
ρ
0
5

　
　
2

『
0
1

6
　
・4
1

5

2
4
8
8

0
　
。
　
ρ
0
　
。

ρ
0
1
8
3

9
n
∠
　，

（
）
　
　
1

1

0
（
U

6
　
畢

｛
4
戸
フ

2

∩
V
2
　
1
2

8
　
’
　
8
　
・

5
1
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》
n
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8
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0
0
0

Q
》
　
。

3
／
Q

3

嫌考：各欄の下の数宰は，総数に対する百分比。

　3．調査の実施

　調査は，それぞれの学校の教室で児童生徒に調査票を配布し，その場で記入

してもらって，それを園擁するという方法をとった。なお小中学生については，

調査者が一間ずつ読んで，その都度記入に必要な事項を教示してから，子ども

たちに記入してもらい，それがすんだら次の設問に進むというふうにした。福

島市と梁／il町での調査は，昭和39年1！月9Hから陰日までの闘に学校別・クラ

ス別に実施した。同じく松江市での調査は，中・高校は昭和38年10月2Hから

　　　　　　　　　　　　　　　　　18



5日までの聞に，小単校は昭和39年3月10・11日の両日に実施した。

4．調査の担当者

　福島市と梁川町での調査は，当時第2研究部言語効果研究室に所属していた

林四郎（境第4研究部長）・高橋太部（現同研究室長）・渡辺友左（現第4研究

部第2資料研究室）の3名が共同であたり，松江市での調査は，当時松江市で

の調査の委員会に所属していた委員のうち斉賀秀夫（現第3研究部長）と渡辺

友左の両名があたった。このうち渡辺が調査の最初の企画の段階から最後の集

計整理の段階まで主として従事した。研究補助員屋久茂子と中島美智子が一部

作業を助けた◎
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調査結果のあらまし

1．子どもは困ったことの相談を家族のだれにしたいと思っているか

　〔第22問〕　こまったことがあったとき，あなたは，ふつう家族の中で，だれ

　に最初に相談したいと思いますか。　＿＿＿＿＿＿．＿＿＿………・・…一一

　A　学校別および学校×男女別にみた場含

　子どもは，困ったことがあったとき，家族のだれに最初に栢談したいと思っ

ているか。このことを上記の質問文で聞いてみた。

　子どもの回答をまず学校別，さらにそれを男女別に集計してみると，第6表

（イ）（ロ）の二つの表に示すような結果になる。いずれも無答を除く。

　話中各誌の数字の読みかたを説明する。たとえば，（イ）表で福島1小の父の欄

にある13．0という数字は，最初に相談する相手として調査票に記入された父親

の数が父親全体の数の13．0％をしめているということを表わしている。

　3ページに掲げた調査票の第1問の記入内容を整理することによって，わた

したちは，子どもの家庭の成員別総数をかぞえだすことができる。第7表（イ）（n）

のの三つの表がそれである。たとえば，福島1小の93人の男子は，全体で父を

91人，母を93人，祖父を16入，祖母を23人，兄を40人………もっているという

具合である。第6表（イ）（u）の壷中各区の数字は，最初に転出する相手として記入

した家族成員の数がこの第7表（イ）（ロ）ののそれぞれの成員別総数に対してしめる

百分比を表わしている。

　この百分比を以下選択率と呼ぶことにする。この第22問では，この選択率が

大きいものほど，子どもの最初の糧談相手に選ばれることが多く，反対にこの

選択率がゼロに近いものほど，最初の相談相手セこは選ばれることが少ないとい

うことを示す。

　なお念のため，第6表（u）の読みかたを説明しておくと，各回ともに上段の数

字は男子の選択率，下段の数字は女子の選択率である。以下これと類似の形式

をとった表がたくさん現われるが，読みかたは，すべてこれに準ずる。
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第6表　こまったことがあったとぎ，あなたは，ふつう，家族のなかで，だれに最初

　　に相談したいと思いますか。

　（イ）学校別　　　　　　　　　　 （単位：パ＿セント）

＼、

樺
k
す
　父

　母

祖父
祖　母

　兄

　姉

　弟

　妹

兄よめ

姉むご

福　島　市 上　　Jll　町 松　江　市

・小隅・中瞬！剰整調li剰一州剣融
13．　0

75．　5

　0
Z5
9．　4

9．1

5．　8

5．9

　0
　e

21．　2

64．　3

　0
9．　1

3．　8

12．　8

Ls

　o
　o
e

9．3

71．e

　o
Z1
10．　1

1Z　0

1．9

1．e

　o
　o

7z．lgt

io．2

g
l
g
i
．
g　Ol

｝1’RI　90．’91

72．　71

，．　d

le．　o1

4．　3
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8
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0

3

g，liii’

i
i
z
，
　
g

認
9・91
g
l
g
i
，

i
i
l
l

g
i
＃
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9．　5

74．　2
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雄
…
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…
8

丞
’
2
4
6．　51

28．　6i

6
12．　2i
llr，I

　oll1

2i．ol　ir7

67．9堰@61．2
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12．gl　14．　s
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：ng
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7
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7
ハ
0

　
6
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8．　9

29．　7

　01
1．7

　0
　D

（ロ）学校×男女別 （単位：バーセソの

＼
難
父

母

祖　父

祖　母

兄

縛
1

一菰

第

妹

兄よめ

姉むご
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∠
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0
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第7裏　家族の成員別総数
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5
7
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3
5
3
5
5
1
0
3
1
3

9
卿
9
紀
　
　

2
1
1
1
1　第6表（イ）（ロ）の二つの表から，次のことがわかる。

　（1）福島・梁川・松江の小中高校の別，それに男女の別のいずれを閥わず，

母親の選択率は，母親以外（父親を含め）の選択率に比してはるかに高い。試

みに父親の選択率とだけ比較してみよう。母親の選択率から父親の選択率を差

引いてみると，第8表のようになる。男女をこみにした全体では，どの学校で

　　　　　　　　第8表　母親の選択率一父親の選択率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i｛隻tr：ノ。一セント）

福　　島　　一 山　　川　　町 　　　　　1松江市

・蠣酬・中隊剰翻剰高年酬中学1融
全体1・…i・3・・i・…i…6！｝・2・・i・8・・957・・i・4・・＃46．・｛鯛・9・・

子
子
男
女

54．　5

A
72．　9

38．　3

A
49．　1

50．　8

A
73．　7

57．0　ll　50．9

A　＃　A
66．エ　　54．8

2Z　2

A
52．　3

38．　5

A
66．　6

50．　5

A
70．　3

44．　O

A
50．　4

39．　7

A
60．　3

43．　9

A
73．　6

も母親の選択率と父親の選択率の間には大体40％から65％におよぶ大きな開き

がある。

　②　ただし，母親と父親の選択率を男女別にみると，その間には次の二つの

違いがある。

　（a）N親の選択率では女子が男子よりも高く，父親の選択率では男子が女子

　　　　　　　　　　　　　　　23



よりも高い。つまり根面的のことではあるが．男子→父親の結びつきは女子→

父親の結びつきよりも強く，反対に男子→母親の結びつきは女子→母親の結び

つきよりも弱い。ただし，これには母親の場合杉妻小・清沢小に，父親の場合

梁川小と松江小学の二つに，それぞれ例外がある。　（第6表（ロ））

　（b）母親の選択率と父親の選択率との間にある開きは，どの学校でも女子の

ほうが男子よりも大きい。これには例外がない。つまり，どの学校でも子ども

→母親の結びつきは，子ども→父親の結びつきよりも強いが，その強さの程度

は男子よりも女子の場合のほうがいちじるしいのである。　（第8表）

　（3）祖父・祖母の選択率は，概して非常に低い。祖父と祖母とを比較すれぱ，

福島の高校と粟野小・五十沢小の二つを除けば，あとはすべて複父のほうが祖

母よりも低い。　（第6表（イ））

　これを男女別にみると，祖父の選択率が祖母の選択率よりも高いのは，女子

の場合セこは1例もなく，男子の場合には福島高，粟野小・五十沢小，梁川高の

3例があるだけである。それ以外は，すべて祖母の選択率が祖父の選択率より

も高いか，または両者ともにゼロのいずれかである。　（第6表（u））

　つまり，祖父と祖母とでは，しいていえば，祖父のほうが祖母よりも敬遠さ

れる傾向がある。そして，このことは，男子よりも女子のほうにより一貫した

傾向となって現われているということになる。

　（4）兄弟姉妹の選択率をみると，次のことがわかる。

　（a）どの学校でも，兄・姉の選択率のほうが弟・妹の選択率よりも高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第6表（イ））

　（b）男女別にみると，まず兄の選択率では，福島高の1例を除いてあとは，

すべて男子のほうが女子よりも高い。いっぽう姉の選択率は，梁小，粟野小・

五十三稜，松江小学の三つを除いて，ほかはすべて女子のほうが男子よりも高

い。弟の選択率では，男子が女子よりも高い例が6例。これに対して，女子よ

りも低い例は1例しかない。妹の選択率では，女子が男子よりも高い例は8例。

その反対に男子よりも低い例は1例しかない。

　つまり，以上のことを総合すると，年齢的には年下よりも年上のきょうだい，

男女別には異性のきょうだいよりも岡性のきょうだいの選択率のほうが高くな
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る傾向がある。同性・異性のきょうだいの間にみられるこの傾向は，父親・母

親に評する男子・女子の選択率の場合と共通するところがある。（②の（a）を参照）

　⑤　兄よめ・姉むこの選択率は，全く低い。ともにほとんどすべてがゼpaで

ある。特に姉むごは，男女の別を問わずどの学校でもゼロである。

　（6）子どもの回答が都市（福島・松江）と農村（梁川）の違いによって小中

高校ともに傾向的に違うということは，あまり認められない。

　B　職業別にみた場合

　調査禦の第1問に子どもが記入した内容にしたがって，子どもの家庭の職業

を大づかみに分類すると，14ページに掲げた第3表のようになる。どの学校も

農家・俸給生活者・商家の数の分布に大きなかたよりがある。そこでこの中か

ら福島1中と梁川中学・松江中学の三つだけについてその選択率をみると，第

9表のようになる。なお，家族の成員別総数は，第10表に示すとおりである。

　第9表　こまったことがあったとき，あなたは，ふつう，家族の中で，だれに最初に
　　　相談したいと思いますか。　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パー隔靴）
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第10表　家族の成員別総数
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　学校別および学校×男女別にみた場合にうかがうことができた傾向（23ペー

ジ）は，職業別にみた場合にも，ほぼ問じ形で現われている。しかし福島・梁

川・松江の三つを通じて，子どもの図答が職業の違いによって共通的に異ると

いうことはない。

　（1）どの職業でも，男女の別を問わず，母親の選択率が最も高い。

　②　ただし，どの職業でも母親の選択率では女子が男子よりも高く，反対に

：父親の選択率では男子が女子よりも高い。

　（3）母親の選択率と父親の選択率との間にある開きは，どの職業でも女子の

ほうが男子よりも大きい。

　（4）祖父・祖母の選択率は低い。とりわけ祖父の選択率は祖母の選択率より

も低い。
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　（5）概して兄姉の選択率は，弟妹の選択率よりも高い。同じく，概して同性

のきょうだいの選択率のほうが異性のきょうだいの選択率よりも高い。

　（6）兄よめ・姉むこの選択率は非常に低い。

　2．子どもにとって話しやすい応手・話しにくい相手はだれか

　〔第32問〕㈹　家族の中で，あなたがいちばん話しやすいと思う人は，だれ

　　ですか。＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿．＿。＿＿＿＿

　⑧　反対に，家族の中で，いちばん話のしにくいと思う人は，だれですか。

　A　学校別および学校×男子別にみた場合

　上の設問に対する子どもたちの回答を集計整理して，まず学校×男女別にそ

の選択率を求めてみると，次の第11・第12表の二つに示すとおりになる。無答

　　第11表　家族の中で，あなたがいちばん話のしゃすいと思う人は，だれですか。
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第12表　反対に，家族の中で，いちぼん話のしにくいと思う人は，だれですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセソの
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を除く。　（松江でにこの設問はやっていない。）

　こ6二つの表から次のことがわかる。

　（1）家族の中で，子どもが最も話しやすいと意識している相手は，母親であ

る。これは，どの学校の，男女どちらの場合でもそうであって，例外がない。

母親の話しやすい選択率は非常に高く，話しにくい選択率は非常に低い。

　しかし，男女の聞には次のような違いがある。話しやすい選択率では，どの

学校でも女子が男子よりも高い。これに対して，話しにくい選択率では，梁川

中を除いて，ほかは，どの学校も男子が女子よりも高い。

　（2）父親の選択率は，母親の選択率と対照的である。母親と比べると，どの

学校の，男女どちらの場合でも，話しやすい選択率は母親よりもずっと低いし

話しにくい選択率はずっと高い。また，男女別にみると，謡しゃすい選択率で

　　　　　　　　　　　　　　28



は，福島高校を除いて，あとはすべて男子のほうが女子よりも高く，話しにく

い選択率では，8機中5例までが男子のほうが女子よりも低い。

　つまり，母親がより話しやすく，父親がより話しにくい；1：盛手である，と子ど

もは意識している。このことは，勇子の場合も女子の場合も嗣じである。しか

し，それでも母親を話しやすいと意識する傾向は男子よりも女子の側に強く，

反魁に父親を話しやすいと意識する傾向は，わずかであるが，女子よりも男

子の側に強い。

　（3）小・中・高校闘の比較をすると，父親の話しやすい選択率は，福島・梁

州の男女ともに，上級学校にいくほど低くなっていく傾向がある。話しにくい

選択率が，これと逆の傾向，つまり上級学校にいくほど，それが高くなってい

く傾向がはっきり現われていれば，おもしろいQしかし第12表をみると，必ず

しもそうではない。

　（4）祖父・祖母の話しやすい選択率は，どの学校でも男女ともに低い。特に

祖父の幽しやすい選択率は非常に低い。

　男女別にみると，祖父・祖母の話しやすい選択率は，概して男子のほうが女

子よりも高い。話しやすい選択率で女子が男子よりも高い例は，祖父の場合に

は1例もなく，穣母の場合にはわずかに2例あるだけである。いっぽう話しに

くい選択率で，女子が男子よりも高い例は，祖父の場合には8例のうち7例，

祖母の場合は8例のうち5例である。

　つまり，祖父母（とりわけ祖父）と子ども（孫）の間のコミェニケーション

は，子ども（孫）の側の意識からすれば，親と子のコミュニケーションに比し

て，かなり大きな断層があることになる。そしてこれは男子（孫むすご）より

も女子（践むすめ）の場禽のほうがより顕著である。　（これは，もちろんどこ

までも相対的にいってのことである。絶対的な意味のことではない。）

　㈲　きょうだいの話しやすい選択率を男女別にみると，兄と弟の場食は，概

して男子が女子よりも高く，姉と妹の場合は，概して女子が男子よりも高い。

　まず兄の場合，選択率は8例ともに男子が女子よりも高い。これに紺して，

姉の場合は，梁小を除いて，あとはすべて女子が男子よりも高い。妹の場合は

杉妻小・清沢小と福島高校の二つを除いて，あとはすべて女子が勇子よりも高
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い。　（以上，第11表）

　きょうだいの話しにくい選択率を男女別にすると，兄・弟ともに，8例中5

例までが男子より女子のほうが高い。これに対して，姉は8例がすべて女子よ

りも男子のほうが高い。妹も8例中5例までが女子よりも男子のほうが高い。

（以＿王二　　翁簿12瑳受）

　（6）以上のことを総合すると，．概略的・桐対的に言ってのことではあるが，

子どもは異性の家族成員よりも同性の家族成員をより話しやすいと意識してい

ることがわかる。

　⑦　地域によるはっきりした違いはない。福島と梁川の比較をすると，父の

話しやすい選択率は，小中高校の男女ともに梁川のほうが高い。祖父母の話し

やすい選択率も，小中高校の男女とも梁川のほうが高い傾向にある。しかし，

そのほかは，小中高校の男女のどちらにも共通している地域的な違いはない。

　なお，男女をこみにして，話しやすい選択率と話しにくい選択率を示すと，

第13表のようになる。表中，各欄の左上の数字は話しやすい選択率，右下の数

字は話しにくい選択率である。また，試みに二つの選択率の差を求めてみると，

第14表のようになる。この二つの表から，ごく大ざっぱに書って．子どもにと

って，話しやすい絹手は母・弟・妹・姉，とりわけ母。これに対して，話しに

くい糟手は父・祖父・視母それに兄よめ・姉むご，とりわけ父と祖父がそう

である………などの事がわかるだろう。
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簿3表　㈹　察族の中で，あなたがいちばん話のしゃすいと愚う人は，だれですか。

　　　（B）反対に，象族の中で，いちばん話のしにくいと思う人はだれですか。
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第14表　話しやすい選択率一話しにくい選択率

（単｛立：パーセント）
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　B　職業別にみた場合

　福島1中と梁川中学の生徒の回答を職業別にみたが，どちらも職業の違いに

よる傾向的な違いは，あまり現われていない。　（紙幅の都合で報告は省略。）

　3．家庭で子どもがよく話す相手・話さない相手はだれか

　家庭で子どもが話しやすいと思っている平手・話しにくいと思っている相手

はだれか。これは前節でみたとおりである。それでは，毎田の生活で子どもが

実際によく話をしている相手・話をしていない相手はだれか。これを次の設問

によって聞いてみよう。

　〔第21問〕

　　㈲　家族の中で，あなたがふだんいちばん多く話をする梢手のかたはだれ

　　ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿＿＿．＿＿＿．＿＿

　　（B）その次に，あなたが多く話をする相手のかたは，だれですか。

　　（G）反対に，話をすることがいちばん少ないと思う相手のかたは，だれで

　　すか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿。＿＿

　　（D）その次に，少ないと思う相手のかたは？　　　　＿＿＿＿＿．＿＿＿
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　A　学校別にみた場合

　これに対する子どもの回答を集計した結果は，第／5・16表の二つの表に示す

とおりである。表の読みかたを説明すると，まず第15表の各欄の左上の数字は，

第21聞㈲のいちばん多く話をする相手としての選択率と（B）のその次に多く話を

する栢手としての選択率とを合わせたものである。これに対して各欄の右下の

数字は，21問⑥の話すことがいちばん少ない相手としての選択率と（D）のその次

に少ない相手としての選択率とを合わせたものである。　（（A）（B）（C）（D）の各問の選

択率を個別に表示することは，紙幅の都合で省略。）

　第16表の各欄の数字は，第15表の各欄の（A十B）と（C＋D）の差の値を

示す。相対的に言って，この値が大きいものほど，予どもがよく話をしている

ことになる。

　なお，この設問では，調査の対象になっている子どもの家族数が本人を含め

て5人以上の場合にはじめて，A・B・，C。D四つの記入欄に異なった家族成

員を記入することができる。そうでない場合，たとえば家族は本人のほかに爾

親だけだなどという場合は，AとBには記入できるが，　Cと：Dには記入できな

くなる。CとD嫡無回答になる。、記入したとしても，　AとBに記入したものと

逆：の関係のことが記入されるだけである。そこで，このような場合は，AとB

の答は集計の対象として採用したが，CとDはすべて無答として扱った。家族

が本人のほかにひとり，または3人の場合も，すべてこれに準じた。
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よく話す選択率（A＋B）と話さない選択率（C＋D）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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第16表　〔よく話す選択率（A＋B）〕一〔話さない選択率（C＋D）〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主；呈位：ノ9一セント）
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これら二つの表から，とりわけ第16表から次のことがわかる。

（1）子どもは．概して家庭で二親と話を主ることが最も多い。母親の〔話す

選択率（A十B）〕一〔話さない選択率（C十D）の値は，福島・梁川・松江のど

の学校でも，他の寡族成員のそれに比して最も大きい。そしてこの値は，福島

・梁川・松江ともに上級の学校にいくほど大きくなる傾向がある。　（第16表）

　つまり他の家族成員との相対関係でのことではあるが，家庭における子ども

と母親と璽コミュケ・…一ショソの結びつきは．上級学校にいくほど強くなってい

く傾向がみられるのである。

　②　これに対して，第16表で父親の欄の値は，梁小と粟野小。五十沢小の二

つの例外はあるが，あとはすべてマイナス。そして福島・梁川・松江ともに，

小学生よりも中高校生の値の絶対値のほうが概してずっと大きい。つまり子ど

もと父親のヨミュニケーショzの結びつきは．相対的，かつ概略的に喬っての

ことであるが．母親との場合とは逆に．中高校生になると，グンと弱くなる。

　（3）祖父・祖母とのコミュニケーションの結びつき，とりわけ祖父とのコミ

ュニケーーショソの結びつきは，相対的に非常に弱い。同じように，兄よめ・姉

むことの結びつきも非常に弱い。

　（4）　きょうだいとの結びつきは，母親との結びつきについで強い。第16袋の
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兄・姉・弟・妹の各欄の値は，すべてプラスである。しかし，兄の欄の値は，

概して姉・弟・妹の値よりも小さい場合が多い。つまり子どもと兄とのコミ＝

ニケ＝ショソの結びつき麩，隔じきょうだいでig　，姉。弟・妹の場合ほどには

強くないことが多いのである。

　（5）福島・梁川。松江の地域によるはっきりした違いはない。

B　学校×男女別にみた場合

第20聞のAだけについて学校×男女別にみると，第17表のようになる。　（B

・C・Dの集計結果をあげることは省略。）

第17表　家族の中で，あなたがふだんいちばん多く話をする根手のかたは，だれで

　　すか。（学校×男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蟻位：パーセント）
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第17表から次のことがわかる。
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　父親の選択率は，福島高校・梁川中学・松江中学の三つを除いて，ほかはす

べて男子が女子よりも高い。これに対して母親の選択率は，松江中学を除いて，

ほかはすべて女子が男子よりも高い。つまり男子←→父親のコミュ＝ケーショ

ンは，女子←→父親のコミュモ乞一ショソよりも強く，男子←・艸母親のコミュ

ニケーションは．女子←→母親璽コミュニケーションよりも弱い。兄の選択率

は，どの学校でも男子が女子よりも高く，姉の選択率は，どの学校でも女子が

男子よりも高い。弟の選択率は，粟野・五十沢を除いて，ほかはすべて男子が

女子よりも高く，妹の選択率は，福島1小と福島高校を除けば，あとはすべて

女子が男子よりも高い。つまり男子←→兄・弟のコミュニケーションはラ女子

←・→ Z。弟のコミュニケーションよりも強く，男子←→姉・妹のコミュニケー

ションは，女子←一→姉・妹のコミュニケーションよりも弱い。子どもを中心と

した家庭内の現実のコミ．ユニケーションでも男は男同圭女は女同士という関

係が成立しているのである。

4．子どもは親と話をすることが好きか嫌いか

　〔第33問〕

　　あなたは，おとうさんと話をするのがすぎですか。

　　　ア　すきだ。　　　　　　イ　どちらかというと，すぎなほうだ。

　　　ウ　どちらともいえない。　エ　どちらかというと，きらいなほうだ。

　　　オ　きらいだ。

　〔第34問〕

　　おかあさんと話をするのは，どうですか。

　　　ア　すきだ。　　　　　　イ　どちらかというと，すきなほうだ。

　　　ウ　どちらともいえない。　エ　どちらかというと，きらいなほうだ。

　　　オ　きらいだ。

　A　学校別および学校×男女別にみた場舎

　この二つの設問に対する子どもの回答を学校別に集計した結果を第18表にま

とめて示す。各山回に上が第33問，一ドが第34問の集計結果。雨中，「すきだ」

の欄は，上記の設問の選択肢のうちアとイの二つをひとつにまめたもの。同じ
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く「きらいだ」は，エとオの二つの選択肢‘2r一一一iつにまとめたものである。なお

各欄共に上の数字は，現在父親をもっている子どもの総数に対して当該選択肢

を○で麗んだ子どものしめる百分比。同じく下の数字は，現在母親をもってい

る子どもの総数に対して当該選択絞を0で囲んだものの菖分比である。

第18衰　あなたは，おとうさんと話をするのがすきですか。（全体）

　　　おかあさんと話をするのは，どうですか。（全体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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　また，子どもの回答を学校×男女別にみると，第19・20表の二つの表に示す

ようになる。

第19表　あなたは，おとうさんと話をするのがすきですか。 （男女別）

（単位：パーセント〉
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第20表　おかあさんと話をするのは，どうですか。（男女劉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

選択肢
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これら三つの表から次のことがわかる。

（1）「父親と話をするのがきらいだjr母親と話をするのがきらいだ」という

のは，どの学校でも非常に少ない。特に「母親と話をするのがきらいだJとい

うのは，非常に少ない（第18表）。親に対する子どものコミェニケーション意識

としてごく自然でかつ穏当な形である。これは，男女別にみた第19・20表の場

合も同じである。

　（2）　「父親と話をするのがすきだ」と「母親と話をするのがすきだ」とを比

べると，福島・agJli・松江のどの学校でも，後渚の比率のほうが前者よりも大

きい（第18表）。これは，男子・女子別にみた第19・20表の場合も岡じである。

　（3）小・中・高校の間の比較をすると，「父親と話をするのが好きだ」とい

うのは，福島一中の場合がちょっとちがうがあとは高学年になるほど少なくな

っていく傾向がある。反対に，「：父親と話をするのがきらいだjと答えたもの

は，福島・梁川・松江の三つともに高学年になるほど多くなっていく傾向があ

る（第18表）◎

　（4）　「母親と話をするのがすきだ」と啓えたものは，梁川中の場含がちょっ

とちがうが，あとは高学年になるほど少なくなっていく傾向がある（第18表）。

とりわけ小学から中学にかけての少なくなりかたは，中学から高校にかけての

少なくなりかたよりもその程度が碧しい。これは，「父親と話をするのがすき
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だ」の場合も同じである。このことは，親と子のコミュニケーションの結びつ

きは，子どもが中学生の時期に，よい意味にせよ悪い意味にせよ，ひとつの大

きなヤマにさしかかるものであることを示しているのであろう。

　（5）　「母親と話をするのがすきだ」というのを男女別にみると，福島・梁月1

・松江のどの学校でも，女子の比率が男子よりもかなりの程度高い（第20表）。

しかし，「父親と話をするのが好きだ」というのは，福島の場合を除けば，男

女の問にそれほどはっきりした傾向的な違いはない（第23表）。

　⑥　福島・梁川・松江の地域差は，第18表の父親の場合を除いては，あまり

はっきりとは現われていない。

　B　職業別にみた場合

　福島1中と梁川中学の生徒の園答を職業別にみたが，どちらも職業の違いに

よる傾向的な違いは，あまり認められない。（集計の結果を報告することは省

略する。）

5．　子どもは親に自分の希望や意見をいうか

こ第37問〕

　あなたは，おとうさんに聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつも

それをはっきりおとうさんに言いますか。

ア　言う。

イ　言わない。・なぜですか。 a
b
C
d
e

　ウ　希望や意見をもったことがない。

〔舞‘38購コ〕

おとうさんに話す機会がないから。

はずかしい気がするから。

なんとなく話しにくいから。

しかられるから。

その他（＿＿＿＿＿＿．＿＿．．）

おかあさんに聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつもそれをはっ

きりおかあさんに言いますか。

　ア　言う。

　イ　書わない。・なぜですか。

fa　おかあさんに話す機会がないから。

b　はずかしい気がするから。
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　　　　　　　　　　　　　　　／！

　ウ　希望や意見をもったことがない。

A　学校別および学校×男女別にみた場合

なんとなく話しにくいから。

しかられるから。

その他（＿＿＿＿＿＿．i．＿＿）

　この二つの設問に対する購答を学校男llに集計した結果は，次の第2！・22表に

まとめて示すとおりである。三把共に上の数宇が第37問，下の数字が第38閣の

集計結果。また，学校×男女別に集計した結果は，第23・24の二つの表のとお

りである。第22表の各欄の数字は，総数（「言わない」と答えたもの）に対す

る百分比。なお第21・23・24表の各欄の数字は，それぞれ現在父親を持ってい

る子どもの総数、母親をもっている子どもの総数に対する百分比。

第21表　おとうさん（おかあさん）に聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつ

　　もそれをはっきりおとうさん（おかあさん）に聡いますか。（学校別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：：パー七ソト）
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第22表　言わないのはなぜですか。　（学校別）

（単位＝パーセント）
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第23表　おとうさんに聞いてもらいたい希墾や意見があるとき，いつもそれをはっき

　　りおとうさんに難いますか。　（学校x男女鋼）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

福　島　市
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第24表　おかあさんに聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつもそれをはっき

　　　りお母さんに言いますか。　（学校×男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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　これら四つの表から次のことがわかる。

　（1）父親に聞いてもらいたい希望や意見があるとき，いつもそれを父親には

っきり言うと答えた比率。それに母親に聞いてもらいたい希望や意見があると

き，いつもそれを母親にはっきり書うと答えた比率。この二つを比べると，福

島・梁川・松江のどの学校でも，後者のほうが前者よりも14％～30％ぐらい高

い。また，希望や意見があっても，父親に雷わないと答えた比率と，母親に言

わないと答えた比率とを比較すると，福島・梁川・松江のどの学校でも前巻の

ほうが後者よりも！3％～28％ぐらい高い。つまり，ごく大ざっぱに言って，子

どもが親に言いたい希望や意見があるのに，それを言わないという無向は，母

親に対する場合よりも，父親に対する場合のほうがより　一一pam強い（第21表）。

　②　希望や意見があっても，それを親に言わない理由を聞いてみると，第29

表のようになる。父親の場合も母親の場合も，「なんとなく話しにくいから」

というのが非常に多い。しかし，二つを比較してみると，梁川小を除けば，あ

とはどの学校でも，父親の比率のほうが母親よりも高くなっている。「話す機

会がないから」というのも，福島1小と梁二二を除けば，あとはどの学校でも

父親のほうが母親よりも比率が高い。

　（3）努女振にみると，第23・24表のようになる。「父親にはっきり言う」と

答えたものは，粟野小・五十沢小を除けば，あとはどの学校でも男子よりも女
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子のほうに多い。反対に「あっても，父親に言わない」と答えたものは，同じ

粟野小・五十沢小を除いて，あとはどの学校でも女子よりも男子のほうに多い

（第23表）。

　「母親にはっきり言う」と答えたものは，福島・三州・松江のどの学校でも

男子よりも女子のほうに多い。「あっても，母親に言わない」と答えたものは，

福島と松江の高校を除けば，どの学校でも女子よりも男子に多い。　（第24表）。

　つまり，大ざっぱに君って，親に言いたいたとがあっても言わないという傾

向は，女子よりも男子に強く現われている。

　（4）小中高校を通じての都市（福島・松江）と農村（梁川）の地域差による

傾向的な反応の違いは，あまり認められない。また，福島・梁川・松江を通じ

ての，小中高校生の年齢差による傾向的な反応の違いも，あまり認められない。

　B　職業別にみた場合

　福島・梁川・松江の中学生の回答を親の職業別にみてみると，「父親に対し

てはっきり言う」と答えたのは，男子ではどの地域でも農家の子どもが最も少

ないということがわかった。だが，それ以外は，三つの地域を通じて異なる職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酵
業の聞に傾向的な違いはあまり認められなかった。　（集計表をのせることは省

略する。）

6．子どもは親と話すとき話すほうが多いか　聞くほうが多いか

〔第35問〕

　おとうさんと話をするとき，ふつうあなたは，話すほうが多いですか。聞

くほうが多いですか。

　ア　話すほうが多い。　　　イ　どちらかというと，話すほうが多い。

　ウ　話すのと聞くのとが岡じくらい。

　エ　どちらかというと，聞くほうが多い。　オ　聞くほうが非常に多い。

　カ　わからない。

〔第36間〕

　おかあさんと話をするときは，どうですか。

　ア　話すほうが多い。　　　イ　どちらかというと，話すほうが多い。
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　　ウ　話すのと聞くのとが同じくらい。

　　エ　どちらかというと，聞くほうが多い。　オ　聞くほうが非常に多い。

　　カわからない。

　A　学校別および学校×男女別｛こみた場合

　以上二つの設問に対する回答の集計結果を一つの表にまとめたのが第25表で

ある。丁丁各丁丁に上の数字は第35間の選択肢支持率（現在父親をもっている

子どもの総数に対する百分比），同じく下の数字は第36開の選択肢支持率（現

在母親をもっている子どもの総数に対する百分比）を示す。ただし，この表で

は第35・36問ともに（ア）と（i）の選択肢を一つにまとめて「話すほうが多い」とし，

〈x）と㈲の選択蔽を一つにまとめて「聞くほうが多い」とした。これは，あとに

掲げる第25・36表の場合も同じである。

第25表　おとうさん（おかあさん）と話をするとき，ふつうあなたは，話すほうが多

　　　いですか。聞くほうが多いですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蟻位；バpmセント）

選択肢

話すほうが多い

話すのと聞くの
と同じぐらい

聞く壺象うカミ多㌔、

オっ　カ・　ら　な　し・

無　　　　答
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　第25表から次のことがわかる。

　（1）福島・梁川・松江のどの学校でも，「話すほうが多い」と答えたものは，

父親よりも母親と話す場合のほうに多く，「聞くほうが多い」と答えたものは，

母親よりも父親と話す場合のほうに多い。いま試みに，父親と話す場合の「話

すほうが多い」の比率と母親と話す場合の「話すほうが多い」の比率の差を求
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めてみると，その値は，下の表のA欄のようにすべてマイナスとなる。また，

父と話す場合の「聞くほうが多い」の比率と母と話す場合の「聞くほうが多い」

の比率の差を求めてみると，この値は，すべて下の表のB欄のようにプラスに

なる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：バーセンの

福　　島　　市

・磁酬坤隊
A　i－23．el－20．　il－is．21－io．　o

B　1　15．　01　22．　31　le．　91　12．7

【梁川町　挫江市
1剰響融剰副刷中学隊
i“21：1閾捻：1職ヒ灘：1醜

　わたし自身まだ実際に検証してはいないが，親が子どもと話をする場合，相

対的に言って，母親よりも父親のほうが口数が多いということはあまりないだ

ろうと思う。とすれば，上に述べたことは，つまり子どもは，母墾と話をする

場合には口数が多くなり，父親と話す場合には口数が少なくなって、もっぱら

聞き役にまわるものが多くなる，ということを意味していることになる。

　（2）小中高校を通じての地域差による傾向的な違い，および三つの地域を通

じての小中高校の年齢差による違いもあまり認められない。

　以上は，男女をこみにして学校別にみた場合のことであるが，これを学校x

男女別にわけて集計してみると，次の第26・27表に示すようになる。表面各欄

共に上の数字は男子，そして下の数字は女子の，当該選択肢支持率を示す。
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第26表　おとうさんと話をするとき，ふつうあなたは，話すほうが多いですか。聞く

　　ほうが多いですか。　（学校×男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

福　　島　　市 梁　　川　　町

・小糸白話剃翻1刺徽
男女閣男女剛男女i男女P女臨

話すほうが多い
27．5

Q4．3
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S6．2

27．2

R3．3
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第27表　おかあさんと話をするときは，どうですか。 （学校×男女別）

　　（単｛立＝パーセント）

福　　島　　市
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　この二つの表から次のことがわかる。

　（1）子どもは，母親と話す場合に口数が多くなり，父親と謡す二丁にそれが

少なくなる。第25表でみたこの傾向は，第26・27表で男子・女子別にみた場合

にも変わっていない。

　しかし，この傾向は，男子よりも女子のほうが概してより一層強いようであ
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る。いま試みに男子・女子別に第26表（父親と話す場合）の「話すほうが多い」

の比率と第27表（母親と話す場合）の「話すほうが多い」の比率の差を求めて

みると，次のようになる。男子・女子いずれの場合も，値がマイナスになるこ

とには変わりがない。しかし，その絶対値は，粟野小・五十沢小を除けば，あ

とはどの学校でも，女子のほうが男子よりも大きい。つまり，相対的に言って，

子どもが母親と話す場合には口数が多くなり，父親と話す場合セこはそれが少な

くなるという傾向は．男子より女子i2ほうがより一贋顕著なのである。

父親の「話すほうが多い」の比率一母親の「話すほうが多い」の比率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ノく一七ソト）

男　子

女　子

福　　島　　市

・小子1こi・子離

　　　
一｝i・　91－li・5－9・　5－9・9

－32・8ド6・21－21・　51－10・　5

　　梁川町　1

鋤鮮隷剰十
一19．　1

－24．7

二ll：1＝腺1：1

松　江　市

校帽学中学小

1－17．　sl－12．　1

－27．71－2e．6

一12．　4

－14．　6

　ただし，「聞くほうが多い」の支持率の場合は，男子と女子の間にこのよう

にはっきりした傾向的な違いは認められない。下の表を参照。

　　　父親の「聞くほうが多い」の比率一一母親の「聞くほうが多い」の比率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（位1舜：ノミー」ヒント）

男　子

女　子

骨
鷹
揖

市島子

中1小
小
妻
沢膳小1

i？・41　20・t

18．4i　24．6

11．　91　8．1

9．　8i　17．　6

梁　　川　　町

歩歩縢捻陳中睡
le．　4

9．　3

墓：阻鶉1：l

　　　　l

松　江　台

覧博隊
i　13．　71　15．　2［　2．　6

　9．　9i　14．　51・　IL8

　（2）第26表で父親と話す場合を男子・女子Sljlこみると，「話すほうが多い」

では，福島1小と粟野小・五十沢小の二つを除けば，あとはどの学校でも女子

の比率のほうが男子よりも高い。反対に，「聞くほうが多い」では，粟野小。

五十沢小のほかは，すべてどの学校でも男子の比率のほうが女子よりも高い。

つまり男子が父親と話す場合と女子が父親と話す場合とを比較すると，概して

女子のほうが男子よりも口数が多くなるらし坐。このことは．第27表の母親と

話をする場合も全く嗣じである。

ただし，父親の場合と母親の場合とでは，
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次のような違いがある。父親の



「話すほうが多い」における〔男子の比率〕一〔女子の比率〕の差の値，および

母親の「話すほうが多い」における〔男子の比率〕一〔女子の比率〕の差の値を

：求めると，次のようになる。

男子の麦持率　　女子の麦畑率

（単位＝パーセント）

話すほう
が多い

閥くほう
が多い

福　　島　　市 一1 梁　　川　　町 松　江　市

・蠣酬坤隊
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一6．　1

－H．7

11．　2

10．豆

1
4
．

0
∩
）

一3．　5
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Q
ゾ
だ
ノ

10．　9

10．　2

一9．　6

－11．7

3．7
12．　9

　父親の場合は，福島1小と粟野小・五十沢小の二つを除けば，あとはどの学

校も値はすべてマイナスになる。母親の場合は，粟野小・五十沢小の一例を除

いて，あとはどの学校も値はすべてマイナスになる。そしてこの父親の場合の

値と母親の場合の値の絶対値を比べてみると，すべて母親の場合のほうが父親

の場合より大きいのである。つまり，粟野小・五十沢小以外について雷えば，

女子は，男子に比して，父親と話す場合よりも母親と話す場舎により一層口数

が多くなる傾向があるのである。

　⑧　小中高校を通じての地域差による回向的な違い，および三つの地域を通

じての小中高校の年齢差による傾向的な違いは，男女別にみてもあまり認めら

れない。

　B　職業別にみた場合

　福島・梁川・松江の中学生の囲答を親の職業別にみてみると，父親と話すと

きに「話すほうが多い」と答えた子どもは，男子の場合福島・梁川・松江とも

に農家が最も少ないということがわかった。また，女子も梁用と松江では農家

が最も少ないということがわかった。しかしそのほかは，異なる職業の間に傾

向的な違いは，あまり認められなかった。　（統計表をのせることは，紙幅の都

合でとりやめる。）
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　7．子どもは家庭でだれに叱られることが多いか

　〔第39問〕

　　あなたは，おうちの中で，だれかにしかられることがありますか。

　　　ア　よくある。　　イ　ときどきある。　　ウ　ほとんどない。

　〔第40問〕

　　（rある」と答えた入だけ」）だれにしかられることが多いですか。＿＿＿＿

　A　学校別および学校×男女別にみた場合

　まず第39問に対する團答を集計整理してみると，第28・29表のようになる。

（この二つの設問は松江ではやっていない。）第28表は，男女をこみにして学

校別にみたものであるが，これをみると，福島・梁川の場合ともに「よくある」

と讐えたものは，高校生が小中学生に比してかなり少なく，反対に「ほとんど

ない」と答えたものは，高校生が最も多い。つまり高校生は，小中学生に比し

て，家庭でだれかに叱かられることが少ないと意識している。

第28表　あなたは，おうちの中で，だれかにしかられることがありますか。（学校翔）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2糞位：ノミ一読ソト）

選択肢
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50



第29表　あなたは，おうちの中で，だれかに．しかられることがありますか。　（学校×

　　男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　く単徴：パーセント）
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男女陽女1男女陽女

ハ
6
つ
ノ
2
4

Q
り
2
9
創
3

0
4
．

ρ
0
6 5
4
．

7
‘
－

0
0

30．　4

23．　0

68．　4

6e．　7

L3
16．4

　0
　0

2
Q
！

9
但
丞
‘3
3 ◎
り
6

ρ
0
4
．

戸
D
r
フ

6
1
ゐ
3
5

Q
》
0
1
0

n
U
り
）

7
‘
7
1
1 9侶
つ
ノ4
1

戸
り
炉
フ

8
0
）
8
9
2
2 0
（
）
　
2

梁 ーーノ 町

購解翻梁刺徽
男女i㌔門女1男女
21．　9

14．　8

63．　5

7e．　3

12．　5

14．　8

2．　O

　o

只
V
1
8
1

2
ハ
∠

戸
0
’
王

0
！
◎
ρ
0
5
ρ
0
玉

7
・
ま
　
2

0
8

Q
》
－

5
6
7
6

9
】
2

1
1
2
0

6
／
O

ハ
b
（
6
8
『
フ

◎
V
2
　
0
0

1
8

7
4
ム

ー
－

1
8
7
4

『
D
∠
り

7
8

門
D
9

2
1 O
r
フ

　
0

第29表で男女別にみセみると，叱られることが「よくある」乏答えているの

は，概して女子よりも男子に多いことがわかる。（福島1中と福島高校を除け

ば，あとはすべて男子が女子よりも高い。反対に，「ほとんどない」と答えたも

のの比率は，梁川高校を除いて，あとはすべて女子のほうが男子よりも高い。）

　福島と梁川を比較すると，「よくある」と答えた比率は，小中高ともに梁川

のほ5が福島よりも低い。しかし「ときどきある」「ほとんどない」の選択肢

支持率では，このような小中高校ともに一貫した傾向的な違いは認められない。

　第40問に対する回答を集計整理したのが，第30・31表である。身中各回の数

字は選択率である。

51



第30衷　（「ある」と答えた人だけ）だれにしかられることが多いですか。（学校別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単｛立＝tt一一セント）

叱る人

祖
祖

無

父
母

兄
姉
他

父
母

答

福 島　　市

・小雨1こ巨刺高校
36．　0

48．　5

3．　4

20．　0

25．　9

18．　2

　0
Z4

45．　3

50．　O

s．　e

6．　8

12．　7

4．　7

　e
8．6

33．　6

55．　e

15．　4

12．1

19．　7

10ほ

　e
9，　4

28．　4

47．　9

5．　0

13．　0

15．　6

9．　6

0．7

21．　5

梁 一i」 町

梁小汁翔牌中i融
41．　8

35．　2

11．　8

12．　5

17．　4

9．　7

　0
9．0

46．　2

35．　8

20．　0

10．　3

10．　8

6．　9

　0
5．7

37．　7

39．　7

16．　3

14．　3

19．　9

10．　4

e．　4

15．　3

32．　5

44．　0

12．　2

14．　3

14．　5

17．　6

1．　6

19．　0

第31表　だれにしかられることが多いですか。（学校x男女丁［」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

叱る人

祖
祖

無

父
母

兄
姉
他

父
母

答

福 島 市

・小縢訓坤陣校
男女i男女1男女悪女

40．　7

30．　0

47．　3

50．　O

　e
7．　7

17．　4

23．　5

17．　5

33．　3

19．　1

16．　7

　0
　0
8．　6

5．　7

9
4
．

り
0
4
▲

「
O
n
）

7
“
6

戸
0
2

5
4
．

1
1
　
6
φ
5

7
9
　
4
9
◎
り
一n
U
2

1
1 5『
フ2
6 0
（
U

1
1

『
D
3

4
1
8
8

Q
U
2 Q
》
1

4
r
フ

「
0
「
フ

4
4
．

『
D
ご
ノ

ー
－

9
旧
9

り
0
（
U
1
1 O
Q
！

9
臼
7
1
2 6
8

G
ゾ
0

0
0◎
》
8
0
7

1

4
4
凸

－
喧
ノ3
2 1
7

F
D
∩
V

4
α
ノ

0
（
）
　
1
7

　
0
　
Q
り
／
0

0
2

炉
0
／
0

1
1
訟
4
Q
！
　
∩
δ
0

7
つ
2
　
1

9
ρ
（
U

Q
》
4
．

　
3

梁 一iノ 町

梁小騰翻梁霜融
男女伊女1男女門島

6
2

「
0
7

4
n
）

8
6
F
D
4

3
つ
2

0
7

ρ
0
7

1

戸
◎
8

◎
リ
ド
）

Q
り
重

瓜
U
9

1
1 1
0
）
7
2 G
∩
V

3
1
7
1

61．　9

28．　6

30．　3

42．　1

20．　0

20．　0

8．　8

12．　5

9．　6

12．　9

2．　1

重25

　0
　0
6．　1

3．　3

39．　8

35．　4

34．　2

45．　8

24．　0

8．　3

13．　6

！4．　9

20．　4

19．　2

5．0
16．　3

0．　8

　0
19．　6

互0。6

36．　8

30．　9

44．　9

43．　6

9．　1

13．2

21．　1

12．　3

16．　3

13．7

10．　0

21．3

L4
1．6

24．　3

1ZO

　この二つの表をみて気づくことを次にあげる。

　（1）子どもが叱られることが多いのは，父母，祖父母，兄姉に限られる。な

かでも父母の選択率はとびぬけて高いQこのことは，男子。女子別にみても変

わらない。
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　（2）このとびぬけて高い父母の選択率を地域捌にみると，概して父親の選択

率では，小中高校ともに梁川のほうが高い。反対に，母親の選択率では，小中

高校ともに福島のほうが高い。この傾向は男女別にみた場合もほとんど変わら

ない。また，福島では，どの学校でも母親の選択率が父親の選択率よりも高い

のに，梁川では，梁小と粟野小・五十沢小の場合は，父親の選択率が母親の選

択率よりも高くなっている。この傾向は，男子・女子別にみた場合も大体同じ

である。梁中・梁高は，傾向は福島1中・福島高校の場合と同じだが，しかし，

草中と梁高のそれぞれの父親と母親の選択率の開きは，福島1中・福島高校の

場食ほどにはなっていない。

　つまり，父親に叱られる程度では，男女を聞わず？概して梁川のほうが福島

よりも高く，母親に叱られる程度では．福島のほうが梁川よりも高い。

　（3）：父親の選択率は，福島・梁川ともに上の学校にいくほど低くなる（第30

表）。これは，男女別にみた場合も大体同じである（第31表）。つまり上の学校

にいくほど，子どもは．男女の別を問わず，父親に些られることが相璽鯉こ言

って少なくなる。

　（4）父親の選択率を男子・女子別にみると，福島・梁川のどの学校でも，男

子のほうが女子よりも高い（第31表）。つまり小中高校いずれの場合も，父親に

叱られることが多いと意識してい登のは，女子よりも勢子に多い。

　母親の選択率を男子・女子別にみると，福島では杉妻戸・清沢小，梁川では

梁小と玉高の三つの例外があるが，あとの五つの学校は，父親の場合とは逆に

女子の選択率の砥うが男子の選択率よりも高くなっている（第31表）。　つまり

父親ゐ場合ほどはっきりしたものではないが，母親に叱られることが多いと意

識しているのは，父親の場合とは逆に，暗譜よりも女子に多いとい5傾向があ

亙。

　B　職業鋼にみた場合

　福島1中と梁川中学の子どもの回答を職業別にみてみると，第39問「あなた

は，おうちの中でだれかにしかられることがありますか」に対して，「よくあ

る」と答えているのは，男子の場合禰島・梁川ともに農家の子どもが最も少な

いということがわかった。また，第40問「（「ある」と答えた人だけ」）だれにし
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かられることが多いですか」に樹して，農家の男子の父親の選択率は，福島・

梁川ともに最も低いということがわかった。しかし，そのほかは，福島・梁州

を通じての職業差による傾向的な違いは，あまり認められなかった。　（統計表

をのせることは，紙幅の都合上とりやめる。）

　8．叱る人を親に限った場合はどうか

　前節で報皆した第39・40問は，家庭でだれかに叱られることがあるか，ある

とすれば，その叱る人はだれかという設問であった。今度はその叱る入を父と

母に限って質問した場合は，どうなるか。

　〔第4燗〕

　　あなたは，おとうさんにしかられることがありますか。

　　　ア　よくある。　イ　ときどきある。　ウ　ほとんどない。

　〔第42問3

　　（「ある」と答えた入だけ）どんなことでしかられることが多いですか。

　〔第43問〕

　　おかあさんにしかられることがありますか。

　　　ナ　よくある。　イ　ときどきある。　ウ　ほとんどない。

　〔第44間〕

　　（rある」と答えた入だけ）どんなことでしかられることが多いですか。

　A　学校別および学校×男女別にみた場合

　第41・43問に対する子どもの回答を整理してみると，第32・33・34表の三つ

に示すようになる。門中各欄の数字は，それぞれ現在父親・母親をもっている

子どもの総数に対する選択肢支持率を示す。
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第32表　あなたは，おとうさん（おかあさん）にしかられることがありますか。　（学

　　校別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（≧糞位：ノく一セント）

選択肢

し
か
　る
　　人

よくある

ときどきある

ほとんどない

無　　　答

福　　島　　市

・小1醜こ「・弼融

父副父副父顧㌔
◎
》
Q
／

4
∩
）1
2 ∩V
炉
フ

ー
－
」
4
『
フ

5
0
0
0
7

4
2 ハ
0
／
○

（
）
0

12．　4

19．　3

51．　8

51．4

34．　3

28．　6

£4
0．　7

11．　5

27．　2

50．　2

5L5
35．　8

20．　4

2．　5

e．g

18．　9

14．　2

29．　5

50．　8

50．　2

33．　O

l．　4

2．　0

梁　　川　　町
梁小i響甜＝i梁中【高校

i㌔1父副父副㌔
，？lg

I　a51k

I　g516

nale
　50．　6

　0．　6

　Ll

Q
ソ
0

（
）
り
）

ユ
吐

口
0
1

9
へ
）

4
4
辱

5
7

Q
ゾ
0

り
ρ
4
．

0
2

　
3

9．　3

14．　6

54．　8

55．　2

34．　3

28．　0

1．6

2．2

6．　O

IZ　1

43．　1

53．　8

47．　6

27．　1

3．　2

2．　0

第33表　あなたは，おとうさんにしかられることがありますか。（学校x男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

選択肢

よくある

ときどきある

ほとんどない

無　　 古

田　　島　　市
・小糸1こ1・　・i・1高校

男刻男女門女陽女
15．　4

14．3

50．　5

28．　6

33．　0

57．　1

1．　1

　0

13．　2

1玉．5

64．　5

36．　1

19．　7

52．　5

1．3

　0

8
8
4
7

1

6
6
2
7

r
O
4
．

G
2
0
2

3
4
ム

7
9
1
1

31．　7

6．3

20．　4

38．　5

46．　5

53．　8

0．　7

0．7

梁　　州　　町

梁小騰轟漣中睡校

勇女1㌔β女門女

Q
ソ
7
0
7

1

Q
V
（
U

n
◎
1

4
4
‘

2
0

0
∩
）

4
『
フ

0
り
）

Q
ソ
4
∴

F
D
『
フ

ー

7
0
）
8
9
5
3 4
4
．

5
ご
フ

リ
ρ
5

0
0

12．　3

6．　1

56．　6

52．　8

28．　9

40．　1

2．　2

0．9

IX　6

3．9

44．　9

42．　5

39．　1

50．　8

4．　3

2．　8
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第34表　おかあさんにしかられることがありますか。　（学校×男女劉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

選択肢

よ　く　ある

ときどきある

ほとんどない

無　　　　筈

福 島 市

・小鳥劃1紳植校
男女β女二二男女
22．　6

18．　6

50．　5

52．　9

25．　8

28．　6

1．　1

　0

19．　0

19．　7

50．　0

52．　5

29．　1

27．　9

L3
　0

28．　0

26．　4

50．　8

52．　3

21．　2

19．4

　0L9

10．　5

18．　0

52．　9

48．　7

34．　0

32．　0

2．　e

1．3

　　梁　川　町　i
　　　　　　　　　　　　1
鋤藩論i梁州融
男女陽女β女二女

7
0

4
∠
Q
1
1 Qり
Q
〆
8
5

つ
σ
2

Q
り
！
0

6
ご
フ

4
『
フ

0
5

　
2

12．　2

14．　0

42．　4

43．　9

40．　9

40．　4

3．　O

　o

門
D
7

3
停
フ

ー
－

0
2
7
3

じ
ひ
戸
）

∩
V
2

7
Q
！

2
つ
暫

【
D
Q
！

9
向
！

14．　3

18．　2

51．　4

54．　7

31．　4

25．　t｝

2．　9

玉．玉

これら三つの表から次のことがわかる。

（1）福島・梁川のどの学校でも（福島高校だけが例外であるが），子どもは，

父親より重母親に叱られることが多いと讐えている（第32表）。

②　福島・梁川のどの学校でも，父親に叱られることがよく．あると意識して

いる璽は，女子よりも男子に多い（第33表）。この傾向は，次に述べる母親の場

合に比』て，非常にはっきりしていii童。

　（3）母親に叱られることがよくあると意識しているのは女子よりも男子に多

いという傾向も，第34表からうかがうことができる。　（しかし，この傾向は，

第33表の父親の場合ほどはっきりしたものではない。）

　（4）福島と梁川の比較をすると，父親に叱られることが「よくある」と筈え

たものは，小中高校ともに梁川のほうが福島よりも少ない。母親に叱られるこ

とが「よくある」と筈えたものも，高校を除けば，梁川のほうが福島よりも少

ない。

　（5）福島・梁川を通じての小中高校の年齢差による傾向的な違いもあまり認

められない。

　B　職業別にみた場合

　福島1中と梁川中学の子どもの闘管を職業劉にみてみたが，福島・梁川を通

じての，職業差による傾向的な違いは認められなかった。　（統計表をのせるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　56



とは，紙幡の都合でとりやめ。）

　C　どんなことで叱られるか

　それでは，子どもは、親にどんなことで叱られることが多いのか。第42問と

第44問でそのことを子どもたちに自由記入してもらった。霞由記入であるだけ

に，親に叱られることが多い理由として子どもがあげているのは，実に種々多

様であるが，その記入内容に従って一応の分類集計をしてみると，結果は第35

・36・37表の三つに示すようになった。
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第35表　（おとうさん・おかあさん）にどんなことでしかられることが多いですか。

　　　（学校別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセント）

　　　　　　　　しか
　　　　　　　　　　る入
しかられる理由

きょうだいげんか・弟妹を
いじめる

勉強をしない・成績が悪い

親に及抗する・口答えをす
る・文旬をいう・書うこと
をきかない

遊びすぎる

学校からの帰りがおそい

むだづかいをする・金づか
いがあらい

食事のすききらい・食べか
たがよくない

テレビを饗すぎる・見る番
組がよくない

ことばづかいカミ悪い・よく
なし、流行言吾を使う

おしゃべりだ

朝ねぼうだ・夜ふかしをす
る

呼ばれても返事をしない

後片づけをしない・散らか
しばなしだ

物をこわす。なくす。粗末
に扱う

失敗す　る

福　　島　　市

・轄酬・中1蔽
父副父副父副㌔

n
◎
0

7
2

王
2

4
．
3
　
8
1

4
6
　
7
‘
5

2
2

G
8
1
8
0
8
0
5
6
7
0
8
0
0
6
0
0
0
1
0
1
8
8
8

　
0
1
0
　0
　
　
2
5
－
　0
　
　
　
5
　
　
　
　
1
1
1
6
7
0

8
2
　
∩
V
1

4
9
　
F
O
4
．

1
1
　
2
正

7
1
4
0
0
0
1
0
3
0
4
Q
1
0

5
6
3
1
　
　
　
1
2
2
3
3
2
1
1

0
∩
）
　
n
U
O

G
O
4
1
4
0
1
0

　
L
3
．
生
3
2
1
1

2
9
3
3
3
6
5
4

4
2
9
6

2
6
）
　
　
1
ハ
0
2
　
1
1 7
1
0
1 ◎
》
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（第35表の続き）
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第36表　（おとうさんに）どんなことでしかられることが多いですか。（学校×男女

　　別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

しかられる理由
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（第36表の続き）
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第37表　（おかあさんに）どんなことでしかられることが多いですか。（学校x男女

　　別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセソF）
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（第37表の続き）
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　第35表は，第41問・43問で父親・母親にそれぞれ叱られることが「よくある」

「とぎどきある」と答えた子どもがどんな理由で叱られることが多いのかを学

校別に男女をこみにして示したものである。表中各欄の数字は，最下欄の叱ら

れることがあると答えた子どもの総数に対する百分比。ただしひとりで二つ以
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上の理由をあげていることがあるので，各欄の百回忌の総計は100をこえる場

合がある。（以下同じ）。

　第36・37表の二つは，それぞれ父親・母親に叱られることが多い理由を学校

×男女別にみたものである。

　これら二つの表からたとえぽ次のようなことがおかる。

　（1）親に叱られることが多い理由として「きょうだいだんか・弟妹をいじめ

る」をあげるもの，「勉強をしない・成績がよくない」をあげるもの，「家の

手伝いをしない」をあげる子どもがどの学校にもがなり多い。「親に反抗する

・親に口答えをする・親に文句を言う・親の言うことをきかない」「後片づけ

をしない・散らかしぱなしだ」「いたずらをする⊥「素直でない・わがままだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
・なまいきだ・だらしがない・ふまじめだ」などの理由をあげる子どももかな

り多い。　’　　　　　　　　　　　　　　i

　（2）まずrきょうだいげんか・弟妹をいじめる」：について。

　（a）この理由で子どもを叱るのを父親・母親別にみると，概して父親よりも

母親のほうが多いことが多い。　（第35表で，福島ではどの学校でも母親の比率

が父親の比率よりも大きい。梁川でも梁小と梁高は母親の比率のほうが大き

い。）　　　　　l　　　　　　　i　　　　　　　，

　（b）小中高校生別にみると，福島・梁川ともに高校生になると，この理由で

叱られるのはかなり少なくなる。特にこの理由で父親に叱られるという子ども

は，福島・梁川ともに高校生になると，ぐんと少なくなる（第35表）。これに

は福島では男子，梁川では女子が強く影響している（第36表）。

　（C）この理由で叱られる子どもを学校×男女肺こみると，それほどはっきり

したものではないが，父親の場合も母親の場合も，女子よりも男子に多い傾向

が見られる（第36・37表）。これは，職業x男女劉にみた場合もそうであった。

（職業別にみた統計表をのせることは，とりやめ。）

　（3）　r勉強をしない・成績が悪い」について◎

　（a）この理由で叱られる子どもを小中高校別にみると，福島・梁川ともに概

して小学生に多く，中高校生に少ない（第35表）。これは，学校x男女男冒にみ

た第51・52表の場合も大体同じである。
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（b）福島・梁川の地域別にみると，この理由で子どもを叱る親は＝小中高校

ともに福農に多く．梁川に少ない（第35表）。これは，、．学校×男女別にみた第36

・37表の場合も大体同じである。福島の子どもが梁用の子どもよりも勉強しな

いというのではなく，いわゆる教育ママ・教育パパ的な親が梁川よりも福島の

ほうに多いからであろう。

　（c）この理由で叱られる子どもを学校×男女別にみると，父親にこの理由で

叱られるのは，福島では概して女子より男子に多く，梁川では男子より女子に

多し、　（第17表）o

　③　「親に反抗する・口答えをする・文句をいう・言うことをきかない」に

ついて。

　（a）　この理由で子どもを叱るのを父親・母親別にみると，概して父親より、も

母親のほうが多いことが多い（第35蓑）。

　（b）　この理由で叱られる子どもを男女男lj　lCみると，父親の場合は概して男子

より女子のほうが多い例が多い（第36表）。

　（C）小中高校別，福島・梁川の地域別，親の職業別にみても，はっきりした

傾向的な違いはない。

9．　子どもは親をどう呼ぶか

〔第23問〕

　あなたがおうちでご両親と食事：をしているとき，

いは，なんと書って呼びかけますか。

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク

おとつつあん

おとうちゃん

ノく／ミ

おとうさん

とうちゃん

とうさん

パパさん

おとうさま

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
6
5

ご両親に話しかけるばあ

おっかさん

かあちゃん

おかあさん

おかあちゃん

おかあちゃま

ママ

おかあさま

ママさん



　　　ケ　おとうちゃま　　　　　ケ　かあさん

　　　コ　その他（＿＿＿＿＿＿）　　＝　その他（＿＿＿＿＿＿）

　松江での調査票の選択肢には，このほか，おとつちゃん・とつちゃん・ちゃ

っちゃ・おっかちゃん・おかはん・おかか・かっかがつけ加わっている。

　A　学校別にみた場合

　この設問に対する團答を学校別に集計してみると，第38ge（／）（ロ）のようになる。

この二つの表から次のことがわかる。表中各欄の数字は，現在父親をもってい

る子どもの総数および母親をもっている子どもの総数に対する百分比。ひとり

で二つ以上の選択肢を○で囲んでいる子どもが若干いるので，全部の合計が

100をこえることがある。

　第38表　あなたがおうちでご両親と食事をしていると．き，ご両親に話しかけるばあい

　　　　は，なんと書って呼びかけますか。

　　（イ）父親の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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〈P）母親の場合

（単位：パーセント）

福　　島　　市 梁　　耀　　町 松　江　市

・小襯こ1・中隊 剰萎翻剰離 弾牌融
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（1）まず（イ）表からみていくと，父親をどう呼ぶかは．地域によって，また学

校によって非常に異なる。福島1小では，おとうちゃん・おかあちゃとおとう

さん・おかあさんが多く，ともに40～50％弱で，同勢力。これに対して，下妻

小・清沢小ではとうちゃん・かあちゃんが60％弱で最も多く，次いでおとうさ

ん・おかあさんがほぼ20％。おとうちゃん・おかあちゃんが15．6％である。同

じ福島市の小学校でありながら，1小と杉妻小・清沢小の問にこのような違い

があるのは，前者が福島市の中でも最も都市的な地域を学区：とする小学校であ

り，後者が戦後福島市に合併された農村的な地域を学区：とする小学校であるこ

とからくるものであろう。

　福島1中でもとうちゃん・かあちゃんが約45％で最も多い。おとうさん・お

かあさんは33％，おとうちゃん・おかあちゃんは16％ぐらいで，とうちゃん・

かあちゃんよりも勢力は弱い。

　福島高校では，おとうさん・おかあさんがほぼ40％で最も多く，とうちゃん
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・かあちゃんは30％ぐらい。おとうちゃん・おかあちゃんは20％弱の勢力とな

っている。

　（2）梁州では，小中高校ともにとうちゃん・かあちゃんの勢力が圧倒的に強

い。おとうさん・おかあさんととうちゃん・かあちゃんの勢力関係が，同じ梁

珊町の小学校でも梁小と粟野小・五十沢小の間でかなり違うのは，前者が梁川

町の中でも俸給生活者や商工業自営業者が比較的多い旧梁川町を学区とし，後

老が戦後梁月1町に合併された1日粟野村・五十沢村という純農村を学区としてい

ることに．よるのだろう。

　（3）福島と梁州を比較すれば，とうちゃん・かあちゃんの勢ヵは小中高校と

もに梁川のほうが福島．よりも強く，おとうさん・おかあさ血，それにおとうち

やん・おかあちゃんの勢力は、反対に福島のほうが梁川よりも強い。都市的な

ものと農村的なものがはっきりと分かれている。

　（4）松江では，小中高校ともにおとうちゃん・おかあち・i’んが50％から80％

台の間で最も勢力が強い。しかし，小学の80％台から中学の60～70％台，高校

の40～50％台という具合に，上級学校にいくほど，その勢力は弱まる。これに

対しておとうさん・おかあさんが小学校で15～16％，中学校で20～23％，高校

で29～31％という具合に勢力を強めていくのが対照的である。

　B　職業別にみた場合

　福島1中・梁川中学・松江中学の子どもの回答を職業別にみてみると，第39

表（イ）（n＞のようになる。
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第39表　あなたがおうちでご両親と食喜をしているとき，ご両親に話しかけるばあい

　　は，なんと言って呼びかけますか。（職業別）

（（）父親の場含
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㈲母親の場合
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　この二つの表から次のことがわかる。

（1）まず職業別にみてみると，都市と農村の地域差からくる程度の違いはあ

るが，福島・梁川ともに農家では，とうちゃん・かあちゃんの勢力が圧倒的に

強主飾おとうさん・おかあさん，それにおとうちゃん・おかあちゃんが福島で

若干の勢力をもっているけれども，とうちゃん・かあちゃんの勢力には比すべ

くもない。

　俸給生活者では，福島・梁用ともにとうちゃん・かあちゃんの勢力が弱まっ

ている。その弱まりかた・強まりかたeこは，もちろん福島・ep．Jllの地域差から

くる程度の違いがある。

　商家でも，福島・梁川ともにとうちゃん・かあちゃんの勢力がやや弱まり，

かわって，おとうちゃん・おかあちゃん，それにおとうさん・おかあさんの勢

力が強まってくる。

　②　次にいくつかの勢力の強い単語ごとにみてみると，とうちゃん・かあち
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やんの勢力の強さは，福島・梁川ともに農家一商家一俸給生活者の順。おとう

さん・おかあさんの勢力の強さは，福島。梁川ともに俸給生活者一丁家一農家

の順。それにおかあちゃんの勢力は，福島・梁川ともに商家一俸給生活者一農

家の順。つまり異なる職業間の勢力の順位関係は，福島・梁川ともに同じであ

る。おとうちゃんだけが福島では商家一俸給生活者一農家の順であるのに対し，

梁川では商家一農家一俸給生活者の順という具合で，1位は福島・SWJ　l　lともに

同じだが，2位と3位が入れかわっている。

　（3）松江では，おとうちゃん・おかあちゃんの組合わせ，おとうさん・おか

あさんの組合わせの勢力が強い。このうち農家ではこの二つの組合わせの勢力

が全く伯仲し，俸給生活者と商家ではおとうちゃん・おかあちゃんの勢力が圧

倒的に強い。

　10．子どもは家庭であいさつをどの程度しているか

　家庭で日常子どもは，親や家族の人びとにどの程度あいさつをしているか。

あいさつの場面として，次の6つをとりあげた。

　①朝起きたとき　③食事のはじめ　⑤朝登校するとき

　②夜寝るとき　④食事のおわり　⑥学校から帰ったとき

　設問の内容は，それぞれ次のとおりである。　（このうち松江では，．第8問は

やっていない。）

　〔第2問〕

　　あなたは，朝起きてから，おとうさんやおかあさんにあいさっしますか。

　あてはまるものを○でかこんでください。　（以下同じです。）

　　ア　いつもする。　イ　しないこともあるが，するほうが多い。

　　ウ　したり，しなかったり。　エ　めったにしない。　オ　全然しない。

　〔第3問〕

　　（あいさつする人だけ）　なんと喬って，あいさつをしますか。

　〔第4問〕

　　あなたは，食事のはじめに，あいさつをしますか。
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〔第5問〕

　　（あいさつする人だけ）　なんと言って，あいさつをしますか。

〔第6問〕

　　食：事のおわりは，どうですか。

〔第7間〕

　　（あいさつをする人だけ）　なんと言って，あいさつをしますか。

　〔第8問〕

　　あなたは，夜ねるとき，おとうさんやおかあさんにあいさつをしますか。

　〔第9間〕

　　（あいさつをする人だけ）　なんと言って，あいさつをしますか。

　〔第17問〕

　　あなたは朝登校するとき，家族のかたにあいさつをして，家を出ますか。

　〔第18問〕

　　（あいさつをする人だけ）　なんと言って，あいさつをしますか。

　〔第19闘〕

　　学校から帰ったときは，どうですか。

　〔第20問〕

　　（あいさつをする人だけ）　なんと言って，あいさつをしますか。

　第4・6・8・17・19の各問の選択肢は，第2問と全く同じなので省略する。

　A　学校別および学校×男女別にみた場合

　上の12の設問のうち，第2・4・6・8・17・19間の6つに対する子どもの

回答を学校別および学校×男女別に集計整理した結果を次の第40表および第41

表（イ）（u）に示す。
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第40表　あいさつをしますか。．、（学校別）

（エ弧f立：ノミーセソト）

朝起きてから

夜ねるとき

食：事のはじめ

食籍のおわり

刺登校するとき

学校から帰った
とき

揺　島　市 梁　　川　　町 松江市［
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26．　8

43．　1

40．　7
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Z6
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73．6
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　　　ヒ658・『12・1

　　　　　第41表　あいさつをしますか。（学校×男女別）

④　「いつもする」＋rするほうが多い」

（単位：パーセント）

朝起きてから

夜ねるとき

食事のはじめ

1食事のおわり

朝登校するとき

学校から帰った
とき

福　島　市

1小

男
女

27．　9

20．　0

39．　8

54．　2

55．　9

77．2

55．　9

72．　8

83．　9

91．4

82．　8

90．0

杉妻小
清沢小

男
女

15．　2

11．5

22．　8

23．　0

48．　1

60．　6

50．　6

63．　9

75．　9

86．　9
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82．　0

1中

男
女

6．　2
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16．　8

34．　9
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64．　6

45．　2

67．　4

62．　4

83．　5

59．　0
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高校

男
女
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38．　7i

40．　6i

7吼O
g9［2i，

s7．　s1
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s4．　7i

梁　　川　　町
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1Z3
27．　1
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コ
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二二醐融
琴1男女

L4
5．7

5．7

10．　9

18．6旨

43．　9

24．　2i

45．　1

37．　2i

64．　3

48．　6i

72．　Oi

25．　1

38．1

52．　6

79．　1

57．　0

87．　3

78．　5

94．　6

8e．　8

92．　7

男女｝男女

21．71　11．e

27．　01　IZ　6

46．　6

66．　6

58．　8

7e．　1

67．　9

86．　3

69．　2

89．　7

33．　9

46．　6

47．　2

51．9

65．　3

64．　9

73．　2

7Z8
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（ロ）「めったにしない」十「全然しないj

）単｛立：バーセγの

福　　島　　市 梁　　川　　町 松江　市

・小面／・中融豊平墜死墨客酬州醐融
男女1男女1男女i男女男女i男女臥男女閣男女i男女

朝起きてから
41．　9i　65．　81　73．　61　77．　IR　59．　31　46．　91　73．　31　70．　0］1　47．　41　5Z　OI　69．3

50．01　z十7．61　57．8［　54．6k　50．71　38，61　72．i十1　70．9＃　24．51　x十3．21　53．5

夜ねるとき
37．7

Q4．3

62．0

S7．5

66．1

S0．8

71．9｝

R5．4

56．3

S0．8

53．0

R1．6

83．0

U3．3

81．4

U6．0 一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

食事のはじめ
18．3

S．3

34．2

P6．4

36．8

P8．4

43．2

X．4

4L7
P1．1

36．4

Q4．6

34．2
Q2．5

54．3

､9。8

23．8

k8
30，345．6
P6．2　31．3

食事のおわり
19．4

S．3

27．8

W．2

34．7

P3．7

34．6

W．7

26．0

U．1

31．9

P9．3

33．0

Q0．2

50．0

P9．7

20．8
T．5
25，831．4

P4．22L4

朝登校するとき
5．4

S．3

6．3

R．2

16．3

U．9

23．6

U．0

16．7

S．9

］2．2

W．8

30．0

Q6．1

34．2

P4．3

8．9

O．9
15，822．0
T，418．3

学校から帰った
ﾆき

6．5

T．7

10．1

S．9

20．5

U．0

24．8・

ci
15．6

R．7

4．5

P0．5

27．5

P2．8

22．9

W．8

8．9

R．6
14，514．2
R。0　10．0

　第40表で各即今に上の数字は，あいさつを「ア　いつもする」と「イ　しな

いこともあるがするほうが多い」の二つの選択肢の支持率を舎わぜたもの。下

の数字は，「エ　めったにしない」と「オ　全然しない」の二つの選択肢の支

持率を合わせたものである。

　第40表と第41表（d）（ロ）から次のことがわかる。

　（1）子どもは，登校するときと学校から帰ったときのあいさつはよくする。

食事のはじめとおわりのあいさつもかなりよくする。それに比較すると，朝起

きてからのあいさっと夜ねるときのあいさつをする子どもは非常に少ない。と

りわけ朝起きてからのあいさつをするものは非常に少ない。これは，福島・梁

川・松江のどの学校でも，また，その男子・女子どちらの場舎でも同じである。

　（2）福島1小と梁川小，福島1中と梁Jll中，福島高校と梁川高という具合に，

小中高校別に福畠と書庫の比較をしてみると，小中高ともに福島のほうがあい

さつをよくしていると答えている。第40表の各欄の上の数字は，どれも福島の

ほうが大きく，下の数字は，学校から帰ったときを除けば，あとはいずれも梁

川のほうが大きい。　（杉妻小・清沢小と粟野小・五十沢小は除外する。）

　松江と梁川を小中高校別に比較してみると，この場合も梁川のほうが小中高
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校ともにあいさつをあまりしないという結果になっている。第40表で各欄の上

の数字は，どれも松江が大きく，下の数字は，食事のはじめと登校するときを

除けば，あとはすべて梁川のほうが大きい。

　（3）小中高校別にみてみると，第40表で松江では各欄の上の数字は，上級の

学校になるほど小さくなり，下の数字は上級学校になるほど大きくなる。つま

り上級学級になるほどあいさつをしなくなる。

　梁川と福島の場合は，松江の小中高校の場合ほどはっきりした関係はないがか

それでも中高校生は小学生よりもあいさつをしないという関係は，どのあいさ

つの場爾にも共通していることである。

　（4）男女Jlllj　tl＝みてみると，、まず第41表（d）で，朝起きてからの1小と杉妻帯・

清沢小，それに梁小，朝登校するときの松江高松の四つを除いて，あとはどの

学校の，どのあいさつの場面でも女子のほうの数字が男子の数字よりも大ぎい◎

　反対に第41表（u）では，朝起きてからの福島1小と梁川高校、それに学校から

帰ったときの粟野小・五十沢小を除けば，あとはどの学校の，どのあいさつの

場爾でも男子のほうの数字が女子よりも小さい。

　2まり．概してζの地域の．どの学校のど．Qあいさつの場爾でも，女子は男

子よりもあいさつをよくするということになる。

　B　職業別にみた場合

　福島1申と梁川中学，松江中学の子どもの回答を職業別にみてみると，第42

表のようになる。壷中各欄の数字は，「いつもする」と「しないこともあるが．

するほうが多い」の二つの選択肢の支持率を合わせたものである。（「めったに

しない」「全然しない」「したり，しなかったり」の三つの選択肢の支持率に

ついては紙幅の都含上省略する。
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　　　　　　　第42表　あいさつをしますか。（職業別）

「いつもする」＋「しないこともあるが，するほうが多い」

（単位：バーセソの
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34．　8

50．　0

34．　7

42．　9

60．　8

7L4
69．　5

85．　7

　松江中学

馴野生i蔽
男女臥男女
23．　0

25．O

se．　e

40．　3

69．　2

53．　6

69．　2

78．　6

69．　2

78．　6

25．OI　15．3
25．　31　48．　1

53．01　3e．8

75曹9　 66。7

64．el　42．3
7Z　ll　74．　1

75．01　50．0
88．01　85．2

75．OI　53．9

90．31　85．2

　第42表から次のことがわかる。

　（1）福島1中では，学校から帰った時の場合を除けば，あとはどのあいさつ

の場面でも男女ともに農家の子どもの選択肢支持率が最も低い。梁川中学でも，

夜ねるときと，食事のおわりのときの女子を除けば，あとはどの鴨脚でも農家

の子どもの選択肢支持率が最も低い。つまり福島と梁川では，概して農家の子

どもは，商家や俸給生活者の家庭iの子どもよりもあいさつをしない。

　松江中学の農家の女子の場合も，これと岡じことがみられるが，男子の場合

は，むしろ商家の子どもの選択膜支持率が農家の子どものそれよりも低くなっ

ている。なぜこれだけがそうなっているのか。ちょっと推測がつかない。

　（2）夜ねるときの梁川中学の俸給生活老，それに食事のはじめとおわりの松

江中学の農家・それに朝起きてからの福島一中の農家の四つの場合を除いて，

ほかはすべてどの場禽でも，女子の支持率のほうが男子の支持率よりも高い。

　（3）朝登校するときと学校から帰ったときの二つの場面でのあいさつをする

比率が最も高く，食事のはじめとおわりの場面でのあいさつをする比率がそれ

に次いで高く，夜ねるときと朝起きてからの場面であいさつをする比率が最も
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低い（とりわけ朝起きてからのあいさつの比率は非常に低い）。このことは，

福島・梁川・松江のどの職業層にも共通している。

　C　どんなあいさつをするか

　それでは，子どもは，それぞれのあいさつの場面で，どんなあいさつをして

いるか。第3・5・7・9・18・20問の6聞に対する子どもの團答を福島市と

梁川町の分だけについて整理・集計してみると，第43・44・45・46・47・48表

のようになる。ひとりで二つ以上のあいさつの形式を記入している子どもがい

るので，各欄の合計が100パーセントをこえることがある。あいさつの形式は，

子どもが記入しているものをそのままのせた。中には，子どもたちの方雷の音

韻体系にもとつくかなづかいのあやまりがいくつかあったが，これもそのまま

のせた。注意してほしい。
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第43表　（あいさつをする人だけ）

　　　一朝起きてから一

なんと言って，あいさつをしますか。

（単位；パーセント）

お　は　よ　う

おはよう　ございます

おはようさん

おとうさん　おかあさん
おはよう　ございます

おとうさん　おかあさん
おはよう

お　　は　　よ

おはよう
起き・たのかい（注1）

今起きました

グッド　モーニング

おはようでございます

きょうは少し早かったね
（おそかったね）

おねえさん　おはよう
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（注1）　「起きたの血」r起きたの匹」の血・鮎と同類の福島北部方言の終助詞α

　　　　くだけた，または親しみの気持をこめた対者尊敬の終助詞。「趨きたのです
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（第43表の続き）
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　　　　だけた，または親しみの気持をこめた対者尊敬の終助詞。「暖かいですね」
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第44表　（あいさつをする人だけ）

　　一食事のはじめ一

なんと言って，あいさつをしますか。

（単位：ノミr・一セント）
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第45表　（あいさつする人だけ）

　　一食事のおわり一

なんと言って，あいさつをしますか。．

　　　　　　　　　　　（単僚：、ノミ「セント）．．、

ごちそうさま

こち：そうさまでした

ごちそうさん

ごつつおうさま。ごつつお
うさん・ごっそうさま●ご
っそうさん

ごしそうさま

おちそうさま

いただきました

ごつつあん・ごつつあんで．

老藍つ敬ごつρ顔

ごちそうさまです

ごきそうさま・ごきそうさ

までした

こちぞうさんでした

こっそうさまでした’・

こしそ1うさん

おごちそうさま

福　　農　　市 梁　　川　　町

三小

男・

　女

杉妻小
清沢小
男囁

　女

1中

男
　女

ρ
◎
0
馬
4
r
）

n
◎
2
　
8
2

【
D
6
　
1
2
4
4
　
3
r
フ

6
6
　
1
（
U

1

3
5
0
0
3
王
0
0
0
5
0
0
0
0

1
（
）
　
　
　
　
－
！
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　2

0
（
∪
、

ワ
奪
0
0
0

0

ρ
0
1
　
5
7

2
6
　
0
（
）

F
O
！
0
　
1
1
0
0
0
　
ー
ハ
ソ
　
0
／
Q

8
　
　
1
7
　
　3

　
　
2
重

0
（
）
、
0
0
5
（
）
8
0

0
0
　
　
1

0
0
0
0
0
0
0
σ
0
0

Ψ

0
ρ
1
　
3
4

6
◎
／
O
　
D
ρ
（
ソ

7
」
7
　
1
玉

7
0
7
5
7
0
Q
5
0
5
・
3
．
5
、
0
0

2
6
6
1
2
　
L
　
－
，
L
L

・
0
0
0
0
0
0
、
O
O
O
O

高校

男
　女

剰響翻梁中
男
　女
男
　女
男
　女

高校

男
　女

∩
φ
！
0
0
2

4
角
）
　
　
！
0

ヴ
‘
8

7
4
4
7
彫
7
匹

5
角
）
　
5
0

0
0
　
0
00
7
　
0
0

　
0
、

0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

6
9
）

8
ご
フ

ハ
◎
7

0
8
8
7
ハ
0
1

◎
り
3
0
ρ
－
　
G
玉

　
1

A
u
∩
V
　
O
O0
6
．
3
0
6
1
　
2
1
0
0

・
o
、
，
、
孔
　
0
1
ぎ
一

A
U
O
、
0
0
0
0

0
2
3
6

0
5
3
9

ρ
0
6
　
1
1 2
3
0
＝
ノ
0
2

2
4
．
・
乙
・
ビ
激

0
0
0
0
0
0
0
0

ザ

9
7
0
0
2
0
、
G
O

8
8
・
、
　
　
2

0
∩
）

ρ
0
2
9
3

8
8
　
2
『
フ

7
8

合
V
6
1
0

砿
λ
乳

1

0
0
　
0
0（U
O
　
4
0

　
　
：
－

0
0
0
6
0
0

　
2

0
0
、
0
0
0
0

’

3
6
8
3
7
正
0
0
0
0
0
0

0
9
」
4
r
フ
4
5

7
7
　
1
1
　
2

5
5
5
0
0
0
0
0
②
0

2
1
2
　
　
　
　
　
L

0
0
、
0
00
7

　
0

81



（第45表の続き）
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第45表　（あいさつをする人だけ）

　　　一夜ねるとき一一・

なんと言って，あいさつをしますか。

（単位：パーセント）
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（第46蓑の続き）
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（注1）鵜郷据の鯛「ねる」の命令を上す鰍輯・
（注2）　岡上方書の動詞ややすZr．diの命令を表わす尊敬表現。

（注3）　同上：方蓄の終助詞。「休む蓋」「休む旦」の至・型と対立する。くだけ

　　た，または親しみの気持をこめた対者薄敬語。「休みますよ」の意。

（注4）は〔ha〕は，同上方書の副詞。標準語の副詞「もう」にほぼ鋤応ずる。聞き

　　手に対する話し手の軽い訴え，または呼びかけの気持を表わす。
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第47表　（あいさつをする人だけ）

　　　一朝登校するとき一

なんと言っていさあっをしますか。

（単位；パーセント）
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（第47表の続き）

かあちゃん，いってくるよ
・お母さん，いってくる

学校にい・ってくる・学校さ
いってくる

いくよ・それではいくよ

いってくるから・いってく
っから
いってくんない・（学校さ）

いってくっかんない・いっ
てくっからない

いんかん　ない

バ　イ　バ　イ

勉強してくる

クラブでおそくなる

行ってくるから留守番：たの
むよ

無　　　　笛

あいさつをする子どもの総
数
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（注1）　「メリー一（犬の名前か？）に御飯をやって下さいね」の意。
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第48表　（あいさつをする人だけ）

　　　　学校から帰ったとき

なんと言って，あいさつをしますか。

（単位＝パーセント）

　た　だい　ま
1
　ただいまあi

　ただいま帰ったよ・ただい
　ま帰りました

1いま帰ったよ・帰ったよ
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（第48蓑の続き）

福　　島　　市 梁　　1｛1』　町

・磁酬沖隊 梁曝露梁中融
男女1男女1男女i男女 男女i男女i男女［男女

おなかがすいてきた・はらへった

≠ｭ　ごはんにして

｢ま　きたぞい（注1）　｝

iああ）つかれた

vρ　　　　　　　　　　　　　」』

ﾌ　　　　　　　の

ｦ　か　っ　た

ｨかあさん

ｽだいまでやんす

xルを鳴らす

ｳ　　　　答

?いさつをする子どもの総

0
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ユ
ほ
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0
0
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0
8
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0
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O　　0．9

P88　　112
Q04　　145

0　　　0
O　　　0

O　　　0
O　　　0

O　　　0
O　　　0

O　　　0
O　　　0

掾@　三．6

O　　　0

O　　　0
O　　　0

O　　　G
n　　　O

n　　　O
n　　　O

n　　　O
n　　　O

R，7　　　0
P．3　　　0

W1　　63
V8　　51

0
0
．
5
8
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
2
．
9
2
．
6
1
7
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8
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6
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0
0
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3
．
0
0
5
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（注1）第63表の（注3）を参照。

11．子どもは親といっしよに仕事をしたり遊んだりすることがあるか

〔第24問〕

　おとうさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがありますか。

　　ア　よくある。　　イ　ときどきある。　　ウ　ほとんどない。

〔第25問〕

　（「ある」と答えた人だけ）　どんなことをして，遊んでくれますか。

〔第26聞〕．

　　　　　　　　　　　　　　　88



　　おかあさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがありますか。

　　　ア　よくある。　　イ　ときどきある。　　ウ　ほとんどない。

　〔第27問〕

　　（「ある」と答えた人だけ）どんなことをして，遊んでくれますか。

　〔第28陶

　　あなたは，おとうさんといっしょに仕事をすることがありますか。

　　　ア　よくある。　　イ　ときどきある。　　ウ　ほとんどない。

　〔第29陶

　　（「ある」と答えた人だけ）　いっしょにどんな仕事をしますか。

　〔第30問〕

　　あなたは，おかあさんといっしょに佳事をすることがありますか。

　　　ア　よくある。　　イ　ときどきある。　　ウ　ほとんどない。

　〔第31問〕

　　（「ある」と答えた人だけ）　いっしょにどんな仕事をしますか。

　A　学校鋼および学校×男女別にみた場合

　第24。26・28。30間の四つについて，学校別および学校X男女別に集計した

結果を第49・50・51・52・53・54表の六つの表に示す。　（松江ではこれらの設

澗はしていない。）第49表の表中憂事ともに上の数掌は第24間，下の数字は第

26問の選択厳支持率。第50表の命中釣虻の上の数字は第28問，下の数字は第30

問の選択肢支持率を示す。それぞれ現在父親をもっている子どもの総数，母親

をもっている子ども総数に対する齋分比である。
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第49表　おとうさん（おかあさん）は，

　　　ますか。　（学校劉）

あなたといっしょに遊んでくれることがあり

（単位：パーセント）

選択肢

よ　くある

ときどきある

ほとんどない

無　　　　答
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0
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まず第49表から次のことがわかる。

（1）子どもは，親がいっしょに遊んでくれることは非常に少ないと意識して

いる。これは，福島・梁川のどの学校でもそうである。

　（2＞子どもは，父親よりも母親のほうが一層遊んでくれることが少ないと意

識している。これは，福島・梁川のどの学校でもそうである。（「よくある」の

選択厳支持率は，梁川高校のほかはすべて父親が母親よりも高い。「ときどき

ある」の選択厳支持率はどの学校でも父親が母親よりも高い。反対に「ほとん

どない」の支持率は，どの学校でも父親が母親よりも低い。）

　（3）概して「よくある」「ときどき「ある」と肯定的な回答をするのは小学生

のほうが多く，「ほどんどない」と否定的な平目：をするのは中高校生のほうが

多い。

　（4）いくつか例外があるが，概して肯定的な回答をするのは福島のほうが多

く，否定的な圏答をするのは梁川のほうが多い。農村の子どもが都市の子ども

よりも否定的な團答をするのである。
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第50表　おとうさん（おかあさん）といっしょに仕事をすることがありますか。（学

　　校別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1：パーセント）

選択肢

よ　く　ある

ときどきある

ほとんどない

無 答
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　第50表から次のことがわかる。

　（1）第49表の親といっしょに遊ぶということと比べると，親といっしょに遊

ぶよりも親といっしょに仕事をすることのほうがよくあると意識している子ど．

ものほうがずっと多い。これは福島1小の父の場合を除いて，どの学校でもそ

うである。（「ほとんどない」の支持率は，福島1小の父を除いて，あとはすべ

て第49表が第50表よりもずっと高い。反対に「よくある」「ときどきある」の

支持率は，福島1小の父を除いて，あとはすべて第49表が第50表よりも低い。〉

　②　子どもは，父親よりも母親といっしょに仕事をすることが多いと意識し

ている。（「よくある」の支持率は福島・梁川のどの学校でも母親が低い。）

　第49表では，子どもは母親よりも父親といっしょに遊ぶことが多いと意識し

ているから，この意味で遊ぶことを通しての子どもと父親。母親の関係と，仕

事をいっしょにすることを通しての子どもと父親・三親の関係は，逆の関係に

姫。

　第51表と第52表から次のことがわかる。
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第51表　おとうさんは，あなたといっし≧に遊んでくれることがありますか。（学校

　　×男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセソの

選択肢

よ　くある
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ほとんどない
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第52表　おかあさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがありますか。　（学校

　　x男女別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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　（1）母親が自分といっしょに遊んでくれることがよくあると意識しているの

は，男子よりも女子に多い。これは，福島・梁川のどの学校でもそうである。

（第52表で「よくある」」ときどきある」の支持率は，どの学校でも女子が男

子よりも高く，「ほとんどない」の支持率は，反対にどの学校でも女子が男子

よりも低い。」

　第51表で父親が自分といっしょに遊んでくれることがよくあると意識してい

るのは女子よりも男子に多いという関係がどの学校でもみられるとおもしろい。
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だが残念なことに，この関係は，福島！小・杉妻清沢小・梁娼小・粟野五十沢

小・梁川高校には発られるが，そのほかの学校では冤られない。

　②　ごく概略的に書って，親といっしょに遊ぶことが少ないと意識している

子どもは．男女ともに上級学校にいくほど多くなる。　（第51表の「ほとんどな

い」の支持率は，梁川高校の男子にi著しい例外があるが，ほぼ上級学校にいく

ほど高くなる。第52表の「ほとんどない」の支持率も，男女ともにほぼ上級学

校にいくほど高くなる。）

　第53表と第54表から次のことがわかる。

第53表　あなたは，おとうさんといっLxtt仕鱗をすることがありますか。　（学校x

　　男女別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単働バ＿．a：ソの

よくある

ときどきある

ほとi〈tどない、
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第54表　あなたは，おかあさんといっしょに佳纂をすることがありますか。（学校x

　　男女別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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　（1）父親といっしょに仕事をすることがあると意識しているのは，女子より

も男子のほうが多い。　（第53表で「よくある」「ときどきある」の支持率は，

福島1小と梁川高校のほかは，どれも男子が女子よりも高い。「ほとんどない」

の支持率は，反対にどの学校でも女子が男子よりも高い。）

　第51表と52表で，母親が自分といっしょに遊んでくれることがよくあると意

識しているのは，福島・梁川のどの学校でも男子よりも女子に多い，というこ

とがわかっている。したがって，ここで第53表と54表でわかった前述のことと

を合わせれば，次のようになる。

　遊びおよび仕事をいっしょにするということを通しての親と子どもの結びつ

きを性別にみると，福島・梁川のどの学校でも，男子伸→母親，女子←→父親

という異性同士の結びつきよりも，男子←→父親，女子←→母親という岡性岡

士の結びつきのほうが強い。　（これは職業別にみた場合も同じ。第55・56。57

・58表を参照。）

　ところで，第22問「困ったことがあったとき，あなたはふつう，家族の中で，

だれに最初に相談したいと思いますか。」の圓答を集計した結果では，父親に

相談するというのは，女子よりも男子に多く，母親に相談するというのは，反

対に男子よりも女子に多い，ということがわかっている。　（くわしくは，第6

表（21ページ）を参照。）

　また，第32問「家族の中で，あなたがいちばん話のしゃすいと思う人は，だ

れですか。反対に，家族の申で，いちばん話のしにくいと思う入は，だれです

か。」という乏いに対する子どもの回答を整理してみると，父親を話しやすい

とするものは，女子よりも男子に多く，母親を話しやすいとするものは，男子

よりも女子に多い，ということがわかっている。　（くわしくは，第11表（27ペ

ージ）を参照。）

　第21問「家族の中で，あなたがふだんいちばん多く話をする根手のかたは，

だれですか。その次に，あなたが多く話をする相手のかたは，だれですか。反

対に，話すことがいちばん少ないと思う相手のかたは，だれですか。その次に，

少ないと思う相手のかたは？」に紺する子どもの圓答を集計した結果では，男

子←→父親のコミュニケーションは女子←→父親のコミュニケーションよりも
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強く，反対に男子←→母親の＝ミュニケーーションは女子←→母親のコミェ＝ケ

・・一 Vョンよりも弱い。福島。全州のどの学校の子どもも，上のように意識して

いることがわかったのである。　（くわしくは，第17表（36ページ）を参照。）

　つまり，コミュニケ・rH・ショソ，またはコミュ＝ケーションのしゃすさに関す

る以上の三つの設問（第22・32・21問）を通して，親と子どもの結びつきを性

別にみると，福島。梁罵のどの学校でも，男子←→母親女子栖→父親という

異性同士の結びつきよりも，男子←→父親，女子←→母親という同性同士の結

びつきのほうが強い，ということになる。そして，このことは，遊びおよび仕

事をいっしょにするということを通しての親と子どもの結びつぎを性別にみた

際にわかった前述の事実，つまり福島・梁川のどの学校でも，男子静→母親，

女子←→父親という異性博士の結びつきよりも，男子←→父親，女子←→母親

という同性同士の結びつきのほうが強いという事実と非常に深い関係をもって

い・のであ姫・（・ちら・1・・トリであり担ちら廊帽であるとは・一、

概に言いきることはできるまい。おそらく双方のそれぞれが他に対してニワト

リであり，タマゴであるのだろう。）、．、、…

　（3）親といっしょに仕事をすることがある乏意識しているのは，中高校生の

場合福島より　vaJIIの子どもに多い。これは男子・女子ともにそうである。　（第

53表でも第54表でも，「ほとんどない」の支持率は，男＃ともに梁川のほうが

低い。）小学生の場合は，あまりはっきりした関係がみられない。

　これを第51表・52表の親といっしょに遊ぶ場食と比較してみると，親がいっ

しょに遊んでくれることがあると意識しているのは，2，3の例外はあるが，

概して小中高校ともに福島のほうが多い。つまりごく概略的に言って，福島の

子どもは親といっしょに仕事をするよりも遊ぶことのほうがよくあると意識し

ている。少なくとも中高校生の子どもの間では男女ともにそうである。都市と

農村の閥の違いと解釈してよいだろう。

　B　職業別にみた場合

　福島1中と梁川中学の子どもの回答を職業別にみると，第55・56・57・58表

のようになる。
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第55褒　おとうさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがありますか。　（職業

　　男の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；パー七ソト）

橿　　島　　1　　中 梁　　川　　中　　学

農家終生劇商家 農家期生棚下家
男女陣女悌女 湧女陣女纏女

よ　くある

ﾆきどきある

ﾙとんどない
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P・76．2　57．1

@0　　　0

第56表　おかあさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがありますか。（職業

　　励）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：’く一セント）

福　　島　　1　　中 梁　　川　　中　　学

農家葭生醐商家 農辮給生酬商家
男女i男女i男女 男女悌女男女

よ　くある

ﾆきどきある

ﾙとんどない

ｳ　　　答

　0　4．81．0　6。3

S．0　23．813．0　32．4

X2．0　7L482．0　59．5

S。0　　0　4　L8

2。9　9。7

P4．3　29．0

W2．9　61．3

@0　　　0

　0　0．7

X．4　2L1

W8．5　76．1

Q．2　2．1

　0　　7。7　　G　　　O

S．5　23．18．7　50．0

I諺：1讐
第55表と第56表から次のこと演わかる。

（1）父親・三親がいっしょに遊んでくれることが少ないと意識しているのは，

農家の子どもが最も多い。これは，福島・梁州の男女ともにそうである。　（第

55・56表で「ほとんどない」の支持率は，福島・梁川の男女ともに農家が最も

高い。）

　（2）父親がいっしょに遊んでくれることがないという意識は，概して男子よ

りも女子に強く，反対に母親がいっしょ．に遊んでくれることがないという意識

は，女一itりも男子に強い。　（第55表の「ほとんどない」の支持率は，梁川の

俸給生活者のほかは，すべて女子のほうが高い。第56表の「ほとんどない」の

支持率は，すべて男子のほうが高い。）

　第57表と第58表から次のことがわかる。
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鎮57表　あなたは，おとうさんと，いっしょに仕事をすることがありますか。（職業

　　別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パー七ソト）

よくある
ときどきある

ほとんどない

無　　　筈

福　　島　　1　中 梁　　川　　中　　学

農辮給生物【商家

男女擁女悌女
21．7　9．5

52．　2　38．　1

26．1　47．6

　0　4．8

11L．1　6．4

44．4　36．7

4L　4　53．2

3．0　3．8

5．7　10．3

40．0　31．0

48．6　58．6

5．7　O

降家齢生壁i商家
湧女i男女陣三
鷹：謡、1：1

17．3　30．3115．0　58．3

2．2　1．41　5．0　8．3

19．　0

47．　6

33．　3

　0

14．　3

35．7

50．　O

　o

第58表　あなたは，おかあさんといっしょに仕事をすることがありますか。（職業別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パr・一セント）

よくある
ときどきある

億とんどない

無　　　箸

福　　島　　1　中

農辮緻瀦i商家
男列男女悌女
16．0　52修4

60．　0　38．　1

20．0　9．5

4．0　O

3．0　3e．6

42．e　55．0

53．0　13．5

2．0　O．9

5．7　29．0

42．　9　58．　1

51．4　12．9

　0　　　0

梁　　川　　中　　学

農家齢生面陣家
1男　女｛男　女｛男　女
I

E：LO．8　40．81　9．1　30．8
t

i51．1　52．836．4　46．2
11：’一　一一’Vi

33．　1　　　4．2，50．0　23．1
1s．o　2．il　4．s　o

4．3

43．　5

43．　5

8．　7

35．7

se．　0

14．　3

　0

（1）父親といっしょに仕事をすることが多いと意識しているのは，農家の子

どもに最も多い。これは，福島・梁川の男女ともにそうである。　（第57表で，

「よくある」と「ときどきある」の二つの選択肢の支持率を合わせたものは，

福島・梁川の男女ともに農家が最も高い。反対に「ほとんどない」の支持率は，

梁川の女子に例外があるが，ほかはすべて農家が最も低い。）

　（2）母親といっしょに仕事をすることが多いと意識しているのも，農家の子

どもが最も多い。これも，福島・梁川の男女とも1・aそうである。　（第58表で，

「よくあるJと「ときどきある」の二つの選択肢の支持率の含計は，福島・梁

川の男女ともに農家が最も高い○反対にヂほとんどない」の支持率は，福島・

梁川の男女ともに農家が最も少ない。）

　ハまり遊びを通しての親との結びつき，および仕事を嘱しての親との結びつ

きについての子どもの意識を職業別にみると，農家の子どもは，他の二つの職
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業層の子どもに対して，全く逆の闘係に立つ。

　㈲　父親といっしょに仕事をすることがあると意識しているのは，女子より

も男子に多い。これは，福島・梁川のどの職業層の男女ともにそうである。反

対に，母親といっしょに仕事をすることがあると意識しているのは，男子より

も女子に多い。これも，福島・梁摺のどの職業層の男女ともにそうである。

（「よくある」と「ときどきある」の支持率の合計は，すべて第57表では男子1

が高く，第58表では女子が高い。「ほとんどない」は，反対に第57表ではすべ：

て女子が高く，第58表ではすべて男子が高い。）

’　12．’家庭の中でよく話す人・あまり話さない人はだれか

．〔第1燗〕’　　　　　　　　　　　一tt　　　　　　　．．．＿

　家族のみなさんは，みんなで話をしながら食事をすることのほうが多いで

：すか。それともデあまり話をしないで食事をすることのほうが多いですか。

　　ア　みんなで話をしながら食事をすることが多い。

　　イ　あまり話をしないで食：事をすることが多い。

　　ウ’どちらともいえない。「

亡鄭1問〕

　A　食事のときセこ，よく話すのは，だれですか。　　　＿＿■：．’．．一＿＿＿．＿＿

　B　おもにどんなことが話題になりますか。　　　　　＿＿＿＿＿＿．＿＿

〔第12問〕

　食事以外のときに，家族のかたが集まって，くつろいで雑談や世間話など

をするようなことがありますか。

　　ア　よくある。　　　イ　ときどきある。　　　ウ　禄とんどない。

〔第13問〕

　そのようなときに，あなたは，よく話すほうですか。それとも，だまって

いるほうですか。

　　ア　よく話すほうだ。　イ　だまっているほうだ。　ウ　どちらとも

いえない。

〔第14閣〕
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　　（A）家族の中で，よく話すのは，だれとだれですか。　．＿＿＿＿＿＿．＿＿

　　（B）おもにどんなことが話題になりますか。　　　　　＿＿＿．＿＿＿．＿．．．

　〔第15闊〕

　　あなたのおうちでは，なにかを決めるために，家族のかたが集まって相談

　するようなことがありますか。

　　　ア　ある。　　　イ　ない。

　〔第16問〕’

　　（「ある」と答えた人だけ）　最近はどんなことを相談しましたか。

　A　みんなで話をしながら食事をするか　だまってするか

　第10問に対する回答を学校別に集計してみると，第59表のようになる。　（松

江ではこの設問はしていない。）

　第59表　家族のみなさんはジみんなで話をU’ながら食事をするヒとのほうが多いです

　　　　か。それとも，あまり話をしないで食事をすることのほうが多いですか。（学

　　　　校別）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　’　　．　　　（）9ft：パーセント）

福　　島　　市 梁　　川　　町

・蠣酬圃敲 剰萎灘瑚融
みんなで話をしながら食：事
�ｷることが多い
?まり話をしないで食毒を
ｷることが多い

ﾇちらともいえない

ｳ答，その他

内5。。i，。。

@21．5　32．9

@24．5　17．1

@　0　　　0

48．4

P9．9

R0．9

O．9

61．4

P1．2

Q4．4．

≠潤o

i　37．3

@39．5

@22．6

@0．6

35．0

R9．8

Q4．4

O．8

47．2

Q4．7

Q5．8

Q．4

53．6

P2．7

R0．6

R．2

　この表から次のことがわかる。

　（1＞福島と梁川の比較をすると，「みんなで話をしながら，食事をすること

が多い」と答えているのは，小中高校ともに福島のほうが多い。農村の子ども

の回答のほうが消極的である。

　（2）小中高校の比較をすると，「あまり話をしないで，食事をすることが多

い」と答えているのは，福島・梁川ともに上級学校にいくほど少なくなる。

「みんなで話をしながら，食事をすることが多い」と答えているのは，梁川では
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上級学校にいくほど多くなっているが，福島では中学のところがそうなってい

ない。概して，都市の場合も農村の場合も小学生の回答のほうが消極的である。

　なお職業別にみてみたが，福島1中と梁川中学に共通した傾向的な違いは現

われていない。　（統計表をのせることは，とりやめる。）

　B　食事以外のときに　くつろいで話をすることがあるか

　第12問に対する回答を学校別および職業別に集計した結果は，第60表（イ）（ロ）に

示すとおりである。

　第60表　食事以外のときに，家族のかたが集まって，くつろいで雑談や世間話などを

　　　　するようなことがありますか。

　　④学校　別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

よ

福　　島　　市 梁　　川　　町 松　江　布

・小綿こ沖融 二二二二蔽 州中学隊
くある
ﾜりない
ﾆんどない

､，その他

30．1

S5．4

Q3．3

P．2

32．9

S3．6

Q3．6

@0

41．4

S1．8

P6．6

O．2

61．4

R2．7

T．6

O．3

26．0　31．7

S3。5　43，1

R0。5　24。4

@0　　0。8

33．86ユ。5

S7．43三．7

刀F！

61，243．1

R1，840．2

U，915．3

@0　1，4

60．1

R0．6

W．5

O．8

⑭　職業　別
（単車：パーセント）

よ　く　ある

あまりない
ほとんどない

無　　　　答

福島　1中 梁川中学 松江中学

酬出生i爾廊雛生防1綱離生防
　　　　　　　I141．31　46．71　34．3il　32．7

39．1　　40．工　　46．3　　47．2

19．61　13．21　19．411　19．4

　el　ol　oil　o．7

37．　1

51．　4

11．4

　0

27．　0

48．　6

24．　3

　e

38．　9

44．　4

13．　0

3．7

46．41　41．5

38．8i　50．9

13．ll　Z　5

1．　6i　O

　この二つの表から次のことがわかる。

　（1）福島・松江と梁川の比較をすると，「よくある」と答えているのは，高

校は鯛として小中校は福島・松江のほうが多く，「あまりない」と「ほとんど

ない」を合わせたものは，高校は別として，反対に梁川のほうが多い。

　（2）小中高校別にみてみると，「よくある」と答えているのは，松江は別だ

が，福島と梁川では上級学校にいくほど「よくある」と答えているのが多くな

　　　　　　　　　　　　　　　　　10｛



り，反対に「あまりない」と答えたものと「ほとんどない」と副えたものとを

あわせた比率は，上級学椥こいくほど少なくなる。子どもの成長段階に応じて

意識がはっきりと異なっている。

　（3）職業別にみてみると，「よくある」と答えているのは，福島。梁川・松

江ともに俸給生活巻が最も多い。「あまりない」または「ほとんどない」と答

えているのは，福島・梁川・松江ともに商家の子どもが最も多く，次いで農家。

俸給生活者の子どもは最も少ない。家庭の職業の違いによる違いがかなりはっ

きりと出ている。

　C　子どもは　そのようなときによく話すか

　第13問に対する回答を集計した結果は，第61表（t）（u）のに示すとおりである。

　表61表　そのようなときに，あなたは，よく話すほうですか◎それとも，だまってい

　　　　るほうですか。

　　（イ）学校別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1：パーセント）

福　　島　　市 梁　　ノll　町

・小襯／・中離剰難淵梁中締

よく話すほうだ 39，340．0 4G．0 51．2 31．1

だまっているほうだ 19，025．7 13．6 1G．2 26．6

どちらともいえない 39，334．3 42．0 35．6 4工．8
@　｛

無　　　　箸 2。5　　0 4．4 3．0 tq6i
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lsJ・91　．？・1
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39．　6140．　2i3＆　4

・闘・・

（の　学校×男女別

（単位：パーセント）

よく話すをまうti

だまっているほうだ

iどちらともいえない

無　　　　箸
1

、響際1、漏レ舗隷侵i、急／轟轟校
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（A）職業　別

（1酒量：！く醐セント）

よく話すほうだ

だまっているほうだ

どちらともいえない

無　　　　　答

福島　1中

農家縫生彫
男女F’egmm．t－1男女

12．　0

42．　9

28．　0

9．5

52．　0

47．　6

8．　O
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．
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◎
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28．　4

46．　9

18．　4

15．4

50．　4

36．　4

2．　8

L4

松江中学
廊1離生瞬1
1男女1男裁男女i
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U
O
e
O

2
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）
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0
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7

0
ド
ブ
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n
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0
1
0
0
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1

只
）
4
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1
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0
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4

r
D
8

∩
δ
ど
フ5
5 r
O
O

5

◎
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4

4
4
．

0
0

33，034．61

67。5　　51。91

’1：111：！

　　　50．Oi53。0
25．3　　37，α

　　　　　
4．0　3．8i

4・83・7i

　これら三つの表から次のことがわかる。

　（1）（イ）表で都市（福島・松江）と農村（梁川）の比較をしてみると，「よく

話すほうた」と答えたのは，福島1中と梁川中学の間で例外があるが，、、そのほ

かはすべて都市のほうが農村よりも多い。反対に「だまっているほうだ」と答

えたのは，t福島高校と梁月縞校の間で例外があるが，簗のほかはすべて農村の

々2うカミ多し、o

　次にの表で職業間の比較をしてみると，「よく話すほうだ」と答えているの

は，福島・梁川・松江の男女ともに農家の子どもが最も少なく，反対に「だま

っているほうだ」と容えているのは，福島1中の女の場合を除けば，あとはど

れも農家の子どもが最も多い。

　つまり，ごく大ざっぱに言って，農村の子ども・農家の子どもは，都会の子

ども・俸給生活者や商家の子どもよりも，消極的な輿寄をするものが多いので

塑。

　（2）㈲表および⑭表で男女の比較をしてみると，「よく話すほうだ」と答え

ているのは，概して男よりも女に多い（㈲表で福島1小、杉妻小・清沢小，梁

川小の三つが例外）。反対に「だまっているほうだ」と答えているのes　，（ロ）表

㊥表ともに概して男に多い（梁州小だけが例夕F）。つまりごく大ざっぱに言って，

女子よりも男子のほうに消極的な回答をするものが多い。
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　（3）小中高校閥の比較してみると，福島・梁川・松江の男女の全部に共通し

た傾向的な違いは認められない。

　D　なにかを決めるために　寂族のものが集まって　みんなで相談するこどがあるか

　第15問に対する回答を集計した結果をee62表（i）（のに示す。

　第62表　あなたのおうちでは，なにかをきめるために，家族のかたがみんなで相談す

　　　　るようなことがありますか。

　　（d）学校別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝ith＝ノミーセソト）

あ
な
無

る
い
答

福 島 市

・蠣灘沖植校
28．　8

7L　2

　e

27．　1

72．　1

0．7

35．　2

63．　5

1．3

64．　4

32．　0

3．　3

梁 ーーノ 町

梁小li鰍i獅隔校
30．　5

68．　9

0．　6

27．　6

71．　5

e．　s

35．　6

61．　8

2．　6

57．　9

38．　9

3．　2

⑭職業　別
（単位：パーセント）

あ
な
無

る
い
答

福　　島　　1　　中 梁　　川　　中　　学

農家階給蝋商家帳家齢生瀦1商家
28．　3

71．　7

　e

40．1

58．　5

1．4

29．　9

68．　7

L5

36．　6

60．　9

2．5

4e．　0

51．　4

8．　6

37．　8

62．　2

　0

　この二つの表から次のことがわかる。

　（1）福島と梁摺を比較してみると，高校を除けば，両者の間にほとんど違い

はない。

　（2）小中高校Sij　llみると，福島・梁川ともに，上級学校にいくほど「ある」

と答えるものが多くなり，反対に「ない」と篠えるものが少なくなる。子ども

の成長段階に応じて意識がはっきりと異なっている。これは，第12問「食事以

外のときに，家族のかたが集まって，くつろいで雑談や世高話などをするよう

なことがありますか」の結果と共通している。

　このような子どもの成長段階に応ずる意識の違いは，どのように解釈したら

よいのか。おそらく，どちらの場合も子どもが家庭の中で家族全体の話し合い

　　　　　　　　　　　　　　　　　le3



の場に参加する度合が，子どもの成長段階によって異なるという現実があるに

違いなく，それが子どもの意識の違いとなって反映されている，と解釈するの

が正しいのであろう。

　（3）職業別にみると，「ある」と答えるものは，福島・梁川ともに農家の子

どもが最も少なく，俸給生活者の子どもが最も多い。これも，第12問の集計結

果とかなり共通し，ている。

　E　家族の申で　よく語すのは　だれか

　第11問と第14問に対する回答を選択率の形で整理すると，第63表と第64表の

ようになる。表中各欄ともに上の数字はよく話すほうの選択率，下の数字はあ

まり話さないほうの選択率である。各欄のこの話すほうの選択率と話さないほ

うの選択率の差を求めると，第65・66衷のようになる。表中各欄の数字の右肩

についている①，②などの数字は，値の大きさに従ってつけた願位である。

　話すほう・話さないほうの二つの選択率の差の値の大きいものほど，子ども

によってよく話すと意識されている家族成員であり，反対にこの値の小さいも

のほど，子どもによってあまり話さないと意識されている家族成員である。一

応ごく大ざっぱにこう言うことができるだろう。
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第63表　㈹　食事のときに，よく話すのは，だれですか。

　　（B）あまり話さないのは，だれですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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第64表　　（第14問）

　　　㈲　家族の中で，よく話すのは，だれとだれですか。

　　　（B）あまり話さないで，聞くほうにまわっているのは，だれとだれですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセント）
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第65衷　食事のときにおける話す選択率一話さない選択率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセント）
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第66表　食事以外のときにおける話す選択二一話さない選択率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセント）
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　これら四つの表から次のことがわかる。

　（1）父親の第63表の話すほうの選択率は，福島・梁川ともに上級学校にいく

ほど小さくなり，話さないほうの選択率は，福島・梁川ともに上級学校にいく

ほど大きくなる傾向がある。したがって，この二つの選択率の差の値は，第65

表にあるとおり福島・梁川ともに上級学校へいくほど小さくなる。順位関係も

福島では小学・中学で9位であったものが高校で10位に下がり，W．Jllでは小学

で1・2位であったものが，中学・高校では6位まで下がっている。

　第64表でもこれと全く同じ傾向をみることができる。ここでも父親の話す選

択率は，福島・梁川ともに上級学校へいくほど小さくなり，話さない選択率は，

上級学校にいくほど大きくなる。したがってこの二つの選択率の差の値も，上

級学校にいくほgど小さくなる。　（第66表）
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つまり食事のときでも食事以外のときでも，「父理はよく話す」と意識する子

どもは，上級学校にいくほど少なくなる。反対に，「父親はあまり話さない」

と意識する子どもは上級学校にいくほど多くなる。

　（2）母親はどうか。第63表をみると，話す選択率は，福島・梁川の小中高校

ともに大体25％前後であって，上級学校にいくほど高くなるとか，低くなると

かいうことはない。つまり「母親はよく話す」という子どもの意識の勢力にあ

まり変化はない。ところが話さない選択率は，福島・指導ともに上級学校にい

くほど小さくなる。つまり「母親はあまり話さない」という子どもの意識は．

．上級学校セこいくにしたがって急速にその勢力を弱めていく。これは父親の場合

と全く逆の関係である。

　したがって，この話す・話さないの二つの選択率の差の値は，福島・梁川と

もに上級学校へいくほど大ぎくなる（第65表）。順位関係も，福島では小学では

6位であったものが中学・高校では4位。3位と上がっているし，梁川でも小

学で7位・5位であったものが中学で2位，高校では1位にまで上がってい

る。これも父親の揚合とは全く逆の関係である。

　第64表と第66表の母親の場合は，第63表と第65表ほどはっきFりした関係は出

ていない。第64表の話す選択率は，福島では上級学校にいくほど若干低くなる

傾向があり，梁川では高校が小中学よりも砦干高くなっている。しかし話さな

い選択率は，福島・梁川ともに上級学校へいくほど低くなる傾向がある。これ

は第63表の場合と隅じで，父親とは逆の関係である。第66表でも話す・話さな

いの二つの選択率の差の値は，福島では上級学校にいくほど大きくなっている

ということがそれほどはっきりした形では現われてはいないが，上灘ではそれ

が現われている。これも第65表の場合と興じで，父親とは逆の関係である。

　（3）以上のことを総含すると，次のようになる。「食事のとき・食事以外のと

き」，つまり家庭で「父親はよく話す」という子どもの意識は，全体として上

級学校にいくほどその勢力が弱まり，反対に「父親はあまり話さない」という

子どもの意識は，全体として上級学校にいくほどその勢力が強まっていく。

　これに対して，「家庭で母親はよく話す」という子どもの意識は，全体とし

て上級学校にいくほどその勢力が弱まるとか強まるとかいうはつきりした傾向
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はない。しかし，「家庭iで母親はあまり話さない」という子どもの意識は，全

体として上級学校にいくほどその勢力が弱まっていく。この傾向は，食事のと

きの場合（第63表）に非常に顕著である。

　つまり家庭における鷺常一般のコミュニケーションの場で，他の家族成員と

の相対的関係において「：父親はあまり話さない」という子どもの意識は，上級

学校にいくほどその勢力が強くなり，反対に「母親はあまり話さない」という

子どもの意識は，上級学校にいくほどその勢力が弱まっていく。子どもの目か

らみれば，　ドあ喪り話さない父親」は子どもが上級学校にいくほど多くなり，

rあまり話さない母親」は，反対に子どもが上級学校にいくほど少なくなると

いうことになる。父親と母親の言語活動に対する子どもの意識は，この点で全

くはっきりしたくいちがいをみぜているのである。

　父親と母親の言語活動の現実が子どものこの意識のとおりであるとすれば，

つまり子どもの意識が父親と母親の言語活動の現実を正しく反映しているもの

とすれば，たいへんおもしろい。しかし，このことを確かめるためセこは，もう

一つ別の側面からの調査が必要であろう。今後にのこされた課題の一つであるα

　（4）父親と母親の比較をつづけると，第65表では梁小と粟野・五十沢小の二

つを除けば，あとはすべて母親の値のほうが父親の値よりも大きい。第66表で

も二二・清沢小，二二など三つを除いて，ほかはすべて母親の値のほうが父親

の値よりも大きい。そしてこの大きさの程度は，65蓑の場合も66表の場合も高

校が最もいちじるしい。つまり家庭の中で，「よく話す人」と子どもが意識す

るのは，父親より母親であることのほうが多く，反目曹に「あまり話さない人」

と子どもが意識するのは，母親よりも父親であることのほうが多いのである。

　（5）第65・66表をみると，祖父・祖母の値は，2・3の例外はあるが，どの

学校でもマイナスであることが多い。つまり第63・64表で話す選択率よりも話

さない選択率のほうが大きいことが多い（第80表ではすべてそうである）。選

択率の差の値の順位：も9・10・11位と，概してどの学校でも最後尾のほうであ

る。つまり食事のときや食事以外のときなど，家庭における日常生活一般のコ

ミュニケーションの場で，祖：父と祖母は「話すことが最も少ない人」と子ども

に意識されていることが多い。子どものfiからみれば，おじいさんやおばあさ．
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んは，絹対的に雷って，家族の中でも口数が最も少ない成員なのである。

　（6）第65表と第66表を比較すると，父親・母親・祖父・姉は福島・梁摺のど

の学校でも第66表の値が65表の値よりも大きい。祖父と兄も，梁小を除いて，

庶かはどの学校も第66表の値のほうが大きい。

　これに対して，弟はどの学校でも第65表のほうが大きく，妹も福島高校を除

いて，また，本人も福島1中と福島高校を除いて，ほかはすべて第65表のほう

が大きい。つまり相対的に言って，父・母・祖父・祖母・兄・姉は食事のとき

よりも食事以外のときによく話し，弟・妹・本人は食事以外のときよりも食事

のときによく話す，という非常にはっきりした関係が成立しているのである。

13．子どもは教室でも積極的にものを言うか

〔第45問〕

　先生から答案をかえしてもらいました。よく見ると，正しい答えなのにま

ちがいにされています。先生に言って，なおしてもらいたいと思います。こ

んなとき，あなたは，そのことを先生にすぐ言えるほうですか。それとも，

雷えないほうですか。

　　ア　すぐ言えるほうだ。　　イ　言えないほうだ。

　　ウ　わからない。　　エ　その他（＿＿＿＿＿＿．＿＿．．＿＿＿＿．＿．．＿）

〔第46問〕

　数室で，先生がみんなに質問をされました。それがあなたに答えられるよ

うなものだったら，あなたは，どうしますか。

　　ア　すぐ手をあげる。　　イ　人が季をあげるのをみてから，手をあげ

　　　　る。　　ウ　手をあげない。　　エ　わからない。

　　オ　その他（＿＿．＿＿＿＿．．＿＿＿．＿＿＿．＿．＿＿＿）

〔第4燗〕

　ホームルームの時聞などで，あなたは，みんなの前で自分の意見をのべる

ほうですか。それとも，だまっているほうですか。

　　ア　いつも意見をのべるほうだ。　　イ　意見をのべることが多いほう

　　　　だ。　　ウ　だまっていることが多いほうだ。　　エ　いつもだま
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　　　　　っているほうだ。

〔第48問〕

　　（「だまっていることが多いほうだ」または「いつもだまっているほうだ」

　と答えた人だけ）　だまっているのは，なぜですか。

　　　ア意見がないから。

　　　イ　意見はあるが，言うのがはずかしいから。

　　　ウ　その侮（………………………・………・…・…………）

　〔第49問〕

　　クラスの中で，よく意見をのべるのは，だれとだれですか。　（氏名をはっ

　きり書いてください。以下同じ。）

　だまっているのは，だれとだれですか。

　おもしろいことを言って，みんなを笑わせるのは，だれとだれですか。

　以上第45問から第49問までの5問は，子どもが家庭を離れて，学校の教室で

も積極的にものを言う．か，どうか，その意識をたずねたものである。

　A　答案の採点の誤りを先生に書えるか

　まず第45問に対する子どもの図答を集計した結果は，第67表（イ）㈲のに示すと

おりである。
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第67表　先生から答案をかえしてもらいました。よく見ると，査しい答えなのにまち

　　がいにされています。先生に言って，なおしてもらいたいと思います。こんな

　　とき，あなたは，そめことを先生にすぐ言えるほうですか。それとも，言えな

　　いほうですか。

　④学校別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）
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㊨職業別
（単位：パーセント）
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　これら三つの表から次のことがわかる。

，　（1）．全体的にみると，粟野小・五十沢小を除けば，ほかはどの学校でも「す

ぐ言えるほうだ」と積極的な答えをしたものが，　「言えないほうだ」と消極的

な答えをしたものよりもはるかに多い（（t）表）。

　（2）小中高校の間の比較をすると，福島・梁川ともに積極的な答えをするも

のは，上級学校にいくほど多くなる。　（（イ）表で「すぐ言えるほうだ」と答えた

のは上級学校にいくほど多くなり．，「需えないほうだ」と答えたのは上級学級

にいくほど少なくなる。これは，（の表で男女別にみた場合も，おおむねそうで

ある。）

　（3）男子と女子の間には，福島・梁川の二つの地域に共通する傾向的な違い

はない。　（（ロ）表）

　④　職業間の比較をすると，消極的な回答をするのは，概して農家の子ども

が最も多い。　（⑭表で「すぐ言えるほうだ」と答えたのは，福島1中の女子を

除けば，あとは全部農家の子どもが最も少ない。反対に「言えないほうだ」と

答えたのは，福島1中と梁川中学の男子では農家の子どもが最も多い。）

　㈲　福島と梁川の比較をすると，積極的な箸えをするのは福島に多く，消極

的な答えをするのは梁川に多い。　（（イ）表で「すぐ言えるほうだ」と答えたのは
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，
繕

小中高校ともに福島のほうが多く，「言えないほうだ」と答えたのは，反対に

梁川のほうが多い。この関係は（p）表でも一，二の例外を除いて，きれいに保持

されている。）

　B　答え．ることができる先生の質問に窪してどうするか

　第46問の回答を集計整理すると，第68表（イ）（ロ）㊨のようになる。

　第68表　教室で，先生がみんなに質問をされました。それが，あなたに笛えられるよ

　　　　うなものだったら，あなたは，どうしますか。

　　④学校燐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセント）
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㊨職　業別
（ ）

すぐ手をあげる、．

人が手をあげるのを
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　0
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39．　1

28．　6

21．7

　0
13．　0

14．　3

　0
　0
　0
　0

この三つの表から次のことがわかる。

（1）、福島とV／．JIIの比較をすると，積極的な容えをするのは福島のほうが多く，

消極的な筈えをするのは梁川のほうが多い。　（（イ）表で「すぐ手をあげる」と答

えためは，小中高校ともに福島のほうが多い。反対に「人が手をあげるのをみ

てから，手をあげる」と消極的な答えをしたのは，梁川のほうが多い。）

　②　小中高校の間の比較をすると，福晶・梁川ともに積極的な答えをするの

は小学生に多く，消極的な答えをするのは高校生に多い。　（（イ）表で「すぐ手を

あげる」と答えたのは，上級学校にいくにつれて急激に減少する。反対に「手

をあげない」と答えたのは，上級学校にいくにつれて急激に増加する。これは，

（P）表で男女別にみた場合も岡じである。）

　⑧　男子と女予の閲には，それほどはっきりした傾向的な違いはない。強い

て雷えば，積極的な答えをするのは，どちらかと雷えば，女に多く，男に少な

い。

　（4）職業間の比較をすると，消極的な答えをするのは農家の子どもが最も多

い。　（の表で嚢子1の女子を除けば，　「すぐ手をあげる」と答えたのは農家の子

どもが最も少なく，反対に「手をあげない」と答えたのは農家の子どもが最も
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多い。）

　C　ホームルームの時間などで自分の意見を言うか

　第47問の集計結果は，第69表（d）㈲のの三つに示すとおりである。

第69表　ホームルームの時間などで，あなたは，みんなの前で宙分の意見をのべるほ

　　うですか。それとも，だまっているほうですか。

④学校別
（単位＝パーセント）
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㊨職業　別
（単位：バP・一セソの
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この三つの表から次のことがわかる。

（1）全体的にみると，積極的な答えをするのは， どの学校でも非常に少ない。

（（イ）表で「意見をのべるほうだ」と答えたのは，どの学校でも非常に少ない。

70パーセントから80パーセントのものが「だまっているほうだ」と消極的な答

えをしている。）

　（2）福島とSW．JIIの比較をしてみると，「意見をのべるほうだ」と積極的な答

えをするのは，小学では梁川が若干多く，高校では福島が多い。反対に「だま

っているほうだ」と消極的な答えをするのは，小学では福島に多く，高校では

梁川に多い（（4）表）。しかし，（ロ）表で男女別にみると，この関係は，必ずしも

男女の：双方に共通してみられるものではない。

　中学は，福島も梁川もほとんど同じである。

　（3）小中高校の間の比較をすると，vaJllでは積極的な答えをするのは小学生

に多く，中高校に少ない（④表）。これは，（Pt）表で男女別にみた嘱目も同じで

ある。

　（4）男女別にみると，概して積極的な答えをするのは男子に多く，消極的な

答えをするのは女子に多い。しかし，この関係には例外があり，どの学校でも

そうであるというわけではない（（ロ）表）。

　（5）職業別にみると，積極的な答えをするのは，福島では男女ともに農家が
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最：も少ない。梁川でも男子は農家が最も少ない。　（の表で，「いつも意見をの

べるほうだ」「意見をのべることが多いほうだ」と答えているのは，福島では

男女ともに農家が最も少なく，梁川でも男子は農家が最も少ない。反対に「だ

まっていることが多いほうだ」rいつもだまっているほうだ」と消極的な答え

をするのは，福島では男女がともに，梁州では男子が，それぞれ農家が最も多

い。）

　1）　だまっているのは　なぜか

　第48問の圓答を集計した結果は，第70表ω（ロ）（A）の三つに示すとおりである。

　算70表　（「だまっていることが多いほうだ」または「いつもだまっているほうだ」と

　　　答えた人だけ）　だまっているのは，なぜですか。

　　（d）学校別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント〉
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㊨職業別
（単｛立：パーセント）

t

意見カミないから

意見はあるが，言う
のがはずかしいから

そ　　の　　雷

公　　　　答

福　島　1　中

農家1無馨生1商家

勇女年女i男女
61．　9

42．1

38．　1

31．6

　0
2！．　1

　0
5．　3

52．　6

46．　7

28．　9

26．　1

14．　5

25．　e

3．　9

2．　2

so．　e

64．　0

33．　3

20．　O

IO．　0

16．　0

6．　6

　e

梁　川　中　学

農家麟生嫡家
男女 z女i男女
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．
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7
0

61

0
3

　
8

これら三つの表から次のことがわかる。

（1）福島と梁川の比較をすると，消極的な這えをしているのは，小中高校と

もに概して梁JIIの子どものほうが多い。　（（d）表で「意見がないから，だまって

いる」というのは粟野小・五十弱小のほかは，すべて福島が丹州よりも多い。

これに対して，「面皮はあるが，言うのがはずかしいから，だまっている」と

いう消極的な答えをするのは，粟野小・五十沢小のほかは，全部梁川が福島よ

りも多い。これは，（ロ）表で男女別にみた場合も大体罵じである。）

　（2）小中高校の間の比較をしてみると，F意見がないから，だまっている」

というのは，福島・梁川ともに高校生になると，急激に減少し，代わって「そ

の他の理由でだまっている」というのが急激に増える。福島高校は，それが特

に顕著である。

　子どもの回答がこのように「その他」に集中したということは，結局のとこ

1ろ選択肢の作りかたがたいへんまずかったからであるが，それはともかく，こ

こで高校生がrその他」の選択肢欄に記入したことの中から主なものを拾って

整理してみると，次の第71表のようになる。

i20



戯曲表　rその他」の理由の主なるもの

意見はあるが，言うのがめんどうくさいから

意見はあるが，言いたくないp・ら

意見はあるが，話しべただから・話すのが苦手だから。
どう話したらいいのかわからないから

自分の意見に薗信がないから・まちがっていると困るか
ら

意見を言うのがばからしいから・くだらないから

．人の意見を聞いているほうがおもしろいから

自分と同じ意見をよその人が言ってくれるから・自分の
意見は他人の意見と大体同じだから

意見を言っても仕方がない・無意味だ

雷う必要がないから

意翼、はあるが，話す機会がないから

みんなの前で話すのがきらいだから

意児を言っても，認めてもらえそうにないから

何となく

意見をいうのはいいが，あとで陰口をいわれるのがいや
だから

雷いをこくいから

ホgeムルームがおもしろくないから

ホームルームは余り重要でないから

意見をのべる入があまりいないから

考えすぎて語う機会をなくしてしまう

あまり関心のない意見が多いから

福島高校

馴女i
8
7
噌
三
3

7

7

4
1
2

1
1

『
Q
2
∩
◎

1

コ
⊥
2
5
2

1

2

1
1

梁川高校

判女
9
耐
9
付
－

2
1
1

1

3
0
ρ
Q5

1

2

1
9
臼
1
1
2

2

1

　（3）遊女の比較をしてみると，女子は男子よりも消極的な答えをするものが

多い。　（（ロ）表で「意見がないから，だまっている」というのは，杉妻小・清沢

小を除いてほかは全部男子のほうが多い。これに対して「意見はあるが，言う

のがはずかしいから，だまっている」と消極的な箸えをするのは，1中，杉妻

小・清沢小のほかは全部女子のほうが多い。）

　（4）職業間の比較をしてみると，福島・梁珊，それに男子と女子に共通する

傾向的な違いはない。ただし「意見はあるが，言うのがはずかしいから」とい

う消極的な答えをするのは，福島1中では男女ともに農家の子どもが最も多い。

「意見がないから，だまっている」というのは，福島・梁川ともに女子は農家
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が最も少ない。

　E　消極的な営語行動をとるのは　どの職業の子どもか

　第47問は，子どもたちに自分自身の言語行動について主観的な評価をさせた

ものである。これに紺して，第49問はクラス内の子どもたち全員の土語行動に

ついて栢互に自由に評価させようとしたものである。この第49闇の三つの記入

欄に子どもたちが書きこんだ名前にもとづいて，異なる職業の間の比較をして

みると，第72表④（ロ）㊨の三つに示すようになる。

第72表　④　クラスの中で，よく意見をのべるのは，だれとだれですか。

A　生徒総数
B　指名された異なり人数

C　指名されたのべ人数

　　B／A（パーセント）

　　C／A　（ノミーセソト）

福　島　1　中

農家1揺馨生1商家

　46

　6
　28
13．　0

60．　9

　213

　65
　327

30．　5

153．　5

　66

　21

　99
31．　8

150．　0

梁　Jli中　学

農家無生睡家
284

　56

233

19．　7

82．　e

　35

　27
　71
48．　6

2e2．　9

　37

　12
　92
32．　4

248．　6

⑭　だまっているのは，だれとだれですかo

1

A　生徒総数
B　指名された異なり人数

C　指名されたのべ人数

　　B／A（パーセント）

　　C／A（パーセント）

福　島　1　中

農家憲生i商劇

　46

　18

　88
39．　1

191．3

213

　54

196

25．　4

92．　0

　66

　17

　54

25．　8

81．　8

梁　川　中　学

農劉縫生陣門
　284

　119

　421

41．　9

148．　2

　35

　7
　27
20．　0

77．　1

　37

　6
　19

16．　2

51．　4

（A）おもしろいことを言って，みんなを笑わせるのは，だれとだれですか。

A生徒総数
B　指名された異なり人数

C　指名されたのべ人数

　　B／A（パーセント）

　　C／A（パーセント）

福　島　1　中

農家1蘇生i商家

　46

　4
　6
8．　7

13．　0

　2王3

　47
　294

22．　1

138．　0

　66

　20
　121

3e．　3

183．　3　1

梁　川　中　学

農家麟生｛商家

　284

　49
　326

17．　3

ユ玉4．8

　35

　11

　58
31．　4

165．7

　37
　25
　115
4e．　5

310．　8

122



　これら三つの表から次のことがわかる。

　（1）　「クラスの中で，よく意見をのべる」と指名された子どもの数がそれぞ

れの生徒総数に対する比率は，異なり人数でものべ人数でも，農家が最も少な

い。これは，福島でも梁川でもそうである。

　②　rクラスの申で，だまっている」と指名された子どもの数の全体に対す

る比率は，異なり人数でものべ人数でも，農家が最も多い。これは，福島・梁

川ともにそうである。

　（3）　「おもしろいことを番って，みんなを笑わせる」と指名された子どもの

数の全体に対する比率は，異なり人数でものべ人数でも，農家が最も少ない。

これは，福島・梁川ともにそうである。

　（4）つまり農家の子どもは，商家や俸給生活者の家庭の子どもに比して，ク

ラスの中で消極的な汐留行動をとっていると，他のクラ洛メ㌘トから評価され

ているのである。

14．子どもはバス・電車の中でも積極的にものを言うか

〔第50問〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きつぶ　　　　　　　　　　　しゃしよう
　ひとりでバス（電車）に乗りました。切符を買って，車掌さんからおつり

をもらいましたが，io著たりません。車掌さんに言って，もらおうと思いま

す。バスにはほかに人が乗っています。こんなとき，あなたは，そのことを

すぐ車掌さんに喪えるほうですか。

　　ア　すぐ言えるほうだ。　　イ　言えないほうだ。　　ウ　わからない。

　　オ　その他（＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿，．＿＿．＿＿）

〔第51陶

　バス（電車）に乗りました。何人かの人が乗っています。向かい側の席に

すわっている，見知らぬおばさんがハンカチを落としましたが，気がつかな

いでいます。こんなとき一一

　A　あなたは，そのおばさんに教えてあげたいと思いますか。

　　ア　そう思う。　　イ　そうは払わない。

　B　あなたは，おばさんに教えてあげるのを，はずかしいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　123



　　　ア　はずかしいと思う。　　イ　はずかしいと思わない。

　　C　あなたは，実際にそのおばさんに教えてあげますか。

　　　ア　教えてあげる。　　イ　教えてあげない。　　ウ　教えてあげたり，

　　　　教えてあげなかったりする。　　エ　わからない。

　以上第50問と第51問の二つは，子どもが家庭を離れて，パス・電車の中でも

積極的にものを言うかどうか，その意識をたずねたものである。場面をバス・

電車の中に設定したのは，①，バス・電箪はどの子どもも日常よく利用するも

のであることと，②，その中での車掌や見知らぬ乗客と子どもの関係は，どの

子どもにと6ても親疎・その他の条件の上でほぼ等質的なものと考えてよいは

ずである（したがって，子どもの回答にも等質性が期待できる）ことの二つの

理由による。

　A　おつりの不足を車掌に払えるか

　まず第50問に対する回答を集計すると，第73表④（n）ののようになる。

第73表　ひとりでバス（電車）に乗りました。切符を買って，車掌さんからおつりを

　　もらいましたが，10円たりません。車掌さんに言って，もらおうと思います。

　　パスにはほかに人が乗っています。こんなとき，あなたは，そのことをすぐ車

　　掌さんに雷えるほうですか。

　（d）学校劉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝バーーヒソト）

福 島 市

・小鷺オこレ中【離

すぐ言えるほうだ

言えないほうだ

わからない
そ　　の　　二

二　　　　答

66．　9

14．　7

16．　6

1．8

　0

48．　6

26．　4

20．　0

5．　O

　o

50．“　56．8

23．　6

22．　3

3．　2

0．7

梁 ーーノ 1町

梁小鷺瓢梁中唐校

2
3
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4
0
1

F
D
O
O
6
4
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4
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り
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8
1
2
ハ
0
3

ρ
0
0
8
4
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27．　6

46．　3

22．　8

3．　2

　0

34．　5

34．　9

25．　3

2．　4

2．　0

44．　4

29．　8

20．　2

5．6

　0
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（ロ）学校×男女別

（単位：ノt一セント）

福　　島　　市 梁　　川　　町

・小縢劇沖離梁小屡鞠i梁中陣校
男女1男女浮女【男女男測男女陽刻男女

すぐ言えるほうだ
71．0　1　51L．9　1　43．9　1　50．3　E　51．　O　I　33．3　1　36．3　1　35．7

61．4　1　44．3　1　56．9　1　63．3　II　38．3　1　21．1　i　32．6　1　47．8

言えないほうだ U。8
P8．6

22．8

R1．1

26．8

Q0．2

2G．9

P9．3

3L3
R5．8

40．9

T2．6

33．8

R6．2

38．6

Q6．4

わからない
16．1

ｳ7．1

19．0

QL3
24．7

P9．7

24．8

PL3
14．6

P8．5

24．2

QL1
25．0

Q7．5

20．0

Q0．3

そ　　の　　他
1．1

Q．9

6．3

R．3

3．3

R．2

3．3

U．0

2．1

U．2

L5
T．3

3．3

k4
5．7

T．4

無　　　　答 0
0
0
0

1．3

@0
G．7

@0
1．0

P．2 0
0

1．7

Q．3 0
0

⑭職業別
（ま蛋民：ノt一セント）
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言え．ないほうだ

わからない
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梁　川　中　学

農　家i縫馨生｝商　家

男女陽女β女
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重
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4
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∩
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4
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4
7

7
戸
フ
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0
0
　
G
Oこの三つの表から次のことがわかる。

（1＞福島と梁川の比較をすると，小中高校ともに積極的な答えをするのは福

島に多く，消極的な答えをするのは梁川に多い。（（t）表で「すぐ言えるほうだ」

と答えたのは福島に多く，　「雷えないほうだ」と答えたのは梁川に多い。これ

は，（U）表で男女別にみた場合も同じである。）

　②　小中高校の問にはさしたる違いはない。
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　（3）男女別にみると，積極的な答えをするのは，福島・梁川ともに小学では

男一Rc多く，高校では女子に多い。

　（4）職業別にみると，「すぐ言えるほうだ」と答えたのは，男子では福島・

梁川ともに農家が最も少ない。しかし，その他の場禽は，職業間の関係が地域

により，また，男女のちがいによりまちまちである。

　B　見知らぬ乗客に舐をすることができるか

　第51問の回答を集計すると，第74表（A）⑧（C）（At）（B’）（C’）の六つの表に示す

ようになる。㈱⑧⑥は学校×男女別こみたもの。（A’）（Bt）（C’）は福島1中と

梁∫ll中学を職業別にみたものである。

第74表　バス（電車）に乗りました。何人かの入が乗っています。向かい側の庸にす

　　わっている，見知らぬおばさんがハンカチを落としましたが，気がつかないで

　　います。こんなとき一

　（A）あなたは，そのおばさんに教えてあげたいと思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：パーセント）

編 島 市

そ　う　思　う

そうは思わない

無 答

・小鼠釧・副蔽
㌔β女1男女β女
只
）
7
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5
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ソ
9 2
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ノ
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4
．
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O

96．　2

96．　7
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0
／
　
9
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6
2
2
0
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）
1
7
9
9
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0
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梁 1ーノ 町

賜屡融陳刺高校
男女．㌔男女1㌔
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1
0

（B）あなたは，おばさんに教えてあげるのを，はずかしいと思いますか◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1：パーセント）

はずかしいと思う

はずかしいとは思
わない

無　　　　答

編 島 梁 ーーノ 町

・列瀦こ｛坤隊砺艀鋤梁嘘・校，
男女陽女陽女門女闇女i男女1㌔男女
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（C）あなたは，実際にそのおばさんに教えてあげますか。

（単位：パーセント）

教えてあげる

教えてあげない

教えてあげたり，

あげなかったりす
る

わからない

無　　　元
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（C）あなたは，実際にそのおぼさんに数えてあげますか。
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　これら六つの表から次のことがわかる。

　（1）見知らぬおばさんがハンカチを落としたのを見たら，小中高校生ともに

大部分のものがそのことをおばさんに教えてやりたいと思っている。この傾向

は，概してわずかではあるが，女子のほうが男子よりも強い。　（梁川ではこれ

がはっきりしている。）

　福島と梁川とでは，男子は，高州のほうがnegativeな讐えをする傾向が強

い。女子は，ほとんど変わらない。小中高校の聞に傾向的な違いはない。職業

別にみると，福島・梁川ともに，negativeな答えをするのは，農家の子ども

が多い。

　（2）人前で見知らぬおばさんに教えてあげることをはずかしいと思うと答え

たのは，概して女子よりも男子に多い。福島と梁川とでは，わずかではあるが，

三下のほうが多い。小学校ではこれがはっきりしている。

　小中高校の間に傾向的な違いはない。職業別には，男子では福島・梁川とも

に「はずかしいと思う」と筈えたのは，商家の子どもが最も多く，次いで農家

の子ども。俸給生活者の子どもは最も少ない。女子は，福島と梁川とでは傾向

がちがう。

　（3）　「実際にそのおばさんに教えてやる」と積極的な答えをするのは，概し
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て男子よりも女子に多い。小中高校捌，福島・梁摺の地域別にはほとんど違い

はない。

　職業別には「教えてあげる」と筈えたのは，男子では福島・梁月iともに農家

の子どもが最も少ない。しかし，女子は福島と梁川とで傾向がちがう。

　15．子どもと親との結びつきについて

　A　子どもが尊敬する人はだれか

　〔第52問〕

　　あなたが尊敬している人をふたりだけ書いてください。

　福島と梁川で，中学生と高校生にやってもらった向性検査を別にすれば，こ

の第52問が最：後の設問になる。　（松江では，この第52問はやっていない。）

　この設問を試みたのは，次の二つのことが知りたかったからである。

　（1）子どもが尊敬する人物は，具体的にどのような人物か。

　（2）それら子どもの尊敬する人物の中で．子どもの父親・母親およびその他

の家族成員はどれだけのウェイトをしめているか。つまり尊敬する人物として

自分の父親・母親その他の家族成員をあげる子どもがどれだけいるか。

　しかしこのうち（1）についての集計結果をここで報告することは，紙幅の都合

上とりやめ，②についてだけ報告することにする。

　子どもが尊敬する人物どしてあげた家族成員とその数は，第75表に示すとお

りである。
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第75表　子どもが尊敬する人物としての家族成員

父
母

父
母
祖
視

兄
姉
弟
妹

族
分
家
自

福 島 市

・寒詣劃・中海校
男女1男女1男女陽女
10（ll．　1）

15　（21．　4）

9（　9．7）

17（24．　3）

1（　6．3）

2（　5．　0）

2（　4．3）

1（　2．　9）

1（　5．　6）

12（15．　8）

11（18．　0）

10（12．　7）

13（21．　3）

豆（9。1）

1（　4．　3）

3（14．　3）

2（　4．3）

2（　4．3）

39（17．　e）

58（28．　6）

38（16．　2）

58（26．　9）

2（　7．7）

3（11．5）

3（　2．6）

2（　1．8）

2（　1．　5）

1（　O．　9）

エ（0．9）

1（　O．　4）

21　（15．　0）

13（　9．　2）

14（　9．2）

19（12．　7）

1（10．　0）

1（　2．　5）

梁 i一1 町

梁小蹉編こ梁中陣校

男女P女油女1男女
4（　4．3）

8（10．　3）

4（　4．2）

8（　9．9）

3（12．　0）

3（　7．　1）

1（　1．8）

1（　1．O）

7（11．　1）

10（17．　9）

7（le．　6）

10（17．　5）

3（12．　0）

1（　5．　0）

3（　8．8）

1（　4．　2）

1（　L9）

29（12．　8）

44（21．1）

29（12．　4）

51（23．8）

3（　6．　0）

3（　6．2）

2（　2．　3）

5（　5．　7）

2（三．4）

5（　4．　0）

4（　2．　9）

3（　2．3）

1（　O．　8）

1（　O．　4）

22（32．　4）

64（36．　6）

25（36．　2）

74（41s　3）

工（5．3）

4（　6．2）

1（　2．3）

3（　3．　2）

3（　4．　9）

1（　1．4）

　儲考：各欄カッコ内の数字は選択率。

　表中各欄の数字のうちカッコでつつまれていない数字は成員数，カッコ内の

数宇はそれぞれの成員の総数に対する比率，つまり選択率である。この表から

次のことがわかる。

　（1）尊敬する人物として父親・母親をあげる子どもの数，つまり選択率は，

学校によってかなりでこぼこがあり，一様ではない。

　（2）しかし，母親の選択率は，どの学校でも女子のほうが男子よりも高い。

父親の選択率も，福島高校を除けば，ほかは全部女子の像うが男子よりも高い。

つまり尊敬する人物として自分の親をあげるのは，概してどの学校でも男子よ

り女子のほうが多いのである。

　（3）男子の父親・母親の二つの選択率を比較すると，梁川高校のほかはどの

学校でも，わずかではあるが，すべて父親の選択率のほうが母親の選択率より

　　　　　　　　　　　　　　　　130



も大きい。女子の揚合は，福島1小，杉妻小・清沢小，福島高校，梁摺中，梁

川高校の五つでは，これとは反対に（やはりわずかではあるが）母親の選択率

のほうが大きい。残りの梁川小と粟野小・五十高小の二つは，二つの選択率は

ほとんど同じ，福島1中だけが母親の選択率が父親の選択率よりもわずかだけ

多いにすぎない。

　つまり，親を尊敬するという意味での親に対する子どもの心理的結びつきも，

ごく大ざっぱに言って，男子→母親，女子一→父親の異性岡士の結びつきよ

りも，男子→父親，女子一7＞母親の同性同士の結びつぎのほうが，たとえわ

ずかにもせよ，強いことが多いのである。　（男子→父親とee一？一一一一一〉母SAの場

合は，このことが非常にはっきりしている。女子→父親と女子→母親の場

合も少なくとも岡性同士の親子の結びつきが異性同士の親子の結びつきよりも

弱いことは，非常に少ない。）

　B子どもと親の結びつきについて

　第22問「困ったことがあったとき，あなたはふつう，家族の中で，だれに最

初に網談したいと思いますか。」の回答を集計した結果では，父親に相談する

というのは女子よりも男子に多く，母親に相談するというのは反対に男子より

も女子に多い，ということがわかっている。

　第32問r家族の中で，あなたがいちばん話のしゃすいと思う人は，だれです，

か。反対に，家族の中で，いちぼん話のしにくいと思う人は，だれですか。」

の回答を集計した結果では，父親を話しやすいとするものは女子よりも男子に

多く，母親を話しやすいとするものは反対に男子よりも女子に多い，というこ

とがわかっている。

　第21問「察族の中で，あなたがふだんいちばん多く話をする相手のかたは，

だれですか。その次に，あなたが多く話をする絹手のかたは，だれですか。反

対に，話すことがいちばん少ないと思う面上のかたは，だれですか。その次に，

少ないと思う相手のかたは？」の回答を集計した結果では，男子←→父親のコ

ミュニケーションは女子く一→母親のコミェニケーショソよりも強く，反対に男

子←→母親のコミュニケーションは女子←→母親のコミェニケtr一ショソよりも

弱い，ということがわかっている。
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　第24問「おとうさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがありますか。」

と第26問「おかあさんは，あなたといっしょに遊んでくれることがあります

か。j，それに第28問「あなたは，おとうさんといっしょに仕事をすることがあ

りますか。」と第3G問「あなたは，おかあさんといっしょに仕事をすることが

ありますか。」の四つの設問に対する回答を集計した結果では，遊びおよび仕

事を親といっしょにするということを通しての子どもの親に興する結びつきは，

福島・梁川のどの学校でも，男子栖一舜母親女子f・一→父親の異性同t：の結びつ

きよりも，男子←→父親女子←→母親の同｛生同士の結びつきのほうが強い，

ということがわかっている。

　最後に，第52問「あなたが尊敬している人をふたりだけ書いてください。」

に対する闘答を集計した結果では，前述したように，親を尊敬するという意味

での親に対する子どもの結びつきも，ごく大ざっぱに言って，男子→母親，

女子一→父親の異性同士の結びつきよりも，男子一→父親，女子→母親の同

性岡士の結びつきのほうが，たとえわずかにもせよ，強いことが多い，という

ことがわかったのである。

　以上，いくつかの事柄を総合すると，家庭における親と子どもの心理的な結

びつき，またはコミ＝ニケーシ。ンの上での結びつきは，これを性別にみた場

合，男子←→母親女子←一一・父親の異性間士の親子の結びつきよりも，男子←

→父親，女子←→母親の同性同士の親子の結びつきのほうが強いということ

が，かなりの程度の強さで言えるのではないだろうか。

16．向性検査の結果について

　福島市と梁川町の中学生と高校生には，前節で述べた第52問ヂあなたが尊敬

している入をふたりだけ書いてください。」につづいて，最後に，次に掲げる

ような淡路・岡部式向性検査をやってもらった。中学生と高校生の調査は，こ

れで全部終わったことになる。

　A　学校剛・職業懸にみた講性指数

　　次にあげた質問に答えてください。質問どおりであれぽ，「はい」に○，その反対

　ならば，　「いいえ」に○をつけてください。どちらにも決められないばあいは，その
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ままにしておいてください0

　1．ちょっとしたことでも気になりますか。

　2．すぐ決心がつきますか。

　3．大事をとって，実行にひまどりますか。

　4．決心をあとから変えることができますか。

　5．思案するより活動するほうが好きですか。

　6．陰気ですか。

　7．失敗にこりますか。

　8．のんきですか。

　9．無口ですか。

　10．感情をすぐおもてに現わしますか。

　11．よくはしゃぎますか◎

　12・気が変わりやすいですか。

13。物事にこり固まりますか◎

　14．しんぼう強いですか。

　15．りくつっぽいですか。

16．議論が過激になりやすいですか。

17．用心深いですか。

　18．動作がきびきびしていますか。

　19．仕事が綿密ですか。

20．派手な仕事が好きですか0

21．仕事に夢中になりますかQ

22。窒想家ですかQ

23．潔癖すぎますかσ

　24．持ち物をなげやりにしますか。

25．むだ使いが多いですか。

26．話し好きですか。

27。気むずかしやですか。

28．じょうだんを尊いますか。

29．おだてられやすいですか。

30．強情ですか。

31．不満が多いですか。

32．自分の評判が気にかかりますか。

33，他人の批判がしたいですか。

34．自分のことを他人にまかせられますか。

　35．人から指麟されるのがいやですか。
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36．人の上に立って，うまく治めてゆくことができますか。

37．他人の意見をすなおに聞き入れますか。

38．よく気がききますか。

39．かぐし立てをしますか0

40．他人にすぐ同惰をしますか。

41．他人を儒じすぎますか。

42．うらみが忘れられないですか。

43。はにかみ屋ですか。

麗．ひとりぽっちでいるのが好きですか。

45．友だちを作るのに骨がおれますか。

46．人前で平気で話せますか。

47．人目につくところでは，いつも引込んでいますか。

48．意見の違う入とでも気軽につき合ってゆけますか。

49．世話好きですか。

5G．おしまずに物を与えますか。

　
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い

い

ま
よ
象
ま
ま
ま
象
ま
ま
ま
象
ま
ま
ま
は

　
を
　
寺
　

を

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ．

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

134



　この淡路・岡部式向性検査は，外向性の徴候に関する問題が25問，内向性の

微候に関する問題が25問の計50問からできており，この50聞で情意活動や性格

の全般をおおうことができるようにくふうがこらされている。「はい・いいえj

のところで，それぞれ下線を引いてあるのが外向点である。もし全聞この下線

のひかれているとおりに答えれば，外向点は50点，全問その反対に答えれば，

外向点は0点ということになる。

　子どもには，この検査用紙を与えて，質問どおりであれば，「はい」に○，

その反対ならば，「いいえ」に○をつけてもらう。どちらにもきめかねるもの

は，そのままにしておいてもらう。

　検査藩は，その中から外向点にあった回答の数と無答の数をかぞえ出し，次

の数式にあてはめて，向性指数（Version　QuotientまたはV・Q）を算出す

る。　　　　　　　　　　　　　’

　　　熊撒一（湿触畦鱒）÷25・…一（論点・・撫答）÷・・・…

　　　　　　　＝（外向点x2＋無答）×2＝外向点×4＋無縁×2

　向性指数は，100を中心として，0から200までの値となって現われる。内向

性的傾向が極端に強く，50問全部内向的にのみ答えた子どもは，外向点は0，

無答は0となるから，向性指数は0となる。反対に，外向性傾向が極端に強く、

50問全：部外向的にのみ答えた子どもは，外向点が50点，無答が0となるから，

向性指i数は200となる。

　外向・内向の二つの傾向に優劣がなく，25点の外向点を得た子ども，または，

50問の全部を無答とした子どもは，どちらも向性指数が100となる。

　第76表は，学校溺・学校x男女別・学校x親の職業別に，子どもたちの向性

指数の平均値を鋒出したものである。
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第76表　グループ別向性指i数

師島・刺梁川中学1鵬徽陣ノ轍

全　　　　　　　体 1G9．8 107．1 107．0 102．8

男
女

1G8．6

P11．1

108．G

P06．1

106．0

P08．0

100．9

P03．5

農　　　　　　　家

﨟@給　生　活　者

､　　　　　　　家

106．1

P08．3

P17．4

106．6

PG8．4

P16．3

102．4

P05．8

P14．5

101．2

P1G．9

P03．3

　この第76表から次のことがわかる。

　（1）中学も高校も，向性指数はわずかではあるが，福島のほうが梁摺よりも

大ぎい。これは，男女別にみた場合も，男女をこみにした全体でみた揚合も同

じである。つまり農村の子どもは，都会の子どもよりも，わずかではあるが，

向性指数が小さいのである。

　（2）福島・梁川のどの学校でも，農家の子どもの向性指数がいちばん小さい。

つまり都会でも農村でも，農家の子どもの向性指数は，商家の子どもや俸給生

逓者の家庭の子どもの向性指数よりも，わずかではあるが，おしなべて小さい

のである◎

17．農象の子どもの欝語行動について

　A　学校別・職業別にみた言語行動的性格の型

　向性検査の全50問の中には，雷語行動に直接関係のあるものとして，次の四

つがある。

　〔第9問〕　無口ですか。　　　　　　　　はい　　　いいえ

　〔第26問〕　話し好きですか。　　　　　　はい　　　いいえ

　〔第28問〕　じょうだんを旧いますか。　　はい　　　いいえ

　〔第46問〕　人前で平気で話せますか。　　はい　　　いいえ

　この四つについて，学校×男女別および学校×職業別に集計してみると，第

77・78表のようになる。
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　　第77表　淡路・岡部式向性検査の4問の集計蓑（学校×男女溺）

（d）無口ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単泣＝パーセント）

は

い　　　い

無

い
え
答

福 島

1 中i高 校

男 女｛男 女

20．　1

70．　7

9．2

15．　6

72．　9

1L5

　　　　　く32．7　　　　17．3　i

ll：l　ll：ll

　　　　　…

梁 川

割 高吋 校

男 ’女陣 女

22．9　25．7

68．　3　66．　1

8．8　8．3

38．　6　28．　6

50．0　63．2

11．4　8．2

（pt）話し好きですか。

（単位：ノく一セント）

福　　島　1 梁　　　　　　川

・　中陣　測 梁　中陣　校
男　列男　女 男　列男　女

は　　　　　　い

｢　　い　　え

ｳ　　　　答

62．5　　76．1

Q6．4　　18．3

P0。9　　　55

62．7　　62．7

Q3．5　　23β

P3．7　　14．0

60．4　　69。3

Q7．5　　26．1

P2．1　　　4。6

60．0　　70。3

Q7．1　　20．9

P2。9　　　8。8

㊥　じょうだんを言いますか。

（単位＝パーセント）

福 島 梁 州

1 中 ｝高 校 1 中｝ 高 校

男 女 1男 女 男 女 ｝男 女

　
、
　
　
　
L
」
、
は
し
無

い
い
え
答

81．6

P1．7

U．7

83．5

X．6

U．9

86．9

R．3

X．8

84．0

P0．0

U．0

72．9

P7．5

X．6

77．5

P6．5

U．0

77．1

P2．9

P0．0

87．9

V．7

S．4
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（＝）人前で平気で話せますか。

（単佼：＝パーセソ｝）

は
い
彊

　い
い　え

　答

福 島

・中｛高校
男女黒酒
31．　4

54．　8

13．　8

q
！
9
2

Q
／
F
）
4
．

り
）
4
鳳
－

43．　1

40．　5

16．　3

38．　0

50．　7

1L4

梁 II」

・中隊校
男女陣女
31．　3

51．　7

17．　1

28．　4

58．　7

12．　8

3三。4

58．　6

10．　0

3L3
53．3

15．4

　第78表　淡路・岡部式向性検査の4問の集計表（学校×職業別）

㈹無口ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝パーセント）

は　　　い
い　い　え

無　　容

福　島　1　中
農家㈱生別隣家、

男女悌女帯女
24．0　14．3120．e　20．5

60．0　57．2i72．0　71．4

i6．0　28．61　8．0　8．0

16．7　6．5

75．0　83．9

8．3　9．7

梁　川　中　学

農家齢生瀦1醐
男女浮女膿漏
1・9・828・・！…2・・ll・3・・21．・

　　すll：；69：？182：9‘1：18117鷺tt

（U）話し好きですか。

（単位：！く一セント）

は　　　い
い　い　え．

無　　答

福　島　1　中

農家擁二二高射
男女i男女男女
44．o　66．7161．　o　se．417z　s　so．6

51：灘：欄：驚：

梁　州　中　学

農家写生瀦畠田

男女悌女1男女
釜：1馨：鑑嶽雛：謙「

Ig16　一glglSEIg’　i”61－V’6　“‘’6　　　　　　　　し
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（A）　じxうだんを言いますか。
（三抵｛立二：ノt一セント）

は　　　　　い

い　い　　え

無　　　答

福　　島　　1　　中

館1俸給門外「商家

男女修女ゆ女
gg：g　：g：zlsg：g　sg：glss：g　sg：：I

　　　　　　　　　　　　　E
8．e　4．81　g．　O　5．41　8．3　9．7

　　　　　　　　　　　　　ヨ

梁　　州　　中　　学

農家1俸給生瀦陣家

質新岡女悌女
16s．1　76．2

18．4　　16唇8

13．5　ZO

s6．4100．　ols7．　o　7s．6

9．1　Oi13．0　14．3

4．5　Ol　O　7．1

（＝）人前で平気で話せますか。

（単位＝パーセント）

は　　　　　い

い　　い　　え

無　　　　直

上　　島　　1　　中 梁　　川　　中　　学

農　家　1俸給生活ki商　家　　農　家　睡給生活鷺1商　家

男列男女漁民男女悌女霞目
2e．o　i4．3136．o　3s．436．i　4＆4！30．s　2g．4

11ii　5ii5195i5　g5iSlliii　iiislliii　18iQ

16．　e　28．6ilL　O　10．7116．7　19．41117．0　12．6

36．4　7．7143．5　z12．9

4e．9　84．6143．5　35．7

22．7　7．7113．0　21．4
　　　　　　　　　1

　第77表と第78表から次のことがわかる。

　（1）福島と梁川の比較をすると，「無口ですか」に対して「はい」と答えた

のは，中学・高校の男女ともに梁川のほうが多い。（Fv・いえ」と答えたのは，

高校の女子を除けば，全部梁川のほうが少ない。）

　「話し好きですか」に対して「いいえ」と答えたのは，高校の女子を除けば，

ほかは全部梁川のほうが多い。（「々まい」と答えたのは，この逆。）

　「じょうだんを言いますか」に対して「いいえ」と答え．たのも，高校の女子

を除けば，ほかは全部梁絹のほうが多い。（「はい」と答えたのは，この逆。）

　「人前で平気で話せますか」に対して「いいえ」と答えたのは，中学男子を

除けば，ほかは全部梁測のほうが多い。（「はい」と答えたのは，この逆。）

　つまり，梁川（農村）の子どもは，福島（都会）の子どもよりも，自分の言

語行動について，概して消極的な答えをすることが多いのである。

　②　異なる職業の閥の比較をすると，「無mですか」に対してrはい」と讐

えたのは，福島1中の女子のほかは，金部農家の子どもが最も多い。（「いいえj

　　　　　　　　　　　　　　　　139



と答えたのは，全部農家の子どもが最も少ない。）

　「話し好き’ですか」に対して「いいえ」と答えたのは，福島1中・梁摺中学

の男女ともに農家の子どもが最も多い。（「はい」と答えたのは，その逆。）

　「じょうだんを言いますか」に対して「いいえ」と答えたのは，福島1中・

梁川中学の男女ともに農家の子どもが最も多い。（「はい」と答えたのは，その

逆。）

　「人前で平気で話ぜますか」に対して「いいえ」と答えたのは，梁川中学の

女子を除けば，ほかは全部農家の子どもが最も多い。（「はい」と答えたのは，

その逆。）

　つまり，農家の子どもは，福島の場合も梁Illの場合も，商家の子どもや俸給

生活者の家庭の子どもに比して，自分の言語行動について，概して消極的な答

えをすることが多いのである。

　B　農家の子どもの潔白行動について

　第35問「おとうさんと話をするとき，ふつうあなたは，話すほうが多いです

か。聞くほうが多いですか。」の歳出を集計した結果では，「話すほうが多い」

と答えた子どもは，男子の場合福島・梁月1・松江ともに，農家の子どもが最も

少ない。女子の場合も，梁川と松江では農家の子どもが最も少ない，というこ

とがわかっている。

　第13問ドそのようなとき（注，食事以外のときに，家族のかたが集まって，

くつろいで雑談や世聞話などをするようなとき）に，あなたは，よく話すほう

ですか。それとも，だまっているほうですか。」の回答を集計した結果では，

「よく話すほうだ」と答えているのは，福島・eeJll・松江の男女ともに，農家

の子どもが最も少ない。反対に「だまっているほうだ」と答えているのは，福

島1中の女の場含を除けば，ほかは全部農家の子どもが最も多い，ということ

がわかっている。都市（福島。松江）と農村（梁摺）の比較をしてみると，「よ

く話すほうだ」と答えたのは，福島1中と梁川中学の間で例外があるが，その

ほかは全部都市のほうが農村よりも多い。反対に「だまっているほうだ」と答

えたのは，福島高校と梁川高校の問で例外があるが，そのほかは全部農村のほ

うが多い，ということもわかっている。
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　第2問「あなたは，朝起きてから，おとうさんやおかあさんにあいさっしま

すか。」，第4問「あなたは，食事のはじめに，あいさつをしますか。」，第6問

「食事のおわりは，どうですか。」，第8問rあなたは，夜ねるとき，おとうさ

んやおかあさんにあいさつをしますか。」，第17問「あなたは，朝登校するとき，

家族のかたにあいさつして，家を紅ますか。」，それに第19問「学校から帰った

ときは，どうですか。」の六つのあいさつの場面に関する質聞の園答を集計し

た結果では，あいさつをしないというのは，福島と梁川では，概して男女とも

に農家の子どもが最も多い。松江の女子の場合も，これと岡じことがみられる，

ということがわかっている。

　都市（福島・松江）と農村（梁川）の比較をしてみると，あいさつをしない

というのは，概して小中高校ともに農村の子どものほうに多い，ということも

わかっている○

　第45問「先生から答案をかえしてもらいました。よく見ると，逸しい答えな

のにまちがいにされています。先生に言って，なおしてもらいたいと思います。

こんなとき，あなたは，そのことを先生にすぐ適えるほうですか。それとも，

言えないほうですか。」の回答の集計結果では，「すぐ言えるほうだ」と積極的

な答えをするのは，小中高校ともに都市（橿島）の子どもに多く，農村（梁川）

の子どもに少ない，ということがわかっている。職業間の比較では，消極的な

箸えをするのは，概して福島・梁川ともに農家の子どもに最も多い，というこ

ともわかっている。

　第46問「教室で，先生がみんなに質問をされました。それがあなたに答えら

れるようなものだったら，あなたは，どうしますか。」の回答の集計結果では，

「すぐ手をあげる」という積極的な回答をするのは，小中高校ともに蟻溝（梁

川）よりも都市（福島）の子どもに多く，r人が手をあげるのをみてから，手

をあげる」という消極的な回答をするのは，反対に小中高校ともに農村（梁川）

のほうに多い，ということがわかっている。

　職業間の比較をすると，消極的な園答をするのは，概して農家の子どもが最

も多い，ということもわかっている。

　第47問「ホーームルームの時問などで，あなたは，みんなの前で霞分の意見を

　　　　　　　　　　　　　　　　141



のべるほうですか。それとも，だまっているほうですか。」の地盤を集計した

結果では，都市（福島）と農村（梁川）の聞に小中高校を一貫した傾向的な違

いは現われなかった。しかし，職業別セこは，積極的な答えをするのは，都市

（福島）では男女ともに農家の子どもが最も少なく，農村（梁月Dでも男子は

農家の子どもが最も少ない，ということがわかっている。

　第48問（第邸問で「だまっていることが多いほうだ」または「いつもだまっ

ているほうだ」と答えた人だけ）だまっているのは，なぜですか。」）の回答の

集計結果では，「意見があるが，言うのがはずかしいから」という消極的な回

答をするのは，粟野小・五十沢小の1例を除けば，ほかは全部農村（梁川）の

子どものほうが都市（福島）の子どもよりも多い。職業別にみると，消極的な

答えをするのは，農村（梁川）はちょっとちがうが，都市（福島）では，やは

り男女ともに農家の子どもが最：も多いのである。

　第49問「（A）　クラスの中で，よく意見をのべるのは，だれとだれですか。

（氏名をはっきり書いてください。以下同じ。）　（B）だまっているのは，だれ

とだれですか。（C）おもしろいことを言って，みんなを笑わせるのは，だれと

だれですか。」の回答を集計した結果では，次のことがわかっている。

　「クラスの申で，よく意見をのべる」と指名された子どもの数がそれぞれの

生徒総数に対する比率は，異なり人数でものべ人数でも，農家が最も少ない。

これは，都市（福島）でも農村（梁川）でもそうである。

　「クラスの中で，だまっている」と指名された子どもの数が全体に対してし

める比率は，異なり人数でものべ人数でも，農家が最も多い。これは，都市

（福島）でも農村（梁川）でもそうである。

　「おもしろいことを言って，みんなを笑わせるコと指名された子どもの数が

全体に薄してしめる比率は，異なり人数でものべ人数でも，農家が最も少ない。

これは，都市（福島）でも農村（梁川）でもそうである。

　第50問「ひとりでバス（電車）に乗りました。切符を買って，車掌さんから

おつりをもらいましたが，10円たりません。車掌さんに言って，もらおうと思

います。パスセこはほかに人が乗っています。こんなとき，あなたは，そのこと

をすぐ車掌さんに言えるほうですか。」の回答を集計した結果では，「すぐ言え．

　　　　　　　　　　　　　　　　142



るほうだ」と積極的な回答をするのは，小中高校ともに都市（福島）のほうに

多く，「書えないほうだ」と消極的な回答をするのは，農村（梁川）に多い。

職業別には，積極的な回答をするのは，男子では都市（福島）・農村（梁州）

ともに，農家の子どもが最も少ない。

　k／一．k，前項の㈲にのべた向性検査の場合の四つの設問の結果にあわせて，わ

たしたちの調査でこれまでにわかったいくつかの事例をあげてくると，農村の

子どもは，都市の子どもよりも，またり農家の子どもはッ商家や俸給生活者の

家庭の子どもよりも，自分の単語行動について消極的な意識をもっていること

が多いということが，かなりの程度の強さで言うことができるのではなかろう

塑。

　そして，この農家の子どもの主観的な消極的意識は，第49問の集計結果から

も明らかなとおり，他のクラスメートの自由な梢互評価の結果によって，これ

またかなりの程度強く客観的に裏うちされたものであることもわかるのである。

　C　農家・商家・俸給生活者の家庭の予どもということの意味について

　農家の子どもは，商家や俸給生活看の家庭の子どもにくらべて，自分の需語

行動について消極的な意識をもっていることが多い，ということがわかったが，

ここで，農家の子ども，商家の子ども，俸給生活者の家庭の子どもということ

について，もう少し考えてみよう。

　第79表（イ）は，梁川中学の農家・俸給生活者・商家の子どもが梁川町の中でも

それぞれどの地域（町村合併前の旧町村）に住んでいるかをみたものである。

また，＠表は，梁川（旧）・東大枝（ひがしおおえだ）・堰本（せきもと）・玉

野（とみの）。五十沢のそれぞれの地域の子どもを親の職業別にみたものである。
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　第79表　梁絹中学の農家・俸給生活看・商家の子どもの地域的分布

（イ）職業を地域別にみた場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各欄ともIC下の数字に，パーセント）
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74　隻00．0

59　100．0

　現在の梁川町は，伊達郡の旧堰本村・當野村・五十沢村・粟野村・白根（し

らね）村・山舟生（やまふにゆう）村の6か村の全域と，大枝村の東大枝地区

が昭和30年3月に1日梁川町に合併してできた町である。このうちわたしたちの

調査の対象になった梁川中学は，旧梁川町と旧堰本村・旧富野村・旧五十沢村，

それに東大枝の五つの地区を学区：としている。残った旧白根紺・旧山舟生村・

旧粟野村は，それぞれ梁州町立白根中学校・山舟生中学校・粟野中学校の学区：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．4



となっている。　（（イ）表で，旧粟野村と宮城察伊具郡丸森町の子どもが若干名い

るが，これは，学区外からの委託通学生である。）

　さて，（イ）表をみると，次のことがわかる。

　（1）農家の子どもは，男女ともに旧梁川町に住んでいるものは非常に少なく，

大部分はi日村に住んでいる。

　（2）これに対して，商家と俸給生活者の家庭の子どもは，i日梁川町に住んで

いるものが大部分である。旧村に住んでいるものは，非常に少ない。とり：わけ

商家の子どもは，そのほぼ9割近くが旧梁川町に怯んでいる。

　（ロ）表をみると，次のことがわかる。

　旧梁月町の子ども177名のうち農家の子どもは，わずかその3割にすぎない

が，東大枝・堰本・寓野・五十沢の潟村の場合は，8割弱から9割までのもの

が農家の子どもである。
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第80表　地区：別にみた梁川町の産業別就業人口

　　　　　　　　　　　　　　　（各欄ともに下の数字はパーセント）
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　第80表は，国勢調査（昭和35年）の資料によって，梁川町の産業別就業人口

を合併前の旧町村別にみたものである。これから次のことがわかる。

　（1）無月i中学の子どものうち，農家の子どもが多く住んでいる東大枝・堰本

・六野・五十沢は，農業就業人口が全就業人口の8割以上の純農村である。

　（2）これに対して，商家や俸給生活者の家庭の子どもが多く住んでいる旧梁

川町は，農業就業人口が全就業人口のわずか3割，残りの7割は第2・3次産

業就業人口である。旧梁川町は，梁川町の中でもかなりの程度都市的な就業構

　　　　　　　　　　　　　　　　147



造をもっている地域なのである。（注）

　（注）　旧梁川町は，梁川町の中でもかなりの程度都市的な就業構造をもって

　いる地域である，といったが，1日梁川町は，昭和35年の国勢調査からその大

　部分の地域が「人口集中地区」（DID，1）ensely　Inhabited　Districtの略）

　に指定されている。

　　昭和20年代の後半から30年代の前半にかけて，全国的に実施された町村合

　併の運動によって，：わが国の現在の行政的な市や町は，従来の都衛的な地域

　の外に，純農山漁柑的な地域を大幅にかかえこむことになった。そのため国

　勢調査報告書の行政的串・離別や市部・郡部別の統計表が，必ずしも厳密な

　意味での都市的地域と農山漁村的地域の特質を明瞭に示さなくなってきた◎

　人口集中地区は，この欠陥を補なうために，昭和35年の国勢調査ではじめて

　行なった地域区分である。この設定にあたっては，（1）昭和35年国勢調査の

　調査区を基礎単位地域として用い，（2）市区町村の境域内で人口密度の高い

　調査区（人口密度1　lmi2あたり約4，000人以上）が隣接して，（3）昭和35年

　国勢調査区が設定された昭和34年10月1臼現在，入口5，000人以上を有する

　場合，これを「人口集中地区」として設定した。

　　福島県伊達郡には，町村合併の結果，現在桑折・伊達・国見・梁川・保原

　・霊山・月館・川俣・飯野の9町があるだけであるが，このうち人口集中地

　区を設定されているのは，川俣町とこの梁川町だけである。

　つまり，農家の子どもや商家・俸給生活者の蒙庭の子どもといっても，それ

らは行政的単位としての梁川野の全域に平均的に分布しているのでは決してな

い。農家の子どもは，梁川町の中でも主として農村的な地域に，同じく商家や

俸給生活者の子どもは，梁川町の中でも主として都市的な地域に，それぞれか

たまって分布しているのである。

　したがって，家庭の中や教室の中などにおける子どもの言語行動の意識につ

いて，わたしがこれまでに報告してきた農家の子ども紺商家・俸給生活者の家

庭iの子どもの対立は，そのまま梁川町の中でも都市的な地域（無梁Jli町）対農

村的な地域（掲堰本村。五十沢村・富野村・策大枝）の対立ということに還元

することができる性質のものである，と雷ってさしつかえないだろう。農家の
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子どもが自分の＝ミュニケーション行動や言語行動について消極的な意識をも

っているということは，つまり農村的な地域の子どもが自分のコミ＝ニケーシ

ョン行動や言語行動について消極的な意識をもっているということなのである。

　福島1中については，第79表のような調査はしていない。しかし，福島市教

育委員会学校教育課の話によると，この中学には，福島市立第1小学校・同杉

妻小学校・同清沢小学校を卒業した子どもの全部，それに福島市立吉井田（よ

しいだ）小学校を卒業した子どもの一部が進学するのだそうである。つまり福

島1小の学区と杉妻小。清沢小の学区の金部，それに吉井照小学校の学区の一

部が福島1中の学区：となるわけである。このうち福島1小の学区は，旧福島帯

の中でも最も都市的な地域であり，砂鉱小・清沢小の学区となっている信夫郡、

i日杉妻村，それに吉井田小学校の学区となっている信夫郡旧吉井田村は，それ

ぞれ昭和22年の2月と3月に福島市に合併された村で，どちらも，もともと都

市近郊農村的な色彩をもった地域である。

　だから，福島1中の学区にも，一一方には福島市の中でも最も都市的である地

域と，他方セこはどちらかと言えば，農村的な色彩を現在でものこしている地域

というように，社会的性質の異なった二つの地域が存在しているのである。し

たがって，福島1中の場合も，農家の子ども対商家や俸給生活老の家庭の子ど

もの対立は，梁川中学の揚合と同じく，同じ学区の中での都市的な地域鰐どち

らかといえば農村的な地域の対立という地域対地域の紺立の問題に還元するこ

とができる性質のものなのだろう。

149



昭和43年12月

国立国語研究所
東京都北区稲付西山町
電話東京（900）3111（代表）

UDC　301．18
至痔王）C　　361．　4

　　　本書の市販品発行所
東京都新宿区欝ケ谷佐内時39電話　（260）5281

　　　　　株式会社　秀英出版

魅繋



　　　　　　国立国語研究所刊行書
團立国語感究所年報

　　　1～18　　（昭和24年度～昭和戯年度）
国立国語研究所報告

　　　1八丈島の雷語調査
　　　2需語生活の実態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

刊
o
o
　
　
　
　
　
刊
o
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
o
o

販
3
　
　
　
　
　
販
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
9

撃
　
　
撃
　
　
　
　
　
　
　
攣

秀
　
　
　
　
　
　
秀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

査
態
　
詞
　
語
　
活
　
聞
　
力
態
究
　
無
識
㈱
　
蜀
　
力
語
究
煎
り
　
字
究
字
　
字

　
　
現
婦
地
少
目
難
読
二
野
総
総
中
明
日
高
舐
総
同
現

　
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
8
9
　
1
0
1
1
1
2
　
1
3
　
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿
究
字
　
達
程
究
活
幻
究
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
研
用
　
発
　
　
生
（
研
纈

自
縁
　
量
　
述
書
構
　
鯉
齢
蹴
研
糠

　　　　
　
　
　
灘
初
方
年
．
．
謝
A
㌦
印
駕
鑑
．
、
み
雑
↓
生
通
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
趾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
代
し
組
代
学
後
本
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
　
話
横
現
　
小
雛
類
戦
日
電
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
2
　
2
2
2
　
2
2
2
2
3
3
3



　
謝

一
局
5
）

刊
0
0
酬
2
鷺
O
e

購
編
￥
懲

秀
大
　
秀

（
（
（

昭
鞠
旧
刊
辞
彙

鋤
査

24
～
17和巨書行刊

彙
新

係
　
関
集
語
鶴
国
語

所
究
1

研語国立國

集
欝
典
蓑

料
書
　
行

・
法
係

語
　
関

　
　
　
“
黄
程
瞬

町
回
言
言

　
　
国

代
仮　
　
降
縄
類

現

【
り
以

　
　
治

　
送
明
沖
分

2
　
　
3
　
4
　5
　6

究
凹
田

　
2

　
第
研
究
研

の
研
の

　
の
ば
　
ば

　
ぽ

と
と
と

集
　
こ
ご
こ

論所

究
1
2
3

研語国立国

鑑年語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
5
9
鞠
0
0
闘
5
0
刊
8
0
刊
8
0
刊
0
0
刊
5
0
潤
0
0
刊
θ
0
刊
5
0
刊
8
0
判
0
0
刊
0
0
刊
G
O
瀦
Q
O

版
4
版
6
版
4
版
4
飯
4
販
5
版
5
版
8
版
5
版
9
版
9
版
ほ
版
’
1
版
は
版
’
2

轟
轟
嬰
撃
撃
響
期
￥
響
嬰
撃
拙
￥
鑓
翻
碧
碧

秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀
　
秀

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（

彫○

H
幽
勝
○
鯵
D
拗
励
㈹
脚
脚
脚
鯵
○
購
○
総
論

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

29

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

晶
晶
晶
晶
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和

昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

〆
＼

高校生と新聞
青年とマスコミュ＝ケーション

山立国語研究所ゴ鯛潔

欝本新関協会ハ囎

昌搬黙購羅

（秀英田版刊　￥　280）

（金撃騨



COMMUNICATION　CONSCIOUSNESS　OF
BOYS　AND　GIRLS　IN　THEIR　HOMES

CONTENTS

Foreword

Outline　of　Survey

Outline　of　Results

1．　Whom　do　boys　and　girls　wish　to　ask　advice　on　their

embarrassments　in　their　families？
2．　Who　are　boon　companions　of　boys　and　girls　in　their

homes？
3・　With　whom　do　boys　and　girls　usually　talk　much　in　thir

homes？
4．　Do　boys　and　girls　like　to　talk　with　their　parents，　or

not？

5．　Do　boys　and　girls　telll　their　desires　and　opinions　to

their　parents？

6．　Are　boys　and　girls　talkative　or　not，　when　they　talk

with　their　parents？

ロ
　
　
　
　
　
コ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1

By　whom　are　boys　and　girls　reproved　in　their　homes？
Are　boys　and　girls　reproved　by　their　parents？

How　do　boys　and　girls　call　their　parents？

How　do　boys　and　girls　greet　in　their　homes？

Do　boys　and　girls　work　and　play　with　their　parents？

Who　are　talkative　persons　in　their　homes？

Do　boys　and　girls　talk　positively　in　their　classroom？

Do　boys　and　girls　talk　positively　in　buses　and　trams？

On　the　relationship　of　boys　and　girls　to　their　parents？

On　the　results　of　extroversion－introversion　test

On　the　language　behavior　of　boys　and　girls　in　farmers’
families

THE　NATIONAL　LANGUAGE　RESEARCH　INSTITUTE
　　　　　　　　INATUKE－NISIYAMA，　KITA，　TOKYO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968


